
























































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ　ラストゲーム







　──これは、とあるデスゲームの最終章。




「はいはーい！　皆様、ごちゅーもーくっ！　ここまで、とてもとても長かったデスゲーム『ラビリンス』も、ついに最終局面ですっ！　ここまで残ったプレイヤーは、この御お二ふた方かたですっ！」

　四角いテーブルの横に立ったバニーガールが、私の視界の隅で彼女の豊かな胸と共にぴょんと飛び跳ねる。

「ふぅ、やっと次で最後だね、未み来らいさん」

　テーブルの向かい側で、男の子が呟つぶやいた。

　その整った顔立ちは柔和な笑みを浮かべ、切れ長の目からは私を安心させようとする優しさが感じられた。

　まさに好青年といった風貌の彼。このデスゲームで私が最終ゲームまで生き残れたのも、今まで彼と協力関係にあったというのが一因だ。

「次にカードを出せば、やっとこのゲームを終われるのね」

　私は手元にある数枚のトランプを確認して言った。しかし、思わず緊張で手が震える。

「大丈夫だよ。だから、安心して。未来さんは、最後まで僕が守るから」

　優し気な声音で彼が囁ささやいた。

「あ、ありがとう……」

　短くお礼を言って、私は今一度意識を場に集中させる。

　次で本当に最後の一手なのだ。ミスは許されない。

「あはは。そんなに肩ひじ張らないで、リラックスしてよ。僕と未来さんが共通して持っている数字のカードを出せれば、このゲームは僕たちの引き分け。つまり、賞金は二人で山分けになる。ただ、それだけのことだよ」

　もちろん、分かっている。

　その為ために今まで彼と協力してきたのだから。

　やがて、彼はトントンとテーブルを指で叩たたく。『手札にあるＪを出して』という〝通し〟のサインだ。

　この局面だけを切り取れば、ゲームのルールは至ってシンプル。『より大きい数字のカードを出した方が勝ち』という簡単な構図だ。

　ここで私が『Ｊ』を下回る『10』を出して負けてしまったり、『Ｑ』以上のカードを出して彼に勝ってしまえば、二人で一緒に生きて帰るという計画は崩れてしまう。

　私は些さ細さいなミスを犯さないように、改めて手札を確認した。

「僕が未来さんを無事に連れて帰る。あの時の約束、やっと果たせそうだ。絶対、一緒に帰ろうね」

「ええ、そうね。きっと、一緒に……」

　ここを抜け出して、帰るのだ。あの平和な日常に。

　そして、今度こそ幸せな生活を……！

「それでは、最後のカードを伏せてテーブルに出してくださいっ！　泣いても笑っても、これが最後の一手ですっ！」

　明るい口調でバニーガールが宣言した。

「当然、僕はこのカードだ」

　そして、彼がカードを場に伏せる。

　ああ、やっとだ。

　やっと、このデスゲームから解放される。

　これで私たちは、元の日常へ生きて帰れるのね……

　あの退屈だけど、平和な日常に。

「ねえ、未来さん」

　不意に、彼が私の名前を呼んだ。

　見ると、いつになく真剣な表情で、彼は私を見つめていた。

「何かしら？」

「その……、このカードを捲めくった後、僕の話を聞いてほしいんだ。ちょっと恥ずかしくて、今まで言い出す勇気が無かったんだけど……。でも、今なら言えそうな気がするから」

　そう言うと、彼は少し視線を外し、照れたような表情を浮かべるのだった。

　私は考えるようにして間を空けてから、その返事を告げる。

「……分かったわ。その話、聞くことにする」

　すると彼は、「ありがとう」と短く返し、自らの出したカードの背を撫なでた。

　彼の話は気になったが、今はゲームに集中するべきよね……

　私はゆっくり息を吐いてから、再び手元のカードに意識を向ける。

　次に出すカードが最後。間違いは許されない。

　私は震える手で手札の『Ｊ』を摑つかみ──

「？　未来さん、どうかしたのかい？」

「な、なんでもないわ」

　誤魔化すように言って、視線を逸そらす。すると、会場の隅でゲームを見届ける黒服の姿が視界に映り込んできた。

　もう一度、私は意識を集中させる。

　そっか……。そういうこと、ね。

　私はあなたを信じて正解だったみたい。

　そうよね。あなたは、いつだって私と共に戦っていてくれたものね……

　私は改めてカードを摑み、テーブルにそっと伏せた。

「では！　カードが出で揃そろいましたので、開示フェイズへ移りたいと思いますっ！　どうぞ、カードを捲ってくださいっ！」

　バニーガールの高らかな宣言が部屋に響いた。

　ああ、これで──




「ククク……」




　不穏な嗤わらい声が、私の鼓膜を振動させる。

　その声の主は、普段の優しげな細目を大きく見開き、狩りを楽しむ肉食獣のような瞳で私を見つめていた。

「あはははははっ!!!!　いやぁ、悪いね未来ちゃん！　でも、騙だまされる方が悪いんだよ？　だって、これはデスゲームなんだ！　生き残った方が正義なんだからよぉ!!!!」

　豹ひょう変へんした態度の彼がカードを捲る。

　それは出るはずのない『Ｑ』。

　分かりやすく言えば、そう。彼の裏切りだ。

「そ、そんな……」

　私は震える声を絞り出した。

「あははははっ！　いやぁ、実は恥ずかしくてずっと言えなかったんだけど、俺は他人が絶望する表情を見るのが大好きなんだよなぁ！　特に仲間から裏切られたやつの表情はたまらねぇ愉悦だ！　俺はその表情を見る為だけに、こんな狂ったデスゲームに参加してるんだよぉ！　あははは、はははっはははっ!!!!」

　彼は狂ったように嗤い出す。

　絶対的な愉悦に、

　確定された勝利に、

　緊張から解放された自由に、

　完全に酔いしれていた。

「……そ、んな、そんなこと……!?」

「ククク。まあ、そう怒るなよ。誰にだって他人の成功を妬ましく思うことくらいあるだろ？　裏を返せば、他人の不幸を喜ぶ俺とそう変わらねぇよなぁ。お前にだって同じ気持ちは少なからずあるんじゃないか？」

　自分は悪くない。これは当然のことだ。

　彼は傲慢に語るだけだった。

　そうか。

　ああ、これで──

「そうね。あなたのようなクズ野郎に勝てて、私はとても気分が良いいわ。せいぜい、堕おちた先で反省することね」

　これで、私の勝ちだ。

　私は手元に伏せてある『Ｋ』のカードを捲ってみせる。

　彼の裏切りなど分かっていたのだから。

「な、なん、なんだとぉ!?　ど、どど、どうなってやがる!?　俺を裏切ったのかぁ!?」

　先に裏切っておいて、よく言うわね……

　場に似つかわしくない、少し呆あきれた表情をしてしまったかもしれない。

　ちょっと気を引き締め直す。

「これはデスゲーム。生き残った方が正義、でしょ？」

　彼の言葉を借りて私が言い放つと、スーツ姿の屈強な男たちがわらわらと集まってきた。

「このクソがッ!?　や、やめろ！　放せ！　ど、どこに連れていく気だ!?　ま、待て!?　嫌だ、死にたくねぇ！　うわぁぁぁぁぁ!!!!」

　やがて、彼の声は聞こえなくなった。

　どこへ連れていかれたのかは……、あまり考えないでおくことにする。

　やはり他人なんて信じるものじゃない。

　誰も信じないことが、自分の為になると証明されたから。

　ああでも、たった一人だけど、信じられる相手は居たわね。

　私をここまで導いてくれた、あなただけ。〝彼〟ではなく、〝あなた〟だけは……

　再び会場の隅に視線を向け、その姿を一いち瞥べつする。安心したような笑みを浮かべ、踵きびすを返し去って行く黒服の後ろ姿が見えた。

「さてさて、ついに決着でーすっ！　おめでとーございます、二にノの瀬せ未来さん！　これにて『ラビリンス』全ゲーム終了です！　お疲れ様でしたー！」

　こうして、私の、

　私たちのデスゲーム『ラビリンス』は幕を閉じたのだった。





◇






　俺が担当するプレイヤー──二ノ瀬未来が勝利を収めた瞬間を会場で見届けた後、運営控室に向かうべく廊下を歩いていた。

　先程の最終ゲームでは、どうやら俺の仕込みが上手うまく嵌はまったようだった。その甲か斐いあってか、少しばかり進む足取りが軽い。ククク、やってやったぜ。

「犬いぬ飼かいせんぱーい！　おっつかれさまでーすっ！」

　道中、そんな明るい声が廊下に反響するのだった。

「ああ、卯う野の原はらか」

　ぱたぱたと小走りに寄ってきて、ぴょんと身体からだを弾ませながら、俺に元気な挨拶をかましてくるバニーガール姿の女の子。豊かに育ったおっぱいの揺れ具合がえげつねぇ。

　露出度の高いバニースーツでそれは反則だろ。サイズはＥカップ……いやＦはあるだろうか。高校二年生の標準よりもかなり大きい。まあ、標準サイズがどれくらいとかは知らねぇけど。

[image: ]

　そんな彼女の名前は卯野原月つき。バニーだから卯の字がつくと覚えてほしい。

　ディーラーの仕事を終えて来たのだろう。俺と同じく会場から控室に戻る途中のようだ。

「また犬飼先輩が担当したプレイヤーが勝ち残りましたね！　すごいですっ！」

　小動物のような低身長と可か愛わいらしい瞳で俺を見上げる卯野原。

　ちなみに歳としは俺と同じだが、ここで働いている身としては俺の方が先なので先輩と呼ばれている。なので、そういうプレイに見えなくもない。

「ふっ。まあ、俺の実力があれば造作もないことだな」

「そうですよねっ！　どうせ運良く強いプレイヤーの担当になっただけだなんて私は思ってませんよっ！」

「いや思ってんじゃねぇか」

「あはは、冗談ですよー」

　肩口まで伸びた焦げ茶色の髪を揺らし、明るく笑う卯野原。ついでに巨乳もぶるんぶるん揺れる。

　まあいい。そのおっぱいに免じて今回は許してやろう。たぶん次回も同じ理由で許すんだろうな。そんな気がするわ。

　と、そんな無駄話を暫しばらく続けていると、運営控室が見えてきた。

　軽くノックしてからドアを開けるが、中には誰も居ない。他の運営委員たちは、まだ会場の後処理でもしているのだろう。

　そのまま俺たちは殺風景な控室に入り、適当な椅子に腰かける。

　すると、雑談の続きとばかりに、卯野原が俺の隣に座って言葉を続けた。

「そういえば、さっき廊下で『また犬飼のプレイヤーに負けただとぉ!?　クソッ、もう俺は四連敗じゃないか！　何なんだあいつの強運はぁ!?』って、相手プレイヤーの担当さんが嘆いてました。自分の担当するプレイヤーが勝とうが負けようが、担当運営の生死には無関係なのに、何であんなに競い合いたがるんでしょうね？」

　デスゲームあるある。

　運営同士が自分の担当グループやプレイヤーで競い始める。

「そりゃ、運営にランク制度があるせいだろ。こういうことで勝ち負けを決めて、少しでも点数稼いでおきたいんだよ」

「ふーん、なるほどです。私は出世欲とか無いので、どーでもいいですけどね。でもまあ、ちょっとした醍だい醐ご味みというか、私たち側のミニゲーム的な感覚なのは分かります。ある程度は自分で担当するプレイヤーが選べるのも、その為ためでしょうし」

「ふっふっふ。まあ、つまり俺にはプレイヤー選びの才能があったというわけだな。もし就職するならプロデューサーとかスカウトマンになるとしよう」

「えー、先輩には無理ですよ。せいぜいマスコミとか葬儀屋とか詐欺師とかじゃないですか？」

「お前はどうしても俺に、他人の不幸で飯を食わせたいみたいだな。というか、そもそも詐欺師は職業じゃねぇ」

「えー、実質公務員みたいなものじゃないですか。いずれ税金で生活できますし！」

「それ捕まってねぇか!?　完全に逮捕された後の話だよな!?」

　確かに税金で暮らしてはいるけど、それは真っ当な生活じゃないよね。

　というか、卯野原の俺に対するイメージが酷ひど過ぎるだろ。

　もっと他に何かなかったのかよ……

「まあでも、プレイヤー選びだって制限はありますし、それでもって運ではないとするなら、イカサマとか不正とか小細工とかです？」

　こてんと首を傾かしげる卯野原。

「ぜんぶ同じ意味だろ……つーか、そこまで俺のことを疑ってんのか？」

「いえいえ、疑ってなんていませんってば！　確信しているので！」

　お、おう。既に確信だったか……やはり卯野原の俺に対するイメージが悪すぎると思うんだが。いや、あながち間違っちゃいないんだけど。

「ったく、こいつは……人を信じられなくなったら、人間お終しまいだぞ？」

「デスゲームの運営とは思えないセリフですね。あははっ」

　いったい何が面白いのか、卯野原は軽快な調子で笑ってみせたのだった。

　と、まあ。

　ここまでの流れで察してくれていると思うが、俺──犬飼与よ一いちはどこにでもいる平凡なデスゲーム運営委員の一人である。

　意味が分からない？　では、イメージしやすいように説明しよう。

　例えば、サングラスにスーツ姿でcongratulation!と称賛の手を叩たたいたり、奇妙な仮面にスーツ姿でゲームの解説とかリアクションとかをしてくれたりする、あの人たちのことである。

　それでもイメージが湧かない場合は、適当にその手の作品を読んでみてほしい。デスゲーム系なら異能力バトルでも脱出ゲーム系でも何でもいい。黒幕のゲームマスターさえ存在すれば、どんな作品でもだいたい扱いは同じだから大丈夫だ。

「それにしても、未来さんの相手プレイヤーさんも惜しかったですよね。私的には、このまま二連覇で生存確定かと思っていました。やっぱり、リピーターは強いですし！」

「まあ、残念ながら、俺の手腕によってその予想は外れたみたいだけどな。にしても、デスゲームって何で必ず二回目以降の経験者が居るんだろうな」

「さあ？　何故なぜでしょうね？」

　デスゲームあるある。

　だいたいリピーターっぽいやつが居る。

　デスゲームでは運営側だけじゃなく、プレイヤー側の扱いだってどこも似たようなものらしい。定番ネタだな。

「さてと、そろそろ俺は行くわ。プレイヤー担当運営として、最後の仕事があるからな」

「ああ、日常へのお見送りですね」

「そういうことだ。んじゃ、ちょっと行ってくる」

「はいはーいっ」

　胸の前で小さく両手を振る卯野原。

　そんな彼女を横目に見て、俺は必要書類を手に取ってから、足早に控室を後にした。

　……この迷宮は、亡もう者じゃと悪意の巣そう窟くつだ。

　やっぱり、あまり長居はしたくない。復ふく讐しゅう者という自分の立場としても、な。





◇






　無機質な照明の当たる廊下を歩いていると、壁に背を預けて立つ彼女の姿があった。

「やっと来た。待ちくたびれたわよ、与一くん」

　ムスッと不機嫌さを顔に出し、ジト目で腕を組みながら俺を見やる少女。

　名前を二ノ瀬未来という。

　今回のゲームで俺が担当していたプレイヤーだ。

　艶のある長い黒髪、上品な雰囲気を感じさせる整った顔立ち、少しばかり強気そうで真まっ直すぐな瞳、黒を基調とした美しいドレス姿と優雅な佇たたずまい。……ああ、ちなみにこのドレスは運営側からのレンタルだったりする。

　普段は彼女の魅力を根こそぎ台無しにするような、クソだせぇダボダボ芋ジャージがスタンダードなのだが、さすがにデスゲーム最終章としては格好が付かないので着替えてもらっていた。ギャラリーも居たわけだし。

　それと以前、何故オーバーサイズのジャージを着ているのか問うたところ、身体が成長して着られなくなると金がかかるから、だそうだ。

　あまりの貧しさに、ついつい胸がキュッとなった瞬間だったよね。でもまあ、もう二度とそんな思いはしなくて済むだろう。手にした賞金で幸せになってくれ。

「悪いな、未来。ちょっと同僚と無駄話をしてて」

「そんな暇があるなら、さっさと私に会いに来なさいよね。まったく……」

　未来の睨にらみつけがさらに鋭くなる。俺の防御が一段階下がった気がした。

「まあそれはいいとして。ゲームクリアおめでとう、未来」

「あ、ありがと……。その、与一くんには感謝しているわ。あなたのお陰で勝てたようなものだし」

「そっか。なら良かったよ」

　と、そこで初めて未来の表情が和らいだように見えた。

　極度の緊張から解放された安あん堵どって感じか。まあ、俺としても嬉うれしい限りである。

「んんーっ。これで、やっと私も自由の身ね」

「そうだな。親の負債もゲームの賞金でチャラ。借金取りから逃げる日々もおしまい。本当にこれからは、自由な生活を送れるはずだ」

「あまりに自由過ぎて、逆に何をしたらいいのか分からなくなるわね……」

　ちょっと考え込むような素振りを見せる未来。

　人は自由になり過ぎると、行き先すら決められなくなるのかもしれない。

　だからこそ、というわけではないのだが、俺はいつも通り、生還したプレイヤーへ例の話を持ち掛けることにした。

「その今後のことに関してなんだが……。実はこれから暫くの間、未来の生活も『ラビリンス』運営側が管理することになってるんだよな。機密保持とかアフターケアとか、そんな感じで」

　片手に持つ丸めた書類に視線を向けながら、俺はそのことを伝える。

「ふーん。ま、どうにも胡う散さん臭くさい話ね……」

　すると、未来は訝いぶかしげな視線で俺を見やるが、まあ文句は言えないか。『ラビリンス』の連中はそれだけのことをプレイヤーに強いてきたわけだし。

「当然、未来が疑う気持ちも分かるが、本当に普通の学園に通ってもらうだけだから、そこは安心してほしい。しかも、特典として今なら卒業するまではタダで三食宿付き学費免除だ。ああ、ちなみに通ってもらう学校は『私立迷宮学園』ってところだな」

「何その名前……ネーミングセンスからして、まったく信用できないわね……」

　ジト目の未来。

　しかし、ネーミングセンスの悪さは俺も同意するところだったので何も突っ込めない。

　──『私立迷宮学園』。

　デスゲーム運営団体『ラビリンス』グループが管理している関連施設の一つである。

『ラビリンス』グループは、表向きには様々な事業展開をしている一般的にも名の知れた巨大企業だ。

　しかし、裏では日本経済を操れるほどの莫ばく大だいな資金を持った闇カジノを運営。

　この国の色んな決定権を握っているとかで、『ラビリンス』が機能停止に陥れば日本経済もついでに傾く。

　と、そんなパワーバランスなので国家権力も介入できないわけだ。

　……まあ、この辺もフィクションのデスゲームにありがちな設定だな。

　タチの悪いことに、それが実在してしまっていると考えてもらえば分かりやすいか。

「それでも、学園の実情は本当に普通の学校だ。偏差値も五〇くらいで、授業内容も一般的。まさに平々凡々だ」

「むぅ。与一くん、もしかして意地悪してる？　知っていると思うけど、私、中卒なのよ？　高校に入るお金も無かったし、今どきスマホも持ってないし……。そんな私が高校で生活出来ると思っているの？」

　なるほど、そうか……そう言った面での心配もあるわけだな……

　その発想は無かった。が、それも気にするほどのことじゃねぇな。

「まあ、その辺も心配すんな。『ラビリンス』側でも生活のフォローはするし、問題が出ないように手回しもしてくれるはずだから」

「どうでしょうね。命がけのデスゲームをさせてくるような『ラビリンス』グループのことなんて、信じていいものかどうか」

「信用が無いのは仕方ねぇけど、これもマジの話だ。実際、俺も通っているから、そこは保証できるぞ」

「でも、たとえ与一くんが通っていたとしても……え、与一くんも通っているの!?　ほ、本当に？　ねえ、本当なの？」

　疑いの眼まな差ざしが一変。興きょう味み津しん々しんといった様子で俺の顔を覗のぞき込む未来。

　よく分からんが、すげぇ食いついてきたな。これはもしかして、もう一押しすればいけるやつなのでは……？

「お、おう。デスゲーム的なカリキュラムも無ければ、運営育成学校というわけでもないし、殆ほとんどの生徒だって一般受験から入学してるし。至って普通の学園だぞ」

「そこはどうでもいいのよ！　与一くんの学年は？　も、もし編入するなら私と同じクラスだったりするのかしら？」

　前のめりになって捲まくし立てる未来さん。何だか食いつき方が逆に何か怖いです……

「えっと、俺の学年は二年だから、歳としは未来と同じだな。希望するなら、同じクラスにねじ込むこともできると思うけど……」

　俺のランクは低いとはいえ、『ラビリンス』運営の職権を乱用すれば、それくらい何とかなるはずだ。まあ、知らんけど。無理だったらその時に考えよう。うむ。

　俺が答えると、未来は「そう……」と呟つぶやき、少し考えるような素振りを見せてきた。

　そして、俺を一いち瞥べつすると少し悪戯いたずらっぽい表情で、

「ふふ、だったら私も学園に通ってみるわ。実のところ、普通の学校生活にも興味はあったから。それに、与一くんも私をサポートしてくれるのでしょう？」

　未来はそんなことを言ってみせたのだった。

　まあ、未来が学園へ編入してきたら、生活に慣れるまでサポートするのは当然のことだ。

　たとえ運営の仕事はサボったり手を抜いたりしたとしても、そっちの方はしっかりと責任を持って行動する。

「ああ。当然、俺自身も未来のサポートはさせてもらうつもりだ。だから心配すんな」

　未来に不安を与えないよう、俺は力強く答えてやった。まあ、これで違うクラスだったら笑えねぇけどな。そのときはそのときってことで。

「じゃ、じゃあ、決まりね。与一くん……」

　少しばかり俯うつむき、照れたような表情で言う未来。なんだよ、ちょっと可か愛わいい反応しやがって……

「ああ、そうだな。これからもよろしく、未来」

「よ、よろしく、ね」

　俺が右手を差し出すと、未来も遠慮気味に自身の右手を持ち上げる。

　今はまだ、おっかなびっくりだけど。

　でも、差し出されたその手は、彼女の名前通りの先へ伸びているように見えて。

　だから、俺は彼女の為ためにその手を取った。

　こうして、一人の少女の人生逆転ゲームは無事に終幕を迎えるのだった。

　これから先、きっと未来はこの輝かしい世界で、精一杯生きるのだろう。




「与一くん。私、これからの学園生活でも、きっと生き残ってみせるから……！」




　未来は力強く言って、真っ直ぐに俺のことを見つめ──

　いや待て。何か表現がおかしかったような……？

　ま、まあ気のせいか。きっと詩的な表現ってやつだろう。

　コホン。では、それっぽい締めの語りを続けるとするか。

　えーっとぉ……よし。

　──暗い過去を塗りつぶすくらい、これから先の未来は自由に色づいてほしい。

　俺はそう願わずにはいられなかった。

「必ず楽しい学園生活にしような！」

　俺が言うと、未来は小さく微ほほ笑えんで頷うなずきを返したのだった。

　……っと、こんなところか。

　デスゲームの最終章っぽいことも終わったし、ちょっとラブコメチックなエピローグもやったし、これにて完結だな。

　いやぁー、終わった終わった。今回も疲れたなぁー。

　先生の次回作にご期待くださいってことで。
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一章　ここからが俺たちのエピローグ







　季節は春。

　出会いの季節といっても、もうすぐ五月に入ろうとしているので、桜も散り始めている今日この頃。

　今日は未み来らいの、記念すべき編入初日でもある。

　しかし、ホームルームの自己紹介タイムで、その事件は起こった……




「二にノの瀬せ未来です。初めまして。さっそくだけれど、あなたたちと馴なれ合う気は一切無いわ。私を利用できるとは思わないことね。以上」




　教壇の上に立つ無ぶ愛あい想そうな女の子。

　真新しい制服を身に纏まとい、蔑むような視線と高圧的な口調で未来は言い放った。

　そして、静まり返る教室。

　啞あ然ぜんとするクラスメイトと担任。

　そんな光景を、俺は教室後方の自席から眺めていた。絶句しながら。

　いやいやいや、つーか待て！

　てっきり完結したものだと思ってたのに、まだ続いてるじゃねぇか！　確かに『あとがき』にしてはページ数が多いとは思っていたけど……

　いやそんなことはどうでもいい。それより、この状況は何なんだ？

　編入初日の自己紹介で、いきなり他人拒否の喧けん嘩か腰ごしとか、未来はどうしちゃったの？　昨今のヤンキーマンガでも見ないクソ展開だぞ……？

　と、そこでホームルーム終了を告げるチャイムが鳴り響く。

　誰もが言葉を無くしていたせいで、時が止まっていたのかと錯覚したが、そんなことはなかった様子。

　編入生と聞いてあれだけハイテンションだったクラスメイトも、今はお通つ夜やのレベルで物静かだった。

「はっ……!?　え、えっと、二ノ瀬さんの席は犬いぬ飼かいの隣ね。そ、それじゃ、みんな仲良くするように！」

　茫ぼう然ぜんとしていた我らの新任教師は、それだけ言い残して逃げるように教室を去って行きやがった。

　待て。この状況で生徒を置き去りにするんじゃねぇ。

　ど、どうするんだ、この状況……

　というか、何で未来は不機嫌なの？　編入初日から、いきなり気に障さわることでもあったのだろうか？　正直、あんまり関わりたくねぇ雰囲気だ。

　とはいえ、このまま放置するわけにもいかないだろうし……

「ね、ねえ！　二ノ瀬さんって、どこから来たのー？」

「あー、ずるい！　私も交ぜてよー！」

「俺も俺も！　彼氏は居ますか!?」

　お、おや？

　見ると、空気が読める優しいクラスメイトたちが、気を利きかせて話しかけはじめているじゃないか。

　へへ、なんだよ。良いいやつらだな、こいつら。

「さっきの話を聞いていなかったの？　馴れ合う気は無い、と言ったはずよ。二度と声を掛けないで」

　テメェなんてこと言うんだ！　せっかくの厚意を無下にしやがって！

　せっかく今、普通の編入生ポジションに修正されかけてたのに！

　そして、キツイ言葉で場を凍らせた未来は、そのまま何故なぜか廊下の方へ。

「行くわよ、与よ一いちくん」

　うん、待て。こんな空気の中で俺の名前を呼ばないでほしいんだが？

「お、おい！　未来！」

　しかし、無視するわけにもいかないので、仕方なく追いかける俺。

　教室を出る際、「なあ、何で犬飼が呼ばれたんだ？」「もしかして、彼氏なんじゃ……？」「そんな！　俺も犬飼のこと好きだったのに！」という男子の声が俺に突き刺さるが、あまり気にしないでおこう。……いや何か最後のやつだけおかしくなかったか？

　凄すごく引っ掛かる何かを聞いてしまった気がするが、とりあえず今は未来を優先することにした。あと、真意を確かめるのも怖かったし。
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「おい、未来！　急にどうしたんだよ？」

　廊下を足早に進んでいく未来に声を掛ける。

　すると、未来はその長い黒髪を揺らしながら身体からだを反転させて振り返った。

「ま、ここまで来れば安全かしら。ふぅ、危ないところだったわね、与一くん」

「危ないのはお前の言動だよ。いったい、どうしたって言うんだ？」

　俺が問うと、未来は辺りをキョロキョロ見渡して、謎の警戒態勢を見せ始める。

　そして、「ここなら他に誰も居ないわね……」と小さく呟き、説明を続けた。

「与一くん。教室で警戒を強めるなんて当然のことでしょう？　相手はあの初対面の人間なのよ？」

〝あの〟って何だよ。有名人みたいに言うな。人類だいたいは初対面の相手だわ。

「で？　その初対面の相手がどうかしたのか……？」

「今はまだ、どうもしていないわ。でも、必ずその時はやってくる……。隙を見せれば殺されるわ！　与一くんだって分かっているでしょ！」

　と、捲し立てるように話す未来。

　なるほど。まったく分からん。

　とりあえず、未来は何かに怯おびえて異常な警戒をしているということだけは分かった。

　しかし、何に対して怯えているのか、まったく見当がつかない次第だ。

「あー、もしかして編入初日で緊張してるのか？　あはは、未来にも意外と可愛いところがあるんだな」

「その甘い考えが命の危険に繫つながるのよ。与一くん、決して気を抜かないで……！」

　冗談めかすでもなく、真剣な眼まな差ざしで俺を見やる未来。

　って、

「いやいや、お前はいったい何と戦ってるんだよ。だいたい、日常生活でそんな命を脅おびやかされることなんて……」

「まだ分からないの？　だったら、説明してあげるわ」

　そして、未来は次のような言葉を続けたのだった。




「もし、あの場でデスゲームが始まったら、真っ先に殺されるのは信頼度の低い私でしょ？　当然、もう誰一人として他人を信じられないわ」




　…………はい？

　デスゲーム……？　今、デスゲーム……って、言ったのか……？

　あ、ああ、そういうことね。こいつ、まだ『ラビリンス』のことを警戒しているのか。

　きっと、そうに違いない。まったく、やれやれだ。

「そう簡単にデスゲームなんて始まらねぇよ。あと、学園ではなるべく、『ラビリンス』関連の話は伏せておいてくれよな。まあ、ここなら人が居ないから構わないけど」
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「それは分かっているわ。……でも、何故かゲーム内容に詳しいミステリアス美少女編入生なんて定番で怪しい存在よね。困ったわ……」

　勝手に困らないでくれ。

　あと、自分でミステリアス美少女とか言うな。

「いやいや。あのな、前にも言っただろ？　『ラビリンス』は終わったんだ。これからは普通の日常に戻るんだよ。突然デスゲームが始まったりしないから安心しろって」

　まあ、あれだけのことがあったのだ。

　ここまで疑心暗鬼になるのも仕方ない気はするけどな。

「何を言っているの、与一くん。デスゲームが親切に予告されて始まるわけないじゃない。それはデスゲーム運営という立場の与一くんが一番よく分かっているはずよ？」

「いや、確かにその通りなんだけど！」

　って、めんどくせぇなおい！　言っていることは、至極その通りなんだけど！

　駄目だこいつ……早くなんとかしないと……

「私が拒絶しているのに、その直後に話しかけてきた相手なんて特に危険だわ。初めに話しかけてきた相手は、性格が豹ひょう変へんする偽善者タイプね。絶対に死ぬと決まっているわ。あと、あの男子は狂人化タイプかしら。日頃の不満が爆発して、快楽殺人者と化す危険な存在ね。絶対に殺されるに決まっているわ」

　落ち着け。お前の視界では、学園生活がどう見えているんだ。

　しかも、唐突にデスゲームのあるあるネタを言い出したぞ……。ついでに、どっちも最終的に死んでるし。

「はぁ……何か誤解があるようだが、マジでデスゲームは始まらないからな。運営である俺が断言するけど、学園デスゲーム編が始まる情報は一切無い。だから安心して学園生活を送ってほしい」

「……というフラグなのでしょう？　ふふっ、そんなことお見通しよ」

「だから違うんだって!?」

　未来の疑心暗鬼が暴走して、良からぬ方向に全力疾走してやがる……！

　話が全然通じねぇぞ。どうなってるんだ……？

「ま、一度デスゲームを生き残っている私と、その道のプロである与一くんが手を組めば、どんなデスゲームだって生還できるわ。そういう意味では、二人で仮初めの平穏を過ごすのも悪くは無いわね」

「俺の言った普通の日常が凄く曲解されてるんだけど!?」

　この会話はどこへ向かっているのだろうか。

　ちょっと……。いや、めっちゃ心配である。誰か助けて。

「まあでも、与一くんの言う一般的な日常に憧れがあるのもまた事実ね……。そう考えてみても、やっぱり与一くんのサポートは必須かしら。あなたなら信頼は出来るし、私の学園生活をサポートしてくれる約束だったし、何も不都合は無いわ」

　俺には不都合あるんだよなぁ！

　それに、サポートってそういう意味じゃねぇから！

　こっちからすれば、学園は気を抜いて生活できる唯一の場所なんだ。ここに居るときくらいデスゲームのことを忘れさせてくれよ……

「あのな、未来。『ラビリンス』が終わった時に約束したサポートって、そういう意味で言ったんじゃなくて──」

「あ、予鈴ね。早く戻らないと、遅刻になっちゃうわ。行くわよ、与一くん。この学園生活も、絶対に二人で生き残りましょうね」

「って、おーい!?　未来!?」

　俺の手を引っ張り、来た道を戻る未来。いや、それより俺の話を聞いてくれよ！

　手を引かれた俺は、少しつんのめりながらも、未来の後ろ姿を追わされた。

　あー……、何だか嫌な予感しかしねぇなぁ。今のところ不安要素しかないんだが。

　これから先、いったいどうなることやら……

　こうして、未来の編入初日挨拶は最悪の展開を迎えて終わったのだった。
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　それからというもの、未来の暴走は続いた。

　では、その光景をご覧いただこう。




　──授業中。

　編入生の定番イベントの如ごとく、俺の隣の席になった未来が声を掛けてきた。

「与一くん。私、まだ教科書を持っていないの。一緒に見せてくれる？」

「あー、そうか。おう、いいぞ」

「ふふ、ありがと」

　編入初日で、まだ未来の手元には教科書が届いていなかったようだ。

　だが、教科書を見せるとなると、当然だが机が離れていると不都合なわけで。

　未来は机を俺側に寄せてぴったりくっつけてきた。……なんか、打って変わって普通の編入生っぽいイベントだな。

　そして、俺の教科書を覗のぞき込む未来だったが、その普通とは違った女子との距離感に少しドギマギしてしまう俺。何かこう、凄いラブコメ感だ……

　ホームルームが終わった直後の不安はどこへやら。まあ、常にあんな風になられると困るし、圧倒的にこの方がいいんだけどね。

「そうですね。この問題の答えを……二ノ瀬さん、分かりますか？」

　チョークで黒板を指し示す男性教師。

　いきなり編入初日の未来を指名するとは、なんて下衆げすな。とんだ鬼畜野郎だ……

「──ッ！　ついに、来たわね……！」

　ピクリと肩を上げる未来。その面持ちは、やはり緊張の様相を呈していた。

　しかし編入初日とはいえ、現代文であれば知識の差はそれ程開かないだろう。

　それに、この程度の問題であれば、未来だって回答を出せるはずだ。知らんけど。

「まあ、そんなに緊張するなよ。リラックスして答えればいい」

「そ、そうよね……」

　俺が小声で応援すると、未来は少しだけ和らいだ表情で黒板を見つめる。

『問い。この試合で負けた男の心情を述べよ』

　登場人物の心情を問われている一般的な問題だな。

　仮に答えが分からなくても、それっぽいことを言っておけばいいだけだし、まあ無用な心配だろう。

「……相手が油断したところを刺し殺してやる、でしょうか」

　はい、ダメでしたっと。クソッ！

　まあ薄々、そんな気はしてたけどさ！　何か妙なフラグの流れあったもんな！

「ええと、うん。ちょっと物騒な回答だね。不正解」

「ちっ。どうやら轢ひき殺す方だったみたいね」

「殺し方の問題じゃないよ!?　ちょっと落ち着いてね!?」

　いきなりの超変化球で狼狽うろたえる男性教師。分かる。分かるぞ、その気持ち。

「でも、この男だって自分が助かるのであれば、どんな卑劣な手段を使ってでも生きようとするはずです」

「これスポーツだから!?　命のやり取りとかじゃないから！　ほら、フェアプレイの精神とかあるでしょう！」

「そ、そんな！　この男がそんな甘い考えでデスゲームに挑んでいたなんて……。見損なったわ」

　それはお前の心境であって、登場人物の心境ではない。

　教科書に自分の価値観を押し付けんな。

「くっ。でも、不正解は不正解よね。罰ゲームは受けましょう……。せめて、眼球ではなく鼓膜の方でいいでしょうか？」

　と、芯を伸ばしたシャーペンを自分の耳に突き立てる未来。

「って、待てぇいっ!?　早まるんじゃねぇ未来！　問題の答えを間違えただけで、そんな重いペナルティは発生しねぇから！　しかも、どっかで見たことあるやつ！」

「いいえ、これくらいは甘んじて受けないと、この先のゲームで生き残るなんて不可能よ」

「だから何と戦ってるんだお前はッ!?」

　隣で狂った自傷行為を画策する未来の腕を摑つかみ、急いで止やめさせる俺。

　あっぶねぇな……。こいつ、思考回路がぶっ壊れてやがるぞ……

「そ、そんな無理矢理に腕を摑まなくても……。ああ、そういうことね。分かったわ。私の身体からだは与一くんの好きにしていいから。それが罰ゲームというのでしょう？　どんな性的な乱暴をされても文句は言えないわ」

「次はどんな誤解してやがんだ!?」

「デスゲームで無理矢理されちゃう展開はよく見るわよね」

「よく見るけど、それは今関係ねぇだろ!?」

　これ以上、余計なことを言うんじゃねぇ。周りの視線が痛すぎる。

「ど、どんな特殊プレイを要求されても、与一くんが相手なら頑張るわ……！　た、たとえ、授業中であろうと……ッ！」

「だからなぁ!?」

　やめろぉ!?　もうこれ以上、何も余計な言葉を発するんじゃねぇ！　皆みんなからドン引きされてるだろーが！

「授業、続けていいかな……？」

　男性教師の小さな訴えが虚こ空くうに消えていった。




　──昼休み。

　俺は未来を連れて学食まで来ていた。

　購買でパンなどを買う生徒も居るが、一般的には学食を利用する生徒の方が多い。

　かく言う俺もそうだ。単純に購買の飯の方が不味まずいという理由である。

　しかし、だからといって、特別学食の飯が美味うまいわけでもない。

　安い、早い、まあまあ美味くない。きっと、どこの学校でも同じことだろう。

「こ、これが噂うわさに聞く学食というものなのね。人が多すぎて不快だわ……」

「まあ、混んではいるが、これでも今は少ない方だと思うぞ」

　昼休み直後のスタートダッシュのタイミングは敢あえて外したので、食券販売機に列は出来ていなかった。

　席の数に余裕があるわけでもないが、まったく座れないという程でもない。ちょうど良いいタイミングで到着したと言えるんじゃないだろうか。

「これだけ人数が多いと、バトルロイヤル形式かしら。半分以上は序盤で軽々しく殺されそうね」

「いちいち変な考察すんな。いいから食券買いに行くぞ」

　人混みで殺意が湧くのも分からんでもないが、この程度の日常で殺伐としていたら身が持たねぇっての。

　とにかく、早いところ食券を買ってしまおう。これ以上、遅くなると空いている席がなくなっちまうしな。

　ということで、食券販売機まで移動する俺と未来。

　俺は普段通りに唐揚げ定食を選択して食券を取ったのだが、それはそれとして……

「くっ……」

　ところで、目の前の未来さんはどうして食券機の前で苦く悶もんの表情を浮かべているのだろうか。不思議だ。

「どうした、未来？　使い方が分からねぇのか？」

「それくらい分かるわよ。お金を入れてボタンを押すだけでしょ？」

「まあ、その通りだけど」

　それはさすがに分かっていたか。

　んじゃ、何でさっきから固まっているのだろう？　どうせロクでもない理由なんだろうけど。

「でも、これは難題ね。毒が盛られている判断基準がつかないわ……。何かの暗号が隠されているタイプかしら……？」

　ほらな、やっぱり。

「毒なんて入ってる訳ねぇだろーが。普通の学食だぞ！」

「考えが甘いわね。デスゲームだったら、食べ物には最大限の警戒をするべきよ。死のロシアンルーレットだったらどうするの？」

「だから！　これは！　デスゲームじゃねぇんだって！」

　食券を選ぶことにまで命を賭けようとしないでくれ。つーか、そのネタしつけぇなおい。

　結局、俺が説得して未来は無難にＡ定食を注文したのだった。

　食券を交換してもらい、適当な席に腰掛ける俺と未来。

　しかし、未来はパートのおばちゃんから渡された定食を訝いぶかしそうに睨にらみつけていやがる。

　ったく。こいつ、まだ疑ってんのかよ……。学食のおばちゃんを殺さつ戮りく兵器か何かだと勘違いしてねぇか？　もしそうだったら、何かの兵器っぽく、Genocide-BBAババア-OBA3オバサンと名付けようと思う。

「与一くん。はい、あーん」

「……」

　俺の口元におかずを寄せてくる未来。

「あーん」

「これは何のつもりだ？」

「毒見」

「だから疑うなってば!?　つーか、俺で安全の判断をするんじゃねぇ!?」

「えいっ」

　未来の箸が俺の口の中へ。

　こいつ強行してきやがったぞ……あ、思ったより美味いな、これ。学食のくせに。

「大丈夫そうね」

「仮に大丈夫じゃなかったら、どうする気だったんだよ……」

　何故なぜだろう。俺の知っている『あーん』イベントと違うのは。傍はたから見ればラブコメなのに、動機が毒見って……

「あの、隣いいですか？」

「ん、ああ、どうぞ」

　俺が返事をすると、どこぞの女子生徒が空いていた隣の席に腰掛ける。

　周囲をざっと見渡すと、学食も本格的な混み合いを見せ始めていたのだった。

「ちっ」

　これ見よがしに舌打ちをする未来。その喧けん嘩か腰ごしもやめろってーの。

「せっかく、私と与一くんの二人きりだったのに……」

「学食なんだから仕方ねぇだろ」

「むぅ。他人が居ると、安心してご飯を食べられないわ」

　未来は不満顔で頰を膨らませた。人見知り……、とは違うよなぁ、これ。

　もしかしたら、未来は人間不信的な一面が強いのかもしれない。

　でも、何か別の違和感があるような……？　なんかこう、得体のしれない、もっと特殊で、おどろおどろしい何かが。




　──放課後。

「ねえ、二ノ瀬さん。学園のこと、まだ何も知らないでしょ？　私が案内してあげるよ！」

「必要ないわ。それじゃ」

「あ、うん……」

　ホームルームも終わり、いよいよ学園生活の一日も終わろうとしている頃。

　まあ、未来の態度は変わらなかったよね。

　よく分からんが、デスゲームの亡霊にでも取りつかれているのかもしれない。祈き禱とう師しとか陰おん陽みょう師じとかの出番か？　どこに電話すればお祓はらいを頼めるのだろう。

「与一くん。私、学園のことをまだ何も知らないの。良ければ案内してくれるかしら？」

「ついさっき、同じ提案をしてくれた女子が居ただろーが」

　帰りの準備を整え、俺の席の前に立つ未来。

　早く行きましょうとばかりに机をぽんぽんと叩たたかれる。急にテンション高たけぇなおい。

「でも、あれだけ拒否しているのに、まだ話しかけてくるなんて、余程の悪党よね。もしデスゲームで出会っていたら、かなり厄介な相手だったわ」

「めちゃくちゃ善人だわ。むしろ、よくいじめられねぇな」

　これだけ態度が悪ければ、普通は嫌がらせの一つでもされるんじゃないだろうか？

　俺のクラスメイトたちは、どんだけ良いやつらなんだよ。ちょっと感動したわ。

「さて、無駄話はその辺にして、そろそろ行くわよ。学校周りの場所に関しても案内してもらいたいし、どれだけ時間があっても足りないわ」

　意気揚々と教室の出口へ向かって歩き出す未来。

　やはり先程とは打って変わって機嫌が良さそうだった。

「はぁ……」

　あー、なんか疲れたな。

　結局、未来は始終デスゲーム、デスゲームと言ってばかりだし。いったい、どうしてしまったのだろう？

　なんというか、明らかに精神状態がおかしい気がする。

　普通じゃないのはそうなんだけど、何か理由があるような気がしてならない。

　いや、理屈を求めるものじゃないのかもしれないけど。

「与一くん、早く早く」

「へいへい」

　とりあえず、寮へ帰ってから上層部側に聞いてみるか。

　ダメ元だけど、何もしないよりはマシだろう……

　それだけ決めて、俺はバッグを持ってから未来の後を追いかけた。





◇






　その後、寮の自分の部屋に帰った俺は、パソコンを起動して『ラビリンス』チャットルームへアクセスする。

　寮といっても、ここは学園寮などではなく、『ラビリンス』第二支部運営寮である。

　まあ、建物としては外装も内装も一般的なマンションだ。

　特に規定など無い為ため、内装は自由に変えられるが、俺は面倒なのであんまり弄いじっていないな。

　カップ麵のゴミとか運営用のスーツやネクタイなどが散乱しているが、まあ一人暮らしだから誰に文句を言われるわけでもない。好き勝手に使わせてもらっている。

「ん、ちょうど呼び出しか」

　誰に話しかけるでもなく呟つぶやく俺。

　パソコン画面には、『ラビリンス』上層部の御老害……じゃなかった。御老体からのお呼び出し連絡が表示されていた。

　いつもの業務連絡だろう。まったく暇なやつらだ。ロクに働きもしないくせに金だけもらいやがって。

　とまあ、それはいいとして。とりあえず、俺はウェブカメラをオンにして、通話を開始することにした。

『先日のゲーム以来だな。犬飼』

　画面に映し出されているのは、組織の中でも上位にあるとされている男の影。

　顔はおろか、本名や識別名すら俺は知らない。

　現在も画面の向こう側は暗い闇に隠れており、男のシルエットが薄うっすらと見えているだけだった。

『ラビリンス』の運営にはランク制度がある。

　ＦランクからＡランク。そして、限られた者だけが到達できるＳランク。

　このランク分けは、どれだけデスゲームに精通しているか、どれだけ組織に貢献をしてきたか、どれだけの知略や思考力を持つかで分類されている……らしい。

　とりわけＳランクになると、組織内で大きな決定権を託されたりもして、かなり特別な待遇となるわけだ。

　おそらく、この男の素性を知っているのは、Ａランク以上の者だけだろう。風の噂うわさでそんなことを聞いたことがある。

　なので当然、Ｅランクに上がったばかりの俺が、名前など知るはずもない。まあ、こいつの素性とか、こっちはこれっぽっちも興味ねぇんだけど。

「ご無沙汰しております。ちょうどいいタイミングの呼び出しでした。実は、こっちも聞きたいことがありまして。二ノ瀬未来のことなんですが──」

『貴様の話は後だ。まず、私の要件を聞いてもらおう』

　俺の言葉を遮り、強い口調で話す男。

　まあいいか。寂しい老人の戯たわ言ごとでも聞いてやろう。

「分かりました。で、話とは何でしょうか？」

『──まず、貴様にはゲームに不正介入した疑いが掛かっている』

　厳しい口調で男は言った。

　ゲームへの不正介入、か。

　通常、運営側はプレイヤーたちのゲームに介入することを禁止されている。

　当然といえば当然だ。

　そもそもデスゲームとは、知っての通り性根の腐った金持ち共の見世物であり娯楽であることが多い。『ラビリンス』も例外ではない。

　そのギャラリーたちが喜ぶのは、プレイヤーたちの裏切りであったり騙だまし合いなど。

　つまり、人間の闇の部分だ。

　安全圏から特別な力を使って無双するプレイヤーなど、彼らにとっては退屈な茶番でしかない。

　故に、運営側が介入した不公平なゲームなど、客から求められていないのだ。

「俺がゲームに不正介入？　まったく身に覚えがないのですが、何か証拠でもあるんでしょうか？」

『まず、前回の最終ゲームで使われていたトランプには、マーキングの跡が発見された。裏にしたままでも、表の数字が分かるような細工が施されているようだった』

「なるほど、それで？」

『不審に思った部下が調べたところ、その前のゲームで使用されたダイスやコインにも細工がしてあることが発覚した。さらに、備品倉庫の鍵にも持ち出された形跡があり、監視カメラも一定時間フリーズしていたことも分かっている』

「へえ。でも、その事件と俺には何の関係もないですよね？」

　俺が問うと、男は間髪入れずに言葉を続ける。

『犬飼。貴様が担当していたプレイヤーは全員が生還しているらしいじゃないか。これはただの偶然かね？』

「まあ、偶然じゃないですかね。もう一度聞きますが、俺が犯人であるという証拠でもあるのでしょうか？」

『そんなものはない』

　男はまったく悪びれる様子もなく断言した。

『証拠を残すような間抜けが、この迷宮の番人など任されるはずがないだろう。故に、疑わしきは罰する。だから、貴様は罪人なのだ』

「それは横暴じゃないですかね」

　なんて、俺は減らず口を叩いてみせたが、この男の言っていることはすべて正しい。

　ああ、そうだ。

　確かに俺は今までゲームに不正介入を続け、自分が担当していたプレイヤーを救済し続けてきた。

　それが、せめてもの償いに繫つながると信じているから。

　でも、だからそれが何だって言うんだ。バレなきゃイカサマじゃねぇ。有名な言葉じゃないか。

　プレイヤーがイカサマをしたとしても、運営側はそれが明るみに出るまでは放置する。

　それは、俺にだって適応されるはず。つまり、これはただの脅しだ。

『貴様は本来、断罪される立場にある。だが、疑いでとどまっていることも確かだ。そこで、犬飼にはあるゲームに挑戦してもらうことが上層部会で決まった』

「ゲーム？」

　不正の放置はできないが恩情処置くらいはしてやる、という意味だろうか……？

　いや、ただゲームをするだけじゃ、組織は何も得をしないはず。そんな都合の良いい話があるとは考えにくい。

　だったら、俺に何をさせようって言うんだ……？

　俺が疑問に思っていると、男は補足するように説明を続けた。

『ゲームのルールを説明する前に、前提を話すところから始めよう。前回の最終ゲームの男を覚えているか？』

「ええ、もちろん覚えてますけど」

　未来とは協力関係にあったが、ゲームの終盤、最後の最後で未来を裏切ったプレイヤーのことだな。

『彼は前々回のデスゲームでも生き残った生還者──つまり、リピーターだ』

「あー、何故なぜか必ず居ますよね。二度目以降の参加者って」

　デスゲームあるある。

　どこのデスゲーム界かい隈わいでも、ほぼ必ずリピーターが存在する。……って、これと同じくだりは既に一回やったか。

『そのリピーターという存在が厄介なのだ。リピーターの居るゲームは見ていて面白くない、という苦情がお客様から寄せられている。しかし、リピーターの参加を禁止するような勝手なルール改定を行使することも不可能。何か対策が出来ないかと、以前から部下に探らせていた経緯がある』

「へえ、そうでしたか」

　まあ、確かに不思議な現象ではあるよな。

　莫ばく大だいな額の金を手に入れたはずの人間が、再び命の危険があるデスゲームに戻ろうとするなんて。

　しかも、それがどこのデスゲーム業界でもあるときた。常識で考えたら、ありえない行動だろう。

『そして先日、ついに部下から報告が上がってきた。デスゲームの生き残りが、何故デスゲームに戻ってくるのか。その理由が明らかになった』

「マジか」

　そもそも、それって理屈を求めるようなものじゃないだろ。

　なんかこう、メタ的なことを言うと、都合上出てくる連中だろ。知らんけど。

『報告によると、デスゲームに生き残った者は、とある病に侵されてしまうことが発覚した。我々はその病の名前を〝デスゲ脳〟と、名付けることにした』

　うん？

「……えっと、すみません。何て言いました？」

『〝デスゲ脳〟だ』

　お、おう。聞き間違いじゃなかったみたいだな。

「で、デスゲ脳、ね……。いちおう確認ですけど、デスゲーム脳を略して〝デスゲ脳〟なんですよね……？」

『ああ、そうだ。それくらいニュアンスで伝わるだろう？』

「で、ですよね……」

　いや、伝わるけどさ！　いくら何でも、そのまんま過ぎるだろ!?

　迷宮学園のときも思ったけど、ネーミングが安直なんだよなぁ……。まあ、どうでもいいけど……

『この〝デスゲ脳〟には様々な症状がある。多くの裏切りを経験してきたが故に、極度の人間不信に陥る。日常の様々なものでデスゲームを思い出してしまい、事あるごとにデスゲームと関連付けたがる。そして、表社会に順応できず、死に場所を求めてデスゲームに戻ってくる。これが〝デスゲ脳〟だ。思い当たる節もあるだろう？』

　そんな急に思い当たる節とか言われても……いやあるな。あったわ。めっちゃ思い当たる人物が居たわ。

「も、もしかして、未来のあの言動って──」

『そう、その通りだ。二ノ瀬未来は、〝デスゲ脳〟患者の中でも、かなり重症な部類と言えるだろう。彼女を放置しておけば、必ずデスゲームに戻ってきてしまう。そこで、リピーター化を防ぎ、組織へ貢献することが出来れば、貴様への処罰は無しとすることが決まったわけだ』

　何故だろう、とんでもないことを言われている気がするのは。

　ゲームへの不正介入という大罪を負った俺にとって、これは都合の良い展開だということは分かる。分かるのだが……、でもなぁ。

「お言葉ですが、そういう心のケアみたいなことは、専門のカウンセラーとかに任せた方が確実なんじゃないですかね。まあ、デスゲ脳の専門とか知らないですけど」

『それが出来れば、とっくに行動している。しかし、今の二ノ瀬未来は誰も信頼などしない。だが、貴様は例外だ。これは、〝デスゲ脳〟の症状が進行する前から信頼を得られている貴様にしか出来ないことなのだ』

　なるほど、時系列の問題か。まあ、言葉の上でだけなら、理屈は理解した。

　だけど……

「で、俺は具体的に、未来をどうすればいいんですか？」

　ゲームをしろと言われても、今のところはゲーム要素が見当たらない。

　きっと、また別の〝何か〟があるのだろう。

『貴様には〝友情人じん狼ろう〟というゲームに挑んでもらう』

〝友情人狼〟……？

『〝デスゲ脳〟を克服するためには、要するに表社会で居場所を与えてやればいい。つまり、たった一人でも信頼できる〝友達〟を作ってやればいい、ということだ』

「未来に友達を作らせるゲームか……」

　でも、今の状態で未来に友達とか、既にだいぶハードルが高いんですけど。

『その通りだ。だが、そのままでは面白くない。〝人狼〟──つまりは裏切り者をこちらで用意させてもらった』

「裏切り者？」

『迷宮学園には、友達になってはいけない〝人狼〟が一匹だけ潜んでいる。〝人狼〟と友達になってしまったらゲームオーバーだ』

　そういうことか。確かに、それならゲームらしいルールだな。要するに、これは優しい救済ゲームではないと。

「まあ、どうせ俺に拒否権は無いんだし、やりますけどね。そのゲーム」

『当然だ。期限は編入初日──つまり今日から一週間。それまでに、二ノ瀬未来に友達を作れなかったり、最終的に〝人狼〟と友達になってしまった場合は貴様の負けとなる。しかし、見事にゲームをクリアすれば、貴様の不正介入の件は不問として、さらにＤランクへの昇格を認めてやる。どうだ、悪い話ではないだろう？』

「え？　昇格ですか？」

　なん、だと……

　てっきり降格処分とかの一方通行なペナルティかと思っていたけど、昇格のチャンスまで用意されているのか。……うん。怪しすぎるだろ。

『組織としては、能力のある高ランク運営が増えるのは喜ばしいことだ。それに、クリア報酬が出れば、その方が貴様もやる気が出るだろう？』

「そりゃどーも。で、俺がゲームに敗北した場合はどうなるんです？」

『ククク、抜かりないな。敗北によるペナルティは、まだ決まってはいない。が、重い処分は下るだろうな。負けた後の処遇は、査問委員会の決定次第だ。場合によっては、デスゲームの敗者たちと同じ末路を辿たどってもらうこともあり得るだろう』

　ほら、やっぱりな。思った通りだ。

　この組織の連中が、飴あめばかり与えるわけがない。報酬と処分の釣り合いが取れているのかも怪しいところだ。でも、きっと不利な条件なのだろうという想像は容易に出来る。

「はぁ、やりたくねーなぁ……」

『貴様の意思など関係ない。では、健闘を祈る』

　直後、パソコンの画面が暗転する。

　ちっ、言いたいことだけ言って、勝手に通信切りやがって。

　にしても……

「未来に、友達ねぇ」

　俺が今まで目にしてきた、どんなゲームよりも簡単そうに聞こえるが、どうしても無理ゲーに思えて仕方がない。

　今日一日、未来の様子を見て来たが、あまりにも無謀な気がしてならなかった。

　このゲーム、本当にクリアできるのかよ……
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　その後、詳細な追加ルールがメールで送られてきた。

　ざっくり要約するとこんな感じだ。




　〝友情人狼〟ゲーム

・ゲーム内容

　──ゲーム終了を迎えるまでに、二ノ瀬未来に学園内の友達を作らせること。ただし、最終的に上層部側の用意した〝人狼〟と友達になってはいけない。〝人狼〟は一匹のみとする。

・期限

　──今日を含めた、七日後の一七時。その時点での交友関係のみをゲーム担当ジャッジが判断する。

・ゲーム終了処理

　──ゲーム終了時点で、学園内に友達と判断できる存在が居るか、またその正体が〝人狼〟ではないかをジャッジが公平に判定する。ただし、それはゲーム終了を迎えた時点での判断となり、友達を作る過程やタイムリミット後の状況は考慮しないものとする。

・勝利条件

　──タイムリミットを迎えた時点で、〝人狼〟以外の友達を一人以上作っていること。

・敗北条件

　──タイムリミットを迎えた時点で、〝人狼〟と友達になっている。もしくは、友達と呼べる相手が誰も居ない。また、ゲームの延期は考慮されていない為ため、何らかの要因により二ノ瀬未来のゲーム続行が不可能とジャッジに判断された場合も敗北とする。




　……と、こんな感じだな。

　そのメールを読んだ俺は部屋のベッドで寝転がり、改めて思考を巡らせる。

　そもそも、人狼ゲームとは。

　要するに人間の村に紛れ込み、人の振りをしている〝人狼〟を見つけ出す推理ゲームだ。

　そして、今回俺が挑むのは〝友情人狼〟というゲーム。

　つまり、〝人狼〟は人に擬態するのではなく、友達に擬態するということ。

　本来の人狼ゲームには、〝人狼〟を炙あぶり出す為の様々な役職が存在するのだが、俺が挑む〝友情人狼〟には、そんな都合の良いい役職は存在しないらしい。全員が能力無しの村人だ。

　しかし、人狼ゲームよりも村人側にとって有利に働くルールもある。

　それは、わざわざ〝人狼〟を見つけ出す必要は無い、という点だ。

　ただ、未来に友達を作るだけ。その相手が〝人狼〟でなければゲームクリア。俺の勝ちだ。

　だが、〝人狼〟の正体を探さず完全に放置すれば、デメリットも生まれる。

　それが最後の一文、『何らかの要因により二ノ瀬未来のゲーム続行が不可能とジャッジに判断された場合も敗北とする』というルールだ。

　これは〝人狼〟側による、何らかの盤外戦術のような妨害行為を黙認してのことだろう。

　何をしてくるかは分からないが、〝人狼〟を自由に行動させて生まれるメリットは無い。常に監視の目は光らせておくに限る。

「でもなぁ……」

　とはいえ正直なところ、〝人狼〟による妨害が無かったとしても、俺の勝ち目は薄い。

　何故なぜなら、未来の人間不信は〝デスゲ脳〟という謎の病にまで重症化しているからだ。あいつが素直に他人を受け入れるはずがないんだよなぁ。

　つーか、ジャッジはどうやって友達を定義づけて判断するんだろうな。まあ、それが『友達を作る過程やタイムリミット後の状況は考慮しない』に繫つながるんだろうけど。判断材料を限定することで、曖昧な条件を判定しやすくする狙いなのだろう。

「うーん。これ、やっぱ無理ゲーじゃね……？」

　なんて、思わず呟つぶやく俺。

　状況を整理してみて改めてゲームの難易度に文句を言いたくなった。

　だがッ！

　俺はこのゲームで負けるわけにはいかねぇんだ！　俺は何としてでもＳランク運営に成り上がる！　むしろ、これをチャンスだと思うことにしよう。

　などと考えていると、不意にドアをノックする音が部屋に響いてきた。

「んんー？」

　ちょっと面倒だなと思いつつ、ベッドから身体からだを起こして立ち上がり、そのままドアの方へ歩いていく。

　寮まで俺を訪ねてくる相手なんて、せいぜい卯う野の原はらくらいだ。

　どうせまた、平日だけど徹夜でゲームしようとかそんなところだろう。

　俺は今、別のゲームで忙しいから今日はパスだな。

「わりぃけど、今日は忙しいからまた今度に……って、あれ？　み、未来？」

　ドアを開けると、そこには卯野原ではなく未来の姿が。

　しかも、かなり大きめの段ボール箱を抱えている。何故だろう？

「こんばんは。じゃ、お邪魔するわね」

　入り口で啞あ然ぜんとしている俺を避よけて、勝手に部屋に上がり込みやがる二ノ瀬さんちの未来ちゃん。

「って、ちょい待て！　何ナチュラルに俺の部屋に上がり込んでんだ！」

「？　当然でしょ、今日から私もここに住むんだから」

　……？？？

　住む？　ここに？

　はて、住むとはいったいどういうことだろうか……？

「うわ、汚い。与一くん、散らかり過ぎよ。まずは掃除からね」

　しかも、俺のサンクチュアリに文句まで言ってきやがった。

「いやいやいや!?　未来が住む寮は別に用意しているはずだぞ!?」

「ああ、そのことね。でも、考えてみてほしいの。突如デスゲームが始まったとして、最も安全なのは与一くんの隣でしょ？　だから、ここに住むことに決めたわ」

　でででで出たなデスゲ脳!?

　というか、その理屈に俺の意思が介入されていないのは、おかしくないですかね!?

「そんな勝手なことを急に言われてもだな……」

「でも、寮の管理人さんに事情を説明したら了承してくれたわ」

「だから俺が了承してないんだが!?」

　おい！　どいつもこいつも勝手なことばっか言いやがって！

　つーか、未来はホントにここに住むのか？　住み着くのか？

　色々エロエロな問題がある気がするが、そこまで考慮しての行動なんだろうな!?

「はぁ。脱ぎ散らかした服はともかく、このカップ麵の残骸は酷ひどいわね……。与一くん、まともな食事はしているの？」

「だいたいスーパーの総菜か冷凍食品とカップ麵だけど」

「デスゲーム以前に死にそうな生活をしているのね……。まあ、ここに居させてもらうわけだし、料理くらいは私がしてあげるわ」

　おいおい、マジでここに住む気らしいな。

　でも、少なくとも俺の食生活は改善されそうだ。

　ならいいか。

　……いや、どうだろうな……？
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　それから。

「夕食、出来たわよ。カップ麵よりはマシだと思うけれど、あまり期待しないでね」

「お、おお……？」

　台所から未来が姿を現す。すげぇ、制服エプロンだ。み、未来が俺だけの為に……

　ところで、これって料金とか発生するサービスなんだろうか。まあ、出せと言われたら出すけど。

「よ、与一くん……？　そんなにじっと見ないでほしいわ……。それに、注目してもらいたいのは、こっちなのだけれど」

「っと、そうだったな」

　いかんいかん、危うく騙だまされるところだった。まずは、しれっとこいつが俺んちで料理をしていることに突っ込むべきだった。もう手遅れだけどな。

　そんな俺に構うことなく、照れたような表情の未来がテーブルに料理を広げる。

　目の前には湯気の立つ出来立てのおかず。豚肉の生姜しょうが焼きと野菜炒いため。ご飯は時間と炊飯器性能の都合上、レンジでチンだったが、それでも俺にとっては家庭的な食卓だった。

　未来が対面に置かれたクッションに座る。

「召し上がれ」

「い、いただきます」

　住んでしまったことはともかく、済んでしまったことは仕方ない。据え膳食わぬは男の恥と言うしな。……言葉の用途が合っているような、そうでもないような気がする。

　箸を持ち、未来が作った生姜焼きを口に運ぶ俺。

　まあ、落ち着け。見た目に惑わされるな。これでメシマズだったら、追い出してやる。

　そんな気持ちを込めて咀そ嚼しゃくしていたのだが……

「うっま」

　うそだろ……。まさか、この部屋の中で普通の食事が出来るなんて。

　俺が出来ることなんて、お湯を沸かすこととレンジでチンすることくらいだ。料理というよりは加工法という方が正しい。

「うちは貧乏だったから、両親はずっと深夜まで働き詰めだったのよ。だから家事だけは自分でやっていたの。その名残ね」

「そっか。それで、こんな家庭的なことが出来たのか……」

　次いで野菜炒めを口に運ぶ。うっま。

　プロ級とまではいかないのだが、それでも結婚相手には困らないくらいの料理なんじゃないだろうか。過程はどうであれ、家庭的な女の子は素晴らしいと再確認した次第。

「どう？　お気に召してくれたかしら？」

「お、おう。めっちゃ美味いなこれ。見た目もすげぇし……。家庭の味は久しぶりだったから、こういう飯はありがてぇ限りだ」

「そ、そう……。そんなにベタ褒めしてくれるとは思わなかったから、少し驚いてしまったわ。ふふ、サバイバル系デスゲームが始まったら、私が食事当番をしてあげるわね」

「ああ、そんなの始まらねぇから心配しなくていいぞ」

　照れ隠しなのかデスゲ脳なのか……まあ、どっちもか。

　何にせよ深く考えずに、今は食事を楽しませてもらおう。デスゲ脳については後で悩めばいい。

「食べ終わったら、食器は台所に置いておいて。私が洗っておくから」

「いや、それくらいは俺が……」

「普段、家事なんてしないんでしょ？　洗い物を任せるのすら不安だわ」

「皿なんていつも二、三枚くらいしか割らねぇから大丈夫だっつーの」

「ふふ、分かったわ。今後二度と台所に入らないでちょうだい」

　おかしいな。俺んちのはずなのに、俺が出禁になってるなんて。

　既に我が家の主導権が握られていやがる……

　恐ろしい侵略者だ。
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　んで、一時間ほどが経過。

「さて、次は掃除ね。今日中に生活可能な環境にまで整えるわよ」

「俺は生活してたんだけどなぁ……」

「何を言っているの？　そこらの犬小屋の方がまだ綺き麗れいよ？」

「そこまでじゃねぇだろ……たぶん……」

　冗談だとは思いつつ、不安になってしまうくらいには小汚い自覚はある。

　これも良いい機会だし、こうなったら久しぶりに掃除くらいしてやるか。

　ということで、二人で協力してさっさと済ませてしまおうという運びになった。

　……もう完全に未来が住み着く流れになってるな。もはや、今さら出て行けとは言いづらいレベルで。

「私は雑巾で拭くから、与一くんは掃除機ね」

「了解」

　とりあえず散乱していたゴミ類は袋に詰め込んでしまったので、あとは細かなところを綺麗にしていくだけか。

　本当は食事の前に綺麗にしておきたかったと未来は言っていたのだが、時間的に終わるか微妙だったので、先にそっちを済ませてしまったらしい。

　とにかく、一日で進められるだけの掃除をしてしまおうということになったわけだ。

　掃除機のスイッチを入れると、ブォォォオオオオオという古めかしい音が部屋中に響き渡った。うるせぇ。

「与一く──、私の──、──に、気を付け──」

　未来が何か言っているが、掃除機の音で全然聞こえねぇ……

　まあいいか。適当に頷うなずいておこう。

　さてと、さっさと終わらせてゆっくり身体からだを休めるとしようかね。今後のことも色々と考えないといけねぇし……

　俺が掃除機で床の埃ほこりを吸い取り、その後を未来が雑巾で拭いていく。

　こうして効率化することで、何とか今日中に終わらせたいと未来は言っていた。

　っと、まだ埃が残ってるな。さっき掃除機をかけたはずだけど、意外としぶとく残ってしまうものらしい。

　俺は床を拭いている未来の横を通って、落ちていた埃を吸い取りに──行こうとして足が止まった。

　掃除機の先が引っ張られるような感覚。同時に、何かを詰まらせたような音が。

　やべ、何か吸い込んじまったな。

　と、そう思って俺が掃除機の先端を見ると、そこには未来のスカートの裾が巻き込まれており……

　まあ、当然のことだけど、スカートが掃除機に巻き込まれたら、下着は丸見えになるよね。白か。やっちまったぜ。

「その……、すまん……」

「〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜ッ!?」

　わなわなと震え、頰を紅潮させる未来。

　ちっ、違うんです未来さん。これは事故なんです。まあ、たとえ事故でも悪いのは一〇〇パーセント俺なんですけどね。本当に申し訳ございませんでした。

「与一くん！　さっき、スカート吸わないように気を付けてって言ったわよね!?」

　未来は目じりに涙を浮かべ、キッと俺を睨にらみつけた。

　さっきのあれ、そういう警告だったのね。聞こえてるフリしちゃったけど……

「マジでごめんなさい。俺の不注意でした。反省しています」

「与一くんは風ふ呂ろ掃除！　この部屋には入らないこと！　いいわね！」

「は、はい……」

　まーた俺の部屋で俺が出禁になっちまったか……
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　さらに時は流れ、夜も更ふけてきた頃。

「お風呂、先に頂いたわよ」

「ああ……」

　いつものダサジャージ姿の未来が、濡ぬれた髪にタオルをあてながら言ってきた。

　この瞬間だけは、どんな服装でも女の子は色っぽく見えるようだ。

「しっかり綺麗になっていたから、いちおう許してあげる」

「あざっす！」

　ぷいっと視線を外す未来に、俺は九〇度に腰を曲げたお辞儀で感謝を示す。

　ふぅ、丹精込めて本気で掃除をした甲か斐いがあったな。とりあえず助かったか。

　でも、ここまで来るともう追い出せない状況だよね。
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　また暫しばらく時間が経過。

　風呂も上がって、いよいよ寝るだけである。そう、寝るだけである……

「布ふ団とん、予備があったのね」

「未来が風呂に入っている間に、隣の空き部屋から頂戴してきた」

　それはこのまま借りパクするつもりだ。

「私は二人で同じベッドでも良かったのだけれど」

「それはマズい。色んな意味で」

　触れづらいポイントは曖昧に誤魔化すとして、そろそろマジで寝るべきなのだろう。

　明日も普通に学校があるわけだし……

「じゃ、私は布団の方で寝るから」

「ベッドじゃなくていいのか？　べつに気なんて使わなくていいんだぞ？」

「実家では布団だったから、ベッドって寝づらいのよね。だから、私は布団で」

「そうか。分かった。んじゃ、電気消すぞ」

「ええ、お願い」

　俺のベッドの隣。床に敷いた布団で寝転がる未来が返事をした。

　俺は部屋の照明を消して、ベッドに潜り込む。ちょっとそわそわしながら。

　それにしても、本当に未来が住み着くんだな……

　何度目か分からないが、その事実が脳内で暴れ回る。ね、寝れる気がしねぇ……。さっきから心臓もバクバクいってやがる。四〇秒もあれば心臓麻ま痺ひで死にそうな気分だ。デスノートにでも書かれたか……？

　ま、まあ、きっと俺だけじゃなくて、未来も多少なり緊張して寝付けないんじゃないだろうか。

　そう思い、俺はベッドから未来の眠る布団を横目で見下ろした。

「すぅ……、すぅ……」

　ば、バカな……。こいつ、もう寝てやがるだと……？

　よくもまあ男の部屋で、こうも安心して眠れるもんだなぁ。編入初日で疲れが溜たまっていたってこともあるんだろうけど……

　と、とりあえず、信頼されているという認識でいよう。そして、俺もその信頼に応えているだけだ。決してヘタレ野郎というわけじゃない。そういうことだ。

　……それにしても、こいつってデスゲームが絡からまなければ普通の女の子なんだよな。

　普通に料理して、掃除して、風呂入って。

　その過程には何の異常性も窺うかがえなかった。偶たまにデスゲ脳的な発言はあったが。

　それでも、ただベタなラブコメのワンシーンみたいな日常の延長戦が続いていただけだったな。それも、どこか懐なつかしいような。

「……与一、くん……、すぅ……」

　不意に名前を呼ばれる俺。

　ね、寝言、か……？

　首を倒し、未来の顔を見つめるが、やはり起きている感じはしない。

　あの他人を疑う時の鋭い眼光が見られないからだろうか、その寝顔はより一層可か愛わいらしいものに見えてくる。

　やっぱり何か、懐かしく感じるんだよな。この感じ、以前にもどこかで……？

「厘りん……」

　まったく意識してない声が出た。

　瞬間。それを自覚して、全身から冷や汗が出るのを感じた。

　そして忘れもしない、あの時の光景がフラッシュバックする。

　白しら崎さき厘。

　彼女が立っていたはずの場所から、大きく周囲に飛び跳ねる鮮血。

　届かなかった手が、赤く染まる感覚。

　唯一、俺にだけは心を開いてくれて……、そして俺もあいつだけが心の拠より所だった。

　でも、あいつにはもう会えない。あの笑顔は、もう二度と見ることが出来ない。

　……いや、やめよう。

　これ以上あの記憶を思い出しても、良いことなんて何も無い。

　償いと、復ふく讐しゅうと。

　ただ俺はそれだけを考えていけばいいんだ。

　俺はＳランクに上がる。そうすれば、俺の目的は達成されるのだから。

　だからまずは、〝友情人狼〟をクリアしてＤランクへ昇格する。

　その手立てに思考回路を充あてるのだ。

　それに、よく考えたら〝友情人狼〟クリアもそんなに難しいことじゃないのかもしれない。

　まあ、物は考えようだ。

　反則技のようにも思えるが、そんなん俺の知ったことじゃない。

　さーて。明日になったら、友達候補のあいつに声を掛けてみるとするか。

　あいつを上手うまく使えば、この無理ゲーもヌルゲーと化すことだろう。

　これで〝友情人狼〟もイージーモードへ突入だな。










二章　ヤンデレは図書室に







「あ、お断りしますねっ」

「バカな!?」

　昼休み。

　早めに食事を終えた俺は、未み来らいを連れて別クラスの教室へと入っていた。

　そして、余りにも無慈悲な言葉が俺に突き刺さったのだった。

　その言葉の主は、卯う野の原はら月つき。

　もちろん、ここはデスゲーム会場ではないのでバニーガールのコスプレなどしていない。

　胸の膨らみによって大きく起伏したワンピース型の制服を着込み、いつも通りの明るい口調で話を続ける卯野原。

「犬いぬ飼かい先輩の事情は私も上層部から聞いていますっ！　ですが、その事情を知っている私が友達候補になるのは面白みに欠けますし、何より私が個人的に犬飼先輩のゲームを見てみたいという理由もありますっ！」

「んなもん見てどうするんだよ……」

「えー、気になるじゃないですかー。私は犬飼先輩が一目置かれている理由を知りたいんです。なので、ゴメンなさいですっ！」

　くそっ。以前のデスゲームで、俺の実力がどうのこうのと余計なことを口走ったのが不味まずかったか。変に興味を持たれてしまったぞ……！

〝友情人じん狼ろう〟の件をすべて説明できる卯野原を、未来の友達にすれば楽勝だと踏んでいたのだが、そう簡単にはいかないらしかった。ちっ、俺のヌルゲー化計画が……

「与よ一いちくん、ちょっと聞きたいことがあるのだけれど」

「ダメだ」

「さっきから、その子と何の話をしているのかしら？」

「気にするな」

　未来には事情を説明できないので、黙秘権を行使させてもらうことにする。

　そんなあからさまに不機嫌顔で俺を睨んでも無駄だ。

〝友情人狼〟のことを知られたら、ますますデスゲ脳が悪化しかねないしな。

「お久しぶりですね、未来さん。改めて、『ラビリンス』生還おめでとうございますっ！」

「どうも。あなたもこの学園に通っていたのね」

「はい！　犬飼先輩とは違うクラスですが、学年は同じですっ！」

　俺は普段から先輩と呼ばれているので、周囲からはそういうプレイなのだと思われているとかなんとか。

「まあ、卯野原を頼れないのなら長居は無用か。まだ早いけど、教室に戻るぞ」

「ええー、もう行っちゃうんですか？　もっと私とお話ししましょうよー」

「昨日は寝付きが悪くてな。ハイテンション卯野原と会話するだけの体力がねぇんだ」

「あー。そういえば、一緒に徹夜でゲームした翌日って、私のところに来てくれませんよね。あれ、そういう意味だったんですかー？」

「まあな。徹夜の翌日は図書室でサボるに限る。昼寝にはうってつけの場所だ」

　閑散としていて静かだし、図書室の先生はやる気ねぇから見回りに来ないし。

　サボりスポットとしては優秀極まりない。

「図書室、ですか……。そういえば、葵あおいさんなら犬飼先輩の助けになってくれるんじゃないですかね？」

「ん、それって……？」

「いえ、葵さんに限った話ではなく、他の生還者の方々も頼ってみてはどうですか？　少なからず未来さんとは似た感性を持っていることでしょうし」

　なるほど。確かに卯野原の言う通りか。

　同じ境遇を味わった間柄であれば、自然と親しくなれるかもしれない。

　つまり、デスゲーム生還者には、同じデスゲーム生還者をぶつけるということだ。

「よし、その案は採用させてもらおう。ありがとな、卯野原」

「いえいえ。こんなアドバイスしか出来ませんが、犬飼先輩の役に立てたなら何よりですっ！」

「ということで、行くぞ未来。図書室まで案内してやろう」

　俺は未来の腕を摑つかんで、教室の出口へ向かって歩き出した。

「何だか嫌な予感しかしないわね……」

「お二人とも、行ってらっしゃいませー！」

　卯野原に見送られつつ、俺は未来を連れて図書室へと向かっていった。





◇






　俺が図書室に入ると、そこはいつも通りに人が少なく、空席だらけのテーブルと壁を覆いつくす本棚が視界に広がっていた。

　しかし、そんな閑散とした空間でも、まったく人が居ないわけじゃない。

　窓まど際ぎわの列の中央で、優雅にページを捲めくる文学少女が物語の世界を泳いでいた。

　後ろに未来の気配を感じながら、俺はその席に近づく。

　すると、声を掛ける前に彼女が俺に気づき、声を漏らした。

「あ……、犬飼くん」

「よう、葵」

　青あお坂さか葵。

　高校二年生にしては低めの背丈に、優しく眠そうな瞳。セミロングの髪に水色のヘアピンが良く似合っている。

　もともと物静かで内気な性格だった彼女だが、他人との触れ合いを求めてデスゲームへ参加してしまったという過去がある。

　そんなことでデスゲームに？　と思うかもしれないが……、まあその辺は置いておこう。

　最近は葵のアレも鳴りを潜めていることだし。

「犬飼くん、来てくれたんですね。えへへ、とっても嬉うれしいです。隣へどうぞ」

　隣の席の椅子を引いて、座るように促してくる葵。

　とっても気が利きく良い子だった。未来の友達としての素質ありだな。

「ふふ、今日はすっごく幸せな一日になりそうです。犬飼くんが私に会いに来てくれるだなんて」

「大げさだな」

「もう、大げさなんかじゃないですよ。私、とてもとても幸せです」

　にへら、と蕩とろけるような笑顔を向けてくる葵だった。

　そんな表情を向けられながら、俺は葵の隣に腰掛ける。

「あ、未来はこっちに座れよ」

「ええ、そうさせてもらうわ」

　葵とは逆側。俺の左の席に座るよう、未来に促す。

「…………犬飼くん、そっちの人は？」

　すると、葵が俺に笑顔のまま問うた。

　でも何故なぜだろう。

　殺気を感じるような気がしないでもない。いや気のせいだな。そうに違いない。

「昨日、俺のクラスに編入してきたばかりの二にノの瀬せ未来だ。実はまだこっちに友達が居なくてな。良ければ仲良くしてやってほしいと思って連れてきたんだ」

「ちょ、ちょっと与一くん!?　何を勝手に余計なことを……!?　私には与一くんが居れば、それで十分よ！」

「まあまあ。いいだろ、別にこれくらい」

「良くないわ！　彼女が本当に信頼できるかどうかなんて分からないのよ!?　いつ私が殺やられるか分かったもんじゃないわ……」

「ははは。んなわけねぇだろ。なあ、葵」

　と、葵に声を掛ける俺。

　当然デスゲームの件は敢あえて伏せておく。未来のデスゲ脳が悪化すると困るからな。

「は────？　いま、その女……、犬飼くんを下の名前で……！　しかも、さりげなくイチャイチャして、あまつさえアプローチまで……!?」

「…………葵、さん？」

　えっとぉ、不思議だなぁ。

　薄うっすらと感じていた殺気が、今ははっきりと感じられるぞ？

　心なしか葵の目からハイライトが消えているようにも見える。

　こ、これはもしや、葵のアレが再発してしまったというのか……!?

「犬飼くんにこの女は必要無いですよ。だって私が居ますから。私の方が犬飼くんのことを想おもっているのは間違いないです。だって、寝ても覚めても本を読んでいても、ずっとずっと私は犬飼くんのことを考え続けていますから。知っています？　私、普段は恋愛小説しか読まないんですよ。いつも登場人物を犬飼くんに置き換えて、私は犬飼くんと恋をする妄想をするんです。とってもとっても幸せです、えへへ。……で、そこの女は何ですか？　急に現れて与一くんとか下の名前で馴なれ馴れしく。犬飼くんはこんな女が良いいんですか？　違いますよね。ええ、分かっていますよ。犬飼くんは私みたいに一いち途ずなタイプが好きなはずです。この女には愛が足りません。でも、私は違います。犬飼くんが命令するのであれば、私はそこの女も殺せます。さあ犬飼くん、私に遠慮なく命令してください！　その女、苦痛という苦痛を味わわせて殺して差し上げますから！　あはは、あははは!!!!」

「……」

　お、おう……

　やはり暴走してしまったか、葵の〝ヤンデレ〟が……

　しかも、どこから取り出したのか、葵の手元には銀色に光る不穏な道具が。

「ちなみに、これは犬飼くんを私だけのものに出来ちゃう素敵な監禁用アイテム、手錠とチェーンです」

　知りたくなかった情報の解説が入ってしまった。

　手錠と金属チェーンを持ち歩いている女の子など聞いたこともないんだが……？

「まるでデスゲームを利用して恋敵を殺そうとするヤンデレタイプね。最終的に死ぬことが多いかしら」

　デスゲームあるある。

　ヒロインの一人がヤンデレ（またはメンヘラかサイコパス）。比較的生存率が低い。

「な、何故こうなったんだ……。未来の友達になってもらおうとしただけなのに……」

「与一くんが余計なことを考えるからよ」

「くぅ、何も言い返せねぇ……！」

「だから言ったでしょ。私には与一くんだけ居ればいいって」

「あは、勝手にいちゃつくな。ぶっ殺しちゃいますよ？」

「ぉぅ……」

　笑顔のまま殺害予告をする葵。絶句する俺。

「でも、もちろん犬飼くんのことは好きですよ！　大好き！　好き好き好き好き！」

「与一くん、メンヘラ女とドラッグで気持ちよくなれるのは一瞬だけよ。絶対に後悔するのだから、手は出さない方がいいわ。あと、与一くんは渡さないから」

「ふふふふ、夜道には気を付けてくださいね。絶殺です」

　初めて聞く単語だが、おそらく絶対に殺すという意味だろうな。
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　というか、俺を挟んで睨にらみ合わないでほしいんだが。

　しかし、俺が間に入らなければ、それこそデスゲームが始まってしまう。

「えへへ。犬飼くん、好きぃ」

「なッ!?　こ、この淫女……！」

　俺の右腕にぴったりとくっついてくるアロンアルフア……いやアオイアルフア。それを殺気立って睨む未来。

　もともと葵は孤独だったことがきっかけでデスゲームに参加したようなやつだ。

　優しくするやつが居れば、当然依存する。

　んで、俺は俺で自分の担当しているプレイヤーは必ず生還させるという目的があった。

　もちろん、葵を救ったことを後悔などしていないが、その後のことまでを考えて行動するべきだったと反省はしている次第だ。

　もっとも、最近はそのヤンデレも落ち着いてきていたんだけどなぁ……

　でも、少なからず出来ることはやっておくべきか。

「なあ、未来。とりあえず葵と話だけでもしてみないか？」

「嫌に決まっているでしょ。こんな危険人物と関わりたくなんてないわ」

　ド正論が過ぎる返しだ。

　どうにかならないものか……

「でも、与一くんがどうしてもと言うのなら、ゲームをして決めるのはどうかしら？」

「ん、ゲーム？」

　想定外の切り返しに面めん食くらう俺。

　急にゲームを提案されるとは思っていなかっただけに驚いたな。

　もしかすると、これもデスゲ脳の症状の一環なのかもしれない。

　思い返せば、困り事や揉もめ事は何でもかんでもゲームで解決してきた節はあるし……

「私と彼女がゲームをして、勝った方が負けた側に罰ゲームを要求できる。それでどうかしら？　もし私が勝ったら、彼女には二度と人に関われないような罰ゲームを受けてもらうわ」

『私に関われない』ではなく、『人に関われない』という条件から、多少の不穏さを感じるが……。でもまあ、考え方によっては、これはチャンスなのでは？

　昨日のクラスメイトたちのように、取り付く島もないという状況よりは、全然マシと言えるんじゃないだろうか。

　これをきっかけに二人が仲良くなる可能性も無くは無いだろうし。多分だけど。

「でも、私も似たような罰ゲームでいいので、あまりゲームを受けるメリットは感じませんね……」

　おおう。しまった。

　葵も未来とは関わりたくないと思っている側の人間だった。

　お互い相手に関わらないという共通の目的があれば、そもそもゲームの条件が成り立たねぇぞ……

　であるなら、籠ろう絡らくできそうな方を攻めるまで……！

「葵、頼む。未来のゲームを受けてやってくれ」

「うーん」

「今度、スイーツか何かを差し入れに来る。それで手を打たないか？」

「私としてはスイーツより甘いキスとかの方が……」

「もう図書室来ねぇぞ？」

「わ、分かりました。犬飼くんの頼みなら仕方ありませんね。でも、ゲームの内容は私が考える。それが条件です」

　よし、快く受け入れてくれたようだな。よかったよかった。

「助かる。未来もそれでいいよな？」

「ええ、構わないわ」

　よし、これでプレイヤーは卓に揃そろったか。意外と何とかなるもんだな。

　ディーラーは俺が担当するとして、あとはゲームの内容だ。

「葵、どんなゲームにするか案はあるか？」

「えっと、そうですねぇ……少し待っていてください」

　葵は椅子から立ち上がり、図書室全体へ目を向ける。

　そして、本棚に沿ってゆっくりと歩みを進めた。
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「ルールは簡単です。お互いに図書室にある本を一冊だけ選びます。本についている貸し出しカードを参照して、貸し出された回数がより多い本を選んだ方が勝ちです」

　本棚を背にした葵がゲームのルールを説明する。

　なるほど、そう来たか。良い発想だな。

　相手を自分のフィールドで戦わせ、有利な展開を作る。

　ゲームの基本だ。

「まるっきり運うん否ぷ天てん賦ぷというわけでは無さそうね……。いいわ、乗ってあげる。ここがあなたの墓場よ」

「ふふふふ。さて、死ぬのはどちらでしょうね？」

　未来はともかく、葵までデスゲ脳化している気がしないでもない。

　頼むから穏便にゲームをしてくれよ……？

「んじゃ、細かいところは俺が決めよう。本を選ぶ制限時間は一〇分。途中で貸し出しカードを確認するのは無しだ。発覚次第、即失格とする」

「本を選び終わって制限時間が余ってしまったら暇ですし、その間は犬飼くんを椅子に縛り付けて好きにしていい、という追加ルールはどうでしょうか」

「悪くない案ね。採用よ」

「いやよくねぇよ！　変なところで意気投合すんな!?」

　お前らホントは仲いいだろ！

　二人で俺を嵌はめてるだけなんだろ！

「ふふ、冗談ですよ。さあ、闇のゲームを始めましょうか」

「好きな場所で死ねるなんて、あなたは幸福ね」

　やっぱ仲良くしてろ！

　仮初めの友情でもいいから殺し合いだけはやめろ！

「はぁ、まあいい。本選びスタートだ」

　俺が言うと、二人は同時に本棚の方へ歩き出していった。

　さて。とりあえず、あと一〇分は気が休まりそうだな……




「与一くん、選んで来たわよ」

「私もです」

　ほぼ同時に二人が本を持ってきた。

　未来は手のひらサイズの文庫本、葵の方は本を背に隠しているから見えないが……。まあ、だいたいの想像は付く。

「よし。じゃあ、お互いのスコアを確認するか。まずは未来、選んだ本を出してくれ」

「私が選んだのはこれよ」

　そっとテーブルの上に文庫本を載せる未来。

　アニメ映画として一世を風ふう靡びした超有名人気作、『我が名は。』の原作小説だった。

「シンプルに需要の高い本を選んだんだな」

「人気があれば貸し出し回数が多いのは当然でしょ。私も知っているタイトルだったし」

「なるほど。それで、実際の貸し出し回数はどうなんだ？」

　未来は本をひっくり返し、最後のページにある貸し出しカードを確認する。

「二〇回、ね……」

「へー、思ったより少ないんだな」

「人気の本は期限ギリギリまで返却されないので、回転率が低いんですよ。ふふふ、残念でしたね」

　より大勢が借りる前に、先にブームが過ぎ去るのか。それに、長く待つくらいなら購入するという人も居るだろうし。

「で、そう言うあなたは、どうなのかしら？」

「ふふ、私の本はこれです」

「……辞書……？」

　葵が胸に掲げて見せたのは、紛れもなく辞書。

　一見して、よく貸し出されるとは思えない部類の本だが、これこそが葵の狙いだ。

「これは私が提案したゲーム。であるなら、私が必勝になるルールを作るのは当然ですよね？」

「……っ!?」

　葵は辞書から貸し出しカードを抜きだし、未来の前に突き出した。

「五〇回。私の勝ち、ですね？　ふふふ」

「そんな……!?　どうして……」

　驚きょう愕がくする未来。

　まあ、それも当然だろうけどな。だって、

「どうして与一くんの名前がこんなに……というか、何で同じ辞書を五〇回も借りているの……!?」

　貸し出しの回数は多いが、そこに書いてある名前はただ一人、『犬飼与一』のみ。

　つーか、俺も自分で驚いたわ。五〇回も借りてたのか、これ。

「クッションを載せると、高さが枕にちょうど良いいんだよな。授業をサボって寝る際には必ず借りていっているお気に入りだ」

　逆に言うと、去年だけで五〇回も授業をサボっていることになる。

『ラビリンス』運営という特権が無ければ、確実にダブっていたところだ。

　この程度の横暴なら許されるのが、数少ない運営の利点だな。

「くっ。あなた、初めからこれを狙って……！」

「あれれー？　まーさーかー、狡ずるいなんて言いませんよねー？　このルールに了承したのは二ノ瀬さんで、意図を読めなかった無能が悪いんですからー」

「うぐぅ……」

　これ以上ないドヤ顔で、ここぞとばかりに挑発する葵。

　うーむ。この性格の悪さは、紛れもなくデスゲーム生還者だなぁ……

「ではでは、楽しい楽しい罰ゲームタイムですね。自分の罰は自分で決めやがれです。ということで、このダイスを振ってもらいましょう」

　と、葵は黒い六面ダイスを未来に手渡した。

　ぱっと見では分からなかったが、各面には文字が書かれているみたいだ。

「葵、これは？」

「罰ゲームダイスVer葵です。それぞれの面に、罰ゲーム内容が記載されているので、出目に対応する罰を施行してもらいます。例えば、『毒サソリ』『火薬アイスホッケー』『炎の迷路』などなど」

『罰ゲーム』の内容が『闇のゲーム』過ぎてゲームキングなんだけど……

「お前は何でそんなもの用意してるんだよ……。つーか、葵の思考までデスゲーム脳に染まってないか……？」

「何故なぜだか分かりませんが、私の〝灰色のデスゲ脳細胞〟が活性化しているのを感じますね」

　デスゲ脳って灰色なの？　エルキュール・ポアロもびっくりだろうな。

　というか、何で〝デスゲ脳〟って単語が自然に出てくるんだ。もしかして俺が知らないだけで一般用語なのか？　んなわけねぇよな。

「敗者となった以上、罰ゲームを受けないのは許されない行為よね……。いいわ、甘んじて受け入れるわよ」

　未来がダイスをテーブルに投げた。

　まあいいか。あんまり酷ひどい内容なら俺が止めればいいだけのことだしな。

「で、出目は何だったんだ？」

「……〝犬飼くんの前で服を脱ぐ〟」

「何で罰ゲームに俺の固有名詞が!?」

　このダイス、俺を巻き込むのを前提として作られているんだが？

「はっ!?　渡すダイスを間違えました!?　こっちの罰ゲーム用じゃなくて、犬飼くんゲーム用のダイスでした！」

「犬飼くんゲームって何だよ!?」

「犬飼くんとゲームをして、私が受けたい罰ゲームを施行するための出来レースゲームのことです」

　妙な方向にアクセル全開のレースゲームだね。もはや存在が事故ってるんだけど？

「ま、まあ、唐突なエロシーンはデスゲームの定番よね」

「確かによく見るけど！」

　デスゲームあるある。

　急にエロ同人誌のようなお色気シーンが入る。

「本棚の陰なら、他の人に見られないわよね……。そ、それじゃ、ここで脱ぐわ」

「ちょ!?　おい、マジで脱ごうとすんなッ!?」

「そうですよ！　代わりに私が脱ぎますから！」

　代替案が酷い。葵はちょっと黙ってろ。

「な、舐なめないで頂戴。敗者にだってプライドはあるのよ！　デスゲーマーたるもの、罰ゲームから逃げるなんてことがあってはいけないわ！」

　そう宣言して、堂々と（赤面しながら）制服の上着を脱いでワンピースの裾を翻す未来。

　白磁の肌とパステルピンクの下着が露あらわになる。

　ぎゅっと目を閉じ、頰を染め、それでも罰ゲームとして制服から肌を露出するという何とも官能的なシチュエーション。

　そりゃ男子としては嬉うれしいけど……リアルに考えると気まずいよね。だって、ここ学校だし。隣に葵も居るし。

　あとタイミングを逃したけど、デスゲーマーって単語は初めて聞いたな。これは間違いなく一般用語ではないぞ。

「あわわわわ!?　こ、このままじゃ興奮した犬飼くんが狼おおかみに……。狼おおかみ飼かいくんになっちゃいます!?」

「やかましいわ！　いいから未来を止めろ!?」

「わ、分かりました！　とりあえず手錠で拘束しましょう！」

「それはやり過ぎな気もするけど……この際まあいいか。よし、止めるぞ！」

「はい！　ついでにチェーンも巻きますね！」




　それから数分後。




「くっ……」

　そこには半裸の状態で手錠を掛けられ拘束された未来の姿が。

「絵え面づらが余計にデスゲームのエロシーンみたいになりましたね……」

「言うな」

　傍はたから見れば、完全に事件現場だった。

　この時ほど自分の判断ミスを呪ったことはない。

　まあ、部外者に見られてないのは幸いか。

　昼休みの終わりを告げるチャイムが鳴った。図書室ではお静かに。










三章　正直者と募金ボランティア







　さて、昼休みは完全に失敗したが、気を取り直して次の策に出るとしよう。

　なーに、心配せずとも友達候補は葵あおいだけじゃない。

　この迷宮学園には、俺が過去に担当していて生還したプレイヤーたちが他にも居る。

　葵とは気が合わなかった様子だったが、他のプレイヤー──それも特にあいつならばきっと未み来らいとも仲良くしてくれるはずだ。

　ということで、放課後。

　俺は未来を連れて、学園の最も寄より駅前までやって来ていた。

「はぁ、ここも人が多いのね……」

「駅前には商店街もあるからな。この時間だと、学生だけじゃなくて買い物に来た主婦も増える頃合いだ。ほら、そこら中に商店街のゆるキャラステッカーとか貼られてるだろ？」

「あれって商店街のイメージキャラクターだったのね。不気味過ぎて、てっきりデスゲームのマスコットキャラかと思ったわ」

「んなわけねぇだろ。まあ、気持ちは分からんでもないが」

　デスゲームあるある。

　不気味なデザインのマスコットキャラ。ルールに従わないプレイヤーを制裁しがち。

　どうやらこの商店街でも、過去のゆるキャラブームに乗っかってイメージキャラクターを製作したらしい。が、それにしてはデザインが絶妙に不気味で気色悪い。この商店街がデスゲームタウンに見えるのは、たぶんデスゲ脳のせいではないんだろう。

　と、そんな無駄話をしている間にも、俺たちは駅のロータリーに到着。

　すると、

「「「よろしくお願いしまーす!!!!」」」

　などという明るく元気で爽やかな声が響いてきた。うるせぇな。

　そこには白い箱を抱えていたりいなかったりして立っている数人の迷宮学園生の姿が。

　さて、あいつはっと……お、いたいた。

　その中の一人。

　人当たりの良さそうな笑顔に、活発そうな赤毛のショートカット、見ているこっちまで元気になれそうなくらい快活な女子が俺の目を引いた。

「人の善意に付け込んでお金を巻き上げる活動をしているわね。デスゲームだったら悪手じゃないかしら？　感情は簡単に裏返るものでしょ？」

「普通に募金活動と言えっての。それに、緋ひ色いろは純粋な善意でやってるんだよ」

「緋色、さん……？　知り合いなの？」

「あいつは赤あか石いし緋色。俺の友達だ」

　俺が口に出した名前に反応したのか、ルビーのような瞳がこちらを見やる。

　地域住民と楽しげに話をしていた緋色が俺に気づいて小さく手を振ってきた。

　話の相手に一言二言の断りを入れ、ぱたぱたとこちらに駆け寄ってくる。

　相変わらず近所の人たちとの仲は良さそうで何よりだった。マジですげぇ顔が広いんだよなぁ、こいつ。

「おーい！　与よ一いちくーん！　……っとぉ!?」

　躓つまずいて転びそうになり、緋色はそのまま顔面ダイブ。

　ボフッと俺の身体からだに突っ込んできた。それをギリギリでキャッチする俺。あっぶねぇ。

「だ、大丈夫かよ……？」

「あはは、ちょっと失敗。与一くんは大丈夫だった？」

「俺は何ともないけど」

「そっか。よかった！」

　上目遣いで顔を上げ、緋色は照れ臭そうに俺の顔を覗のぞき込んだ。

　ぎゅっと抱き着く形になっても、一切胸が当たらないぺったんこはご愛あい嬌きょうか。

「むっ。ちょっと、いつまで与一くんに引っ付いている気かしら？」

「……え？　あわ!?　ご、ゴメンね、与一くん！」

　驚いてガバッと身体を離す緋色。照れた表情がちょっと可か愛わいいなと思ったり。

「ま、まあ、これくらい気にするなって」

「えっと、嫌だった、かな？」

「別に嫌じゃねぇけど……」

「そ、そっか！　なら、よかった……あはは！」

「むぅっ」

　俺も役得だしな。と、言おうとしたが未来が睨にらんできたので黙っておくことにした。

「昼休みの狂ったヤンデレ淫女といい、この妙に馴なれ馴れしい淫女といい……、与一くんの周りって、ヤバい女ばっかりじゃないの」

　お前も含めてだけどな。と、言おうとしたが未来に足を踏まれたので黙っておく。

　自覚はあるんじゃないですかねぇ……？

「それで与一くん、今日はもしかして手伝いに来てくれたの？」

「まあ、ちょっと気まぐれでな。こいつと一緒に手伝いに来た」

「あはは。ありがとっ！」

「ねえ、勝手に私を巻き込まないでくれるかしら？」

　未来の表情がいつも通りの不満顔へ。ま、そりゃそうだよな。

　こうして案の定、こいつの反応は否定から始まったのだったと。

　しかしまあ、それも想定の範囲内だ。そっちは別に心配してはいない。

　きっと、緋色なら葵と違ってすんなり未来を受け入れてくれるだろう。

　問題は未来側がどう受け取るか、だよなぁ……

「ね、与一くん。そっちの子は？」

「ああ、二にノの瀬せ未来だ。昨日、俺たちのクラスに編入してきたんだけど、まだ友達が居なくて──」

「じゃあ私が友達になるよ！　よろしくね、未来ちゃん！」

　ぱっと明るい笑顔の花を咲かせる緋色。

　一方、それを見て嫌けん悪おするような表情を浮かべる未来。そして、ムスッと鋭い視線で俺を睨みつけてきやがった。

「ちっ。与一くんは、また余計なことを……　コホン。いいかしら？　私には与一くん以外の存在は必要ないの。だから、あなたと馴れ合う気は一切無いわ」

「え、えとえとぉ……　それでも、私は未来ちゃんと仲良くなりたいかなって。ど、どうかな……？」

「はぁ、どうもこうもないわ。私とあなたは初対面なのよ。あなたは見ず知らずの他人を信頼出来るって言うのかしら？」

「うん、出来るよ！　当然でしょ！」

　緋色が淀よどみの無い純粋な笑顔で言い切ると、未来は「何言ってんだこいつ？」と訴えかけるように俺に視線を移してきた。

　まあ、気持ちは分からんでもないが、赤石緋色という女の子はそういうやつなのだ。

「だから言っただろ？　緋色は純真無む垢くで正直者な善人、要するにお人ひと好よしなんだよ」

「デスゲームだと最初に嚙かませ犬として殺されるか、最後まで主人公の支えになる正直者タイプね。どちらにせよ、私には不要な存在だわ」

　デスゲームあるある。

　疑うことを知らない正直者。最初に死ぬか、最後まで生き残る両極端な存在。

　当然、緋色も俺が担当していたプレイヤーでデスゲーム生還者なのだが、担当した中では最も手の掛かるやつだったのは間違いないな……

　過去では元の学校のクラスメイトに利用され、『ラビリンス』に参加。

　最後の最後まで他人を疑うことなくゲームを終えた異例の存在となった。

　それだけに、過去の俺の苦労はとてつもないものだったわけだが……

「さて、もう用はないでしょ？　行くわよ、与一くん」

「まあそう言わずに、ちょっとだけでもボランティアを手伝ってみないか？」

「いいえ、お断りよ。何の見返りもなく他人に協力するプレイヤーなんて信用ならないわ。後で豹ひょう変へんして本性を現すタイプかもしれないじゃない。〝あの時〟みたいに」

　口をとがらせ、ぷいっと顔を背ける未来だった。

〝あの時〟ねぇ……

「そりゃ未来の気持ちも分かるけど、あいつと緋色は違う人間だろ」

　俺は小声で未来に訴えかけた。

「ふん、どうかしらね。本当に疑わしい人ほど善人の皮を被かぶっているものでしょ」

「そりゃそうだけど……。でも、もう少しだけ他人を信頼してみてくれよな……」

　未来が言っているのは、『ラビリンス』最終ゲームで裏切ったあの相手のことだ。

　そこでは実際に、未来はその手のプレイヤーと対たい峙じしているわけだから、疑いたくなるのも当然と言えば当然である。

「ねえ、未来ちゃん。試しにやってみようよ！　色んな人と話せたりして、けっこー楽しいから！」

「自殺行為ね……。やっぱり、お断りよ」

「そこを何とか！　色んな人の役に立てるし！　ね？」

「し、しつこい……」

　緋色の化け物じみたコミュ力とフレンドリーさに圧倒される未来だったが、どんなに押されても拒絶の姿勢は相変わらずだった。

　はぁ……、やっぱ未来のガードは固かてぇな。くっ、どうにかならないもんか。

「だったら、ゲームで決着を付けましょう。葵さんの時みたいに」

「？　え、ゲーム？」

「ゲームだと？」

　で、出たな未来のデスゲ脳……！

　どうやら、何でもかんでも揉もめ事をゲームで解決しようとする症状があるのは間違いないみたいだな。

　しかし！　こちらとしても、それは都合の良いい展開だ。ククク、何となくデスゲ脳の扱い方と習性が分かってきた気がするぜ……

　ま、そうと決まれば、

「緋色。良ければそのゲーム、受けてやってくれないか？」

「えっとぉ、よく分からないけど……。うん、いいよ！　与一くんの頼みだしね！」

　そうだよな。お前は俺からのお願い事は断らねぇ性格だもんな。しめしめ。

　まあ、緋色は俺からだけじゃなくて誰からの頼みでも受け入れてそうだけど。

「それじゃあ、決まりね。罰ゲームの内容は各おの々おので決めるとして、メインゲームの内容は私が決めさせてもらうわ」

　胸を張って大仰に宣言する未来。

　葵の時はしてやられたからな。きっと張り切っているのだろう。

　それはいいけど、暴走だけはしてくれるなよ……？

「そうだね！　いいよ、ゲームの内容は未来ちゃんにお願いするね！」

「決まりだな。でも、あんまり過激なゲームは俺の判断で却下するからな。それと、明らかに不公平なルールだと判断した場合も却下だ」

「ええ、構わないわ。でも、どうせならボランティアらしいルールにしましょうか。募金と献血を掛け合わせた血みどろのマネーゲームとか──」

「却下」

　俺が即座に言うと、未来はしょんぼりした様子で次のゲームを考え始めたのだった。

　既に先行きが不安だが、もう少しマシなゲームになることを祈るばかりだな……





◇






「与一くん、ルールが決まったわ！」

　俺が緋色と一緒に募金箱を抱えていると、妙案でも思いついたらしい未来が、ややテンション高めで報告に来たのだった。

　何だか少しばかり不安は募るが……、今度は大丈夫なんだろうな……？

「それで、そのルールってのは？」

「やっぱり、シンプルなのが一番よね。向こう側に居る通行人を見て。あの人が募金をしてくれるか、それともしてくれないか予想を当てるゲームよ」

　未来が指さした方向には、どこにでも居るようなエキストラＡ氏（仮）が、こちらに向かって歩いてくるのが目に入った。

　ポロシャツに細めのシルエットをしたパンツ姿のおっさん。このＡ氏が募金をしてくれるかどうかは見かけだけでは判断できないはずだ。

　そうなると公平性は問題無し。内容も至って健全。

　特に俺が否定するような要素は無さそうだな。

　まあ、未来の提案にしては、ルールのシンプルさがちょっと意外だったけど。

「ちなみに、未来と緋色の予想が被ったらどうするんだ？」

「私は緋色さんとは逆の予想に賭けるから問題無いわ。それでよければ、どっちにするか決めちゃってくれるかしら」

「そうか。それじゃ、額に関係なく募金をしてくれるかどうかの予想ゲームってことで。募金への妨害や、それに抵触する行為などは禁止だ。緋色もそれでいいか？」

「うん、おっけーだよ！」

「んじゃ、決まりだな」

　ということで、ゲームのルールは確定。

　あとは緋色がどちらに賭けるかを決めるだけだが、まあ聞くまでもないか。

　……ん？　聞くまでもない？

　ちょっと引っ掛かりを覚える俺。んで、周囲を見渡す。これって、もしかして──

「それじゃ、私は募金をしてくれる方に予想するね！　きっと誰でも困っている人は見過ごせないはずだもん」

「なら、私は逆に募金してくれない方の予想ね。人の善意なんて、そんなものよ」

　などと言い、いつになく悪い笑みを浮かべる未来を見て、俺の疑いは確信に変わった。

　こいつ、やってんな。

　でもまあ、葵の時も〝提示したルールの仕掛け〟は黙殺しちゃったし、今さらゲームの仕切り直しは通らないか……？　ま、仕方ない。黙って成り行きを見守るとしよう……




　それから数分と経たたない内に、Ａ氏はロータリーまで歩いてきた。

　さて、Ａ氏は募金をしてくれるのか否いなかだが……

「募金お願いしまーす！」

　普段通りに声掛け運動をする緋色。

　当然、例のＡ氏にも声は届いている、というか目の前を歩いているのだから当たり前なんだけどな。

　しかし……

「けっ、金なんてこっちが欲しいくらいだ」

　と、スルーどころか悪態までついて通り過ぎて行くＡ氏だった。なるほど。余程、負けが込んでいたんだろう。

　まあ、それはそれとして。こうなると、ゲームの行方は、

「んー、これは……未来の勝ち、かな」

「ふふ、当然ね」

「ありゃりゃ、負けちゃったかぁ。うーん、残念だけどダメだったみたいだね。何か理由があったのかなぁ……」

　と、緋色は落胆して呟つぶやきを漏らした。

　やはり、というべきか。緋色はまだゲームの〝仕掛け〟には気づいていない様子だった。

「ところで、未来。お前はまだこの辺の土地勘が無かったんじゃないのか？」

「あら、やっぱり与一くんは気づいていたのね。まあ、〝アレ〟を見つけたのは、ここに来る途中で、ホントに偶然よ」

「？　二人とも、それ何の話ー？」

　勝手に答え合わせを始める俺と未来を見て、緋色が不思議そうに首を傾かしげる。

「どうして、さっきの人が募金をしてくれないと分かったのか。そのトリックについてだ」

「え!?　未来ちゃんはそこまで分かってたの？」

「ま、そういうことだな。未来、説明してやってくれるか？」

　俺が振ると、未来は小さく頷うなずいてから、得意気な口調で言葉を続けるのだった。

「何も難しいことじゃないわ。簡単な誘導と推理よ」

「誘導と推理……？」

　首を傾げる緋色に、未来が説明を続ける。

「ええ、そう。まず、緋色さんの性格上、〝募金をしてくれる〟方の予想を選ぶのは間違いないわよね」

「んー、そうかなぁ？　相手の人によると思うけど……」

「いやいや。緋色は絶対に募金してくれる方を選ぶだろ」

「うーん……？」

「え？　自覚が無かったのか？」

　う、噓うそだろ……。まさか、今までずっと無自覚だったのか……？

　仮に詐欺に引っ掛かっても、騙だまされたことにさえ気づけなさそうで心配だな……

「ま、まあ、とにかくこれが〝誘導〟ね。となると、私が勝つためには、募金をしてくれない人を見つけ出せばいいだけ。だから、私は何らかの理由でお金を失った人を探すことにしたの」

　そう。ここが重要なギミックだ。

　初めは俺も〝財布を落とした人〟でも見つけたのかと考えたが、それを傍はたから判断するのは不可能だろう。

　では、他に金を失う可能性があるとすれば？　そして、その状況を周りから見て判断することが出来るとしたら……？

　そう考えて、俺が出した結論がこれだ。

「そして私が見つけたのは、パチンコ屋から負けて出てきた、さっきの通行人だったのよ」

「パチンコ……？　で、でも、さっきの人が当たりを出した可能性もあるんじゃない？　損をしたかどうかなんて、見ただけで分からないんじゃ……？」

　確かに、殆ほとんどのギャンブルは試行回数を増やすたびに、胴元が儲もうかるよう正確に計算されている。つまり、客は期待値が一以下のゲームをしているわけだ。

　だが、偶然にもＡ氏が勝っていた可能性だって否定は出来ない。となれば、緋色の言った疑問は当然浮かぶことだろう。

　しかし、

「それは無いわ。だって、景品交換所はロータリーと逆側だもの」

「？　えっと、どういうこと？」

　きょとんと首を傾げ、言葉の意味を尋ねる緋色。まあ無理もない。

　三店方式なんて、普通の学生がつけるような知識じゃねぇからな。

「まあ、ざっくり説明するとだな……。日本は賭と博ばくが法律で認められていないわけだ。だから当然、パチンコ玉を金に換えると違法になる。だから、間接的にパチンコ玉を特殊景品に交換し、特殊景品を売却して金に換える手順を踏むことで、違法性を問われにくくしている、ということだ」

「？？？　でも、結果的には何も変わらないよね？」

「法律はパチンコ台と同じ穴だらけってことだな。とにかく、その特殊景品ってやつを交換する場所は、ロータリーとは逆側にあるから、パチンコで勝ったやつは基本的に直接こっち側へは来ないわけだ」

「ふーん、そうなんだ」

　ホントに分かっているのかどうかは知らないが、何となく納得はしている様子の緋色。

　しかしまあ、純粋な緋色に法律のグレーゾーンなんて深く考えさせる必要などまったくの皆無。何なら、むしろ知ってほしくない。綺き麗れいなままの緋色で居てほしいところだ。

　で、それはそうと、罰ゲームは緋色が受けることになるわけだが……

「さて、説明は以上よ。ふふ、昼休みに受けた屈辱、ここで晴らさせてもらうわ！」

　仁王立ちで声高らかに宣言する未来。やけに楽しそうだな……。いやでも葵に受けた屈辱を緋色で晴らさないでやってくれよ。

「ま、でもルールはルールか。それで、罰ゲーム内容はどうするんだ？」

「そうね。〝突然、男の人に抱き着いてキスを迫り、×××を×××して、×××〟ということをしてもらおうかしら」

「後半の規制が強すぎて、まったく聞き取れなかったんだが……」

　これが難聴系主人公というやつか。

　いや何か違う気もするけど。そもそもデスゲーム運営ってモブっぽいしな。

「とにかく、罰ゲームはこれで決定よ」

「んなもん、無効に決まってんだろーが！　殆ど聞こえなかったけど！　緋色も、そんなこと真に受けなくていいから──」

「え、えと、ば、罰ゲームだもんね。だったら仕方ないよ、ね」

「んあ!?」

　緋色の腕が俺の背中に回り、身体からだを密着させて朱色に染まる顔を近づけてくる。

　こ、これは……!?

　マジで緋色は罰ゲームを実行する気なのか!?

　れれれ冷静になれ俺。この程度で狼狽うろたえるな。

　最終的には×××までされちゃうんだぞ!?　何かは分からないけどな！

「なっ!?　ちょっと待ちなさいよ!?　誰も与一くん相手にやれなんて言ってないでしょ!?」

「でも、与一くんだって男の人だから条件は満たしてるでしょ？　他の人は嫌だけど、与一くんなら、いいよ……」

「私が良くないのよ！　もう罰ゲームは無効でいいから離れなさいってば……！」

「でも、敗者が罰ゲームを受けないのはアンフェアだよ」

「おい！　なんか緋色まで軽度のデスゲ脳入ってないか……!?」

　何が何でも罰ゲームを受けようとする精神はどこから来るの？　芸人魂か何か？

　それはともかく状況は深刻だ。

　緋色が俺に抱き着き、未来がそれを引き剝がそうとする。

　正直、そのハーレムラブコメの王道みたいなシチュエーションは嫌いじゃない。ぜんぜん嫌いじゃない。嫌いじゃないのだが……

　やっぱりリアルでやられると恥ずかしいし、めっちゃ気まずいって言ってるじゃん！

　通行人の視線が痛い！　それに引っ張られてる箇所もな！

[image: ]

　社会的な羞恥心と肉体的な痛みが同時に俺を襲ってきてるから！　色んな意味でデスゲームだから！

「ちっ。こうなったらアレを使うしかないわね……」

　と、耳元でとても不穏な呟きが聞こえてきやがった気がする。

　おいやめろ。余計な行動をするな。良いい方向に転ばないのは見えたから。

「な、なあ、未来……？　お前いったい何をするつもりなんだ……!?　正直、嫌な予感しかしねぇんだけど!?」

「こんなこともあろうかと、昼休みに葵さんからこっそり盗んできた手錠でこの淫女を拘束するのよ！」

「おおお落ち着け未来!?」

　いや、やめとけって！　マジで！

　こんな状況で手錠なんて使ったら、ラブコメあるある的にロクなことが起きねぇのは目に見えてるだろーが！

　って、おい！　言ってる傍そばから、お前は何をしてやが──





◇






「──それで、私から盗んでいった手錠の鍵が無いことに気づき、学園まで戻って来た。と、そういうことですね？」

「「はい……」」

　図書室の一角で腕を組み、二人の哀れな隷従を見み下くだす葵。

　対して、床に座って頭こうべを垂れる未来と緋色。その右腕、左腕にはそれぞれ同一の手錠が嵌はまっていた。

　まあ何というか……

　俺じゃないんかい！　って、思いましたまる。

　あれだけベタなラブコメ展開を繰り広げていたら、普通は俺と女の子の腕が繫つながれちゃうと思うじゃん。

　そしたらヒロイン同士で繫がれちゃうじゃん。

　しかも、鍵が無いところはしっかりテンプレじゃん。

「はぁ……。まったく、困ったものですね……」

「まあ、大目に見てやってくれじゃん」

「じゃん？」

　おっと。心の声がそのまま現実に引き継がれてしまっていた。いかんいかん。

「こうして反省はしているわけだし、程々に許してやってくれよ」

「いいえ、まだお説教が足りていません。私のように上級監禁師のライセンスも持たない人が、軽々しく手錠を使うなんて許される行為ではありませんからね」

　上級監禁師のライセンスって何だよ……。語感がラノベのタイトルみたいだな。

「では、実際に正しい拘束の仕方をレクチャーしましょう。犬いぬ飼かいくん、そちらに立っていてください」

「嫌に決まってんだろーが。何どさくさに紛れて俺を実験台にしようとしてるんだ」

「分かってください。これもあの二人の為ためなんです。だから、黙って私に拉致監禁させてください。ふふふふ」

「その説明で拉致監禁されるやつの気が知れねぇよ……」

「私は愛のテロリストなんです」

「いや意味分かんねぇから！」

　ハイライトの消えた葵が不気味な笑みを浮かべる。

　やっぱヤンデレ怖こぇ……

「（やっぱり自衛の為に盗んでおいたのは間違いじゃなかったと思うの）」

「（あはは……　でも、葵ちゃんはそこまで悪い子じゃないよ）」

「そこの二人！　こそこそじゃべらない！」

「「…………」」

　その後。

　なんやかんやで葵に許しを請こい、鍵を貸してもらう頃には最終下校時刻を告げるチャイムが校内に響いていた。

　珍しく図書室に最後まで残っていた女子生徒も居たが、時折騒がしくするこちらに視線を向けるだけで、さして興味も無いような素振りでスルーしてくれていた。

　まあ何にせよ。未来にこうして、少なからず〝関われる相手〟を作ってやれたのは良かったのかもしれない。

　相手に心を開いているかどうかは別問題だけど……

　それに、あと一人だけだが友達候補に挙げられる相手は居るのだ。

　明日になれば、また新たに発展することもあるだろう。

　それと、まだ姿の見えない〝人じん狼ろう〟の正体も炙あぶり出せればいいんだけどな……

　そんなことを考えながら、今日のところは帰路に──

「あ、与一くん。帰りにカフェとか行ってみたいの。一緒にどうかしら？」

「未来にしては珍しい提案だな。もちろん、いいぞ」

「ふふ。以前のデスゲームの反省会がまだだったものね！」

「やっぱ帰るわ」

　何はともあれ、今日のところは真っ直すぐ帰路についたのだった。










四章　支配者は生徒会室に居る







　あれから丸一日が経過した、翌日の放課後。

　今日は最後の友達候補に会うべく、俺たちは生徒会室へと向かっていた。

「与よ一いちくん、また何か企たくらんでいるのね」

「人聞きの悪いことを言うな。ただ俺が知り合いに会いに行くってだけだろ」

「それなら、私を連れていく意味はないじゃない。あれでしょ？　またデスゲームに居がちな学園生を私に紹介するっていう……」

「お前が勝手にデスゲームに居そうなキャラに当て嵌はめてるだけだろーが」

　と、一応そういうことにしておく。

　実際、葵あおいも緋ひ色いろも、それに今から会いに行く相手も、運営の俺から見て典型的なデスゲームのプレイヤーであることは間違いないのだ。

　だが、未み来らいのデスゲ脳を誘発させるリスクはあっても、それでも近い感性を持っているやつなら心を開きやすいだろうという俺の考えは変わっていない。

　ククク。であれば、デスゲームに居がちなキャラクターっぽく見えるのは、未来のデスゲ脳が原因ということにするまでのこと。結果が同じなら過程など、どーでもいいのだ。

「なーんか、都合の良い建前に聞こえるわね」

「ん、んなことねぇって……。ほら、ここだ。着いたぞ」

　そうこうしている内に、俺たちは生徒会室の前まで到着。余計なことを考えるのはここまでだ。

　さてと、最後の友達候補──迷宮学園生徒会長様に会ってやるとしますかね。

　俺は生徒会室の扉を開き、普段通りに部屋の中を覗のぞき込んだ。

　えっと。翠すいの姿は……っと。

「──で、どういうことなのかしら？」

「本当にすみませんでした!!!!」

「そのセリフ聞き飽きたわね。で、何度同じミスをしたら気が済むわけ？」

「つ、次こそは絶対に間違いませんから！」

「そう。ところで、あなたのお父様って、うちの企業の傘さん下かで働いていたわよね。次またこんなミスをしたら……、分かっているのかしら？」

「な、何なに卒とぞ、ご容赦を……！」

「ふん。まあ今後の働き次第かしらね」

　お、おおう……

　これは最悪のタイミングで入ってきてしまったのかもしれねぇな……

　しかも脅し方が完全に支配階級のソレだ。未来には悪影響かもしれん。

「デスゲームでは相手の弱みを握ってプレイヤーを脅す支配者タイプね。裏のあるリーダー的存在で、人心掌握にも長たけているわ。非常に厄介な部類だし、あまり関わりたくないわね」

　俺の隣からひょっこり顔を出して、未来はいつも通り相手の分析を述べたのだった。

　デスゲームあるある。

　権力やカリスマ性のある支配者的存在。人心掌握に長け、プレイヤーを先導するリーダーポジション。ゲーム中盤くらいから自分グループの切り捨てる人間を選びはじめ、そのうちに反乱に遭って死んだりする。もしくは何らかの形で制裁される。

　えっと、そうだなぁ。

　よくよく考えたら、こいつは友達候補に相応ふさわしくないかもしれない。

　よし、戻るか。そうしよう。

　葵と緋色、少なくともどちらか片方が未来と友達になってくれればいいわけだし。

「失礼しました……」

　俺は最大限に気を使い、静かに扉を閉じた。

　ふぅ。危ねぇところだったな。

「って、待ちなさいよ、与一！　何勝手に帰ろうとしてるのよ!?　み、見たの!?　今の光景を見たのーッ!?」

　ガバッと勢いよく扉が開き、瞳をぐるぐるさせて顔を真っ赤に染めた翠が俺を呼び止めやがる。

　ちぃっ、上手うまく逃げられると思ったんだけどな……

「いやいや、見てない見てない。よく考えたらアポイントメントも取ってないから失礼だし、今日は帰るわ」

「いっつも与一はアポなんて取らないし、他人の失礼とか考えたこともないでしょーが！」

　と、俺の腕が摑つかまれ生徒会室に引きずり込まれる。

　クソッ、脱出に失敗したか……！

　嫌々ながら生徒会室に入ると、そこには生徒会メンバーがデスクに向かってパソコンをカタカタと弄いじっている姿があった。忙しそうだし、あと邪魔しちゃ悪いし、やっぱ帰りてぇな。

「よく来てくれたわね、与一！　本当は生徒会の予算申請だったり行事報告で忙しいから相手なんてしてあげられないところだけど、どうしてもというなら少しだけ付き合ってあげてもいいわよ！」

「どうしても帰りたいです」

「なんでよ！　話くらいさせなさいよ！」

　相変わらず、ギャンギャンうるせぇやつだな……

「与一くん、この権力者なのかポンコツなのかよく分からない人は？」

「ああ、こいつは迷宮学園生徒会長の緑みどり門かど翠だ。これでも三年の先輩で生徒会長だ」

「ぐぬぬ、どうして二回も生徒会長の説明を入れたのよ……！」

「いや念のために」

　ぷんすかと不満顔で俺を見やる翠。

　身長は女子の平均よりも少しだけ高め、翡ひ翠すいのような瞳に、流れるような長い髪。

　レッドフレームのメガネが特徴的で、スカート丈や制服の着こなしは清せい楚そで真面目そのもの。

　黙っていればカリスマ性溢あふれる社長令嬢兼生徒会長なのだが、何かと動揺すれば直ぐにメッキがはがれる残念系美人だった。

　よかったな、せめて美人で生まれてこられて。

「コホン。失礼。少々取り乱したわ」

「少々……？」

「うっさいわよ、与一」

　ぐるるる、と駄犬が睨にらみを利きかせて威嚇する。

　こんなやつでも、デスゲームを生き残った実力者なのだが……。まあ、翠はちょっと特殊というか異例というか。

　もともと翠の父親は『ラビリンス』グループの関連企業で社長をしていたのだが、それ故に教育方針が特殊で、〝人の上に立て〟という教えを一人娘に強いてきたらしい。

　要するにデスゲームへの参加も、社会勉強の一環として強制されていたのだ。

　複雑な家庭環境のヒロインというのも、一つのデスゲームあるあるか。

　本人は支配者という立場を必死に取り繕おうと頑張っているみたいだけど……、素があれだからなぁ。

「会長、椅子をご用意しました」

「ありがと。与一、座って。そこの彼女も」

　女子生徒（確か副会長先輩だったはず）が用意してくれた椅子に腰かける俺と未来。

　その正面に翠が向き合って座った。

「それで、何か話があったから来たのでしょう？　ま、言ってみなさい。与一の話なら無下にはしないわよ」

「実は編入してきたばかりの、こいつのことなんだが……」

「二にノの瀬せ未来さん、だったかしら。編入の話は知っているわ。はじめまして、未来さん」

「どうも、緑門先輩」

　ほーん。一応年上ということもあってか、挨拶は普通に返す未来だった。

　でもまあ、普段の相手を怪しむような視線は平常運転だったけど。

「で、俺はこいつの友達になってくれるやつを探しているんだが、どうにも良いい相手が見つからなくてな。それが本題だ」

「それで、私に白羽の矢が立ったと……。ま、分不相応よね。私には大企業の社長令嬢という立場があるわ。友達なんていう同等の存在は、与一以外に不要だもの」

「そうだよな。んじゃ、もう帰るわ」

「ま、待ちなさいよ！　誰もダメだとは言ってないじゃない！　他でもない与一の頼みなら聞いてあげてもいいって言ってるのよ！」

「そこまでじゃないんで」

「なんでよ！　友達になってあげるって言ってるじゃないの！」

　涙目になり「ぐぬぬぅ」と歯は嚙がみする翠。めんどくせぇ性格だなぁ……

　と、駄犬が吠ほえている傍かたわらで、不意に生徒会役員くん二人のひそひそ話が耳に入ってきたのだった。

　それに、ついつい聞き耳を立ててしまう俺。

　えーっと、なになに……？

「（犬いぬ飼かいって何者なんだろうな。後輩なのに、あの生徒会長にタメ口で許されるなんて）」

「（俺が知るわけないだろ。てか、会長って犬飼相手だと急に性格変わるよな。たじたじというかデレデレというか）」

「（あれじゃね？　ひょっとして許嫁いいなずけとか）」

「（まさか。せいぜい、緑門社長のとある言いつけで困っていた生徒会長を犬飼が助けて、普段は高圧的な態度を強制されている会長が唯一気を抜ける相手となったのが犬飼だったって感じじゃないか？）」

「（あはは、そんなわけねぇだろ）」

「（それもそうだな。忘れてくれ。生徒会長に知れたら、また命令が増やされそうだ）」

　何で色々と知ってんだよ！　しかも、そんなに詳しく！　でも、都合の良い解説ありがとうな！

　とりあえず俺は心の中で感謝を述べておくことにした。

「とーにーかーくーッ！　生徒たちの悩みは生徒会長たる私の悩みなの！　上に立つ者として、下々に手を差し伸べるのは当然のことよ！」

「まあ、結果が同じなら、過程はどーでもいいか。んじゃ頼むよ、翠」

　という感じの流れにはなったが、当初の予定通り翠を友達候補とすることに。

　あとは未来を説得するだけなのだが……

「で、与一くん。いつもみたいにゲームに入る流れでいいのかしら？」

「いやそうだけど、導入が雑になってないか……？」

「毎度毎度、話し合いで決着がつかないのだから仕方ないじゃない」

　強いて言えば、ゲームの結果も有う耶や無む耶やになってるけどな。

　しかし、それはさておき。このパターンに入ったということは……！

「翠、頼みがある。お前が未来と友達になるために、こいつとゲームをして勝ってほしいんだ。やってくれるか？」

「ゲーム……？　詳しい事情は知らないけど、まあこの私がゲームで負けるわけないわ！　友達になるのは不本意だけど、私に任せなさい！　不本意だけど！」

「ノリノリじゃねぇか……」

　何はともあれ、ゲームを受けてくれるのであれば何でもいいか。

　翠の性格は少々アレだが、扱いやすいという面では都合が良いやつではある。うん。

「それで、未来さん。ゲームは何をするわけ？　リバーシ、チェッカー、囲碁……私は何でもいいわよ」

「偶然の関与しないアブストラクトゲームは好ましくないわね。単純にゲームを深く知っている方の勝つゲームになっては、面白くないもの」

　確かに、専門性の高い既存ゲームよりは、今までの流れに沿った即興で作るゲームの方が平等かもしれないな。まあ、本当の意味で平等かどうかはプレイヤー次第だが。

「なあ、翠。何か生徒会室にあるもので、適当なゲームを作れないか？　ルールはシンプルで、短時間で終わるものがいいんだけど」

「そうねぇ。ちょっと考えるわ」

　翠は周囲を見渡して、何か使えるものはないかと思考を巡らせる。

　そして、ある一点で翠の視線が止まった。

　自然と、俺と未来の視線もそちらに誘導される。

　ふむ、さっき翠に叱られていた男子生徒が、パソコンに向かって何やら必死に入力作業をしている様子。

　パソコンの画面には、〝備品購入リスト〟という文字が。学校で使う備品の名前と値段、それから備考などが記載されているようだ。

「これにするわ！　会計くん、画面を隠しなさい！」

「え？」

「いいから早く！　急いで！」

「は、はい!?」

　会計くんと呼ばれた男子生徒が、パタンとノートパソコンを閉じて画面を隠す。

　もう結構見ちゃったんだけど大丈夫かな？　未来もガン見してたし……。翠のポンコツ化が心配でしょうがない次第。

「ふっふっふ。ゲームの内容を発表するわ！　名付けて〝学校備品ハイアンドロー〟よ！」

「ハイアンドローって、確かトランプのあれよね？」

「その通り！　ルールは単純ね。備品購入リストの中から、私が指定したもの……そうね、〝黒板〟にしましょうか。未来さんが備品を一つ指定して、それが黒板よりも高価であれば、未来さんの勝ち。逆に、黒板よりも低価であれば私の勝ち。それでどう？」

　不遜にも思える態度でルールを説明する翠。

　黒板ってリストの一番上にあったやつだよね？　一番上なんて目に留まりやすいから覚えてるけど、十数万円の単価だったような……。もし未来も覚えているようなら、その情報は翠にとって不利なゲームになるんじゃないか？

「いいわ、そのルールで勝負しましょう」

「じゃあ決まりね！　ただし、リストの中には、業者に交渉して本来の値段よりも安くしてもらっている備品もあるの。ものによっては適正価格より前後する可能性もあるから、単価はこのリストに記載されている金額を参照するものとしましょう」

　プリントアウトされた資料を丸めて、翠はポンポンと手を叩たたいた。

「緑門先輩。当然、負けた方は罰ゲームを受けるのですよね？」

「私は負けないから、それでもいいけど？」

「（ふふ、地獄に突き落としてあげるわ）」

　小声で嫌な発言が聞こえたな。まあいいや、今はスルーしておこう。

「……でもそうね。罰ゲームは自分たちで決めましょうか。メモ用紙を渡すから、そこに罰ゲームを記載してね。書き終わったら、私と未来さんの用紙を四つ折りにしてシャッフル。負けた方はランダムに片方を引いて罰ゲームを施行する。それでいい？」

「もし負ければ五〇パーセントの確率で自分に返ってくるから、過激な罰ゲームは書けない。そんな狙いでしょうか。ま、私は構いませんけど」

　未来が頷うなずく。

　これで、双方が了承したゲームとなったわけだ。

「んじゃ、全体的なルールは決まりだな。罰ゲームを書いたメモ用紙は俺が預かっておく。折り方で判別が出来るとかの不正は不本意だろうし」

「そうね。じゃあ、管理は与一にお願いするわ」

「おう。メモ用紙はそこにあるやつでいいか。二人とも、これに罰ゲームの内容を記入してくれ」

　机に置いてあったメモ用紙を取り、未来と翠に一枚ずつ手渡した。
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　罰ゲームを記載したメモ用紙を受け取り。いよいよゲームが始まった。

「黒板より高価なもの。そうね……」

　単価の欄を抜いた備品購入リストの資料とにらめっこをする未来。

「どうだ、未来？　見当はつきそうか？」

「チョークや黒板消しは論外として、必要だけど比較的需要が発生しにくいものなら単価が上がりやすいと思うの。化学で使う試薬とか、体育の得点板とか」

「なるほどな。まあ、俺はあんまり口出せないから、頑張ってくれとしか言いようがないんだけど」

「この程度のゲームなら、与一くんの力を借りるまでもないわ。何なら、もっと生死を賭けた極限のゲームがしたかったくらいね」

「へいへい。いいから、どれにするか考えてろっての」

　俺が言うと、未来は再び手元の資料に視線を落とす。

　主導権が選ぶ側にあるゲームだし、やや未来の方が有利かもな。

　翠だって、それに気づかない程のポンコツというわけではないだろうから、どう考えているのやら。

　未来から距離をあけ、少し離れた場所に立っている翠に聞いてみることにした。

「翠としてはこのゲーム、自信はあるのか？」

「とーぜんでしょ！　『ラビリンス』を生還した私が負けるはずないじゃない！」

「そ、そうか……」

　未来も同じデスゲーム生還者なんだけどな。それと、あんまり『ラビリンス』のことを口に出すんじゃねぇ……。まあ、話が拗こじれるから黙っておくけど。

「決めたわ」

　せっせと働く生徒会メンバーたちの横を通り、俺たちの方へ歩いてくる未来。

「お、意外と早かったな」

「そんなに悩む程のゲームじゃないもの」

「へー、言うじゃない。それで、どの備品を指定するの？」

「私が宣言するのは〝人体模型〟よ」

　と、未来は選択を口にした。

　人体模型か。

　だいたいの学校の理科室に一つはあるけど、いまいち使われることも無く置物になって、とりあえず学校の七不思議に挙げられるだけの備品だな。

　ぶっちゃけ必要意義があるのか問われると不明だけど、購入できるということはどこかの業者が作っているということだ。

　需要が少なく大量生産しても意味がないのであれば、必然的に一つ当たりの単価は上昇するはず。

　一〇万円ちょっとの黒板よりも高価と判断できるだけの説得力はあるな。

「そう。それでファイナルアンサーでいいの？」

「何度も言わせないでください。人体模型が私の宣言です」

「……分かったわ。それなら、答えは自分の目で確認することね」

　翠は各備品の単価が入った資料を未来に手渡した。

　どれどれ……？　と、俺も未来の横から覗のぞき見る。えーっと、人体模型はっと……

「うわ、たっけぇ!?　三〇万円もするのか!?」

　当然、ものによっては数万円で買える低クオリティのものもあるのだろうが、今回のゲームで参照されるのは、あくまでリストにある単価だ。

　きっと、理系教員の強いこだわりでもあったのだろう。無駄な出費をしやがって。

「ふふん、これで私の勝ちですね」

「何を言っているの？　黒板の値段をよく見てみなさいよ」

「？　だって、黒板は一〇万円くらいのはずじゃ……えっ!?」

　再び手元の資料に視線を戻す未来。

　ついでに、俺も一緒に覗いてみることに。いち、じゅう、ひゃく、せん……

　……おかしい。でも、あの時パソコンの画面では間違いなく……

　いや、だとしたら……あー、そうか。そういうことな……

　この資料、桁がずれて黒板の値段が一〇〇万円になってるのか。で、原因はあのヒューマンエラーだったと。

「初めに生徒会室に入って来た時の光景を、よく思い出してみなさい。私、誰かを叱っていたわよね？」

「確か、会計の男の子を……」

「そう。あれは会計くんが入力したリストの値段に間違いがあったから──つまり、桁を間違えて一〇倍の単価で予算報告をしていたから叱っていたのよ！」

「…………ッ！」

　そう言われてみれば、不可解な点はあったよな。

　わざとパソコンの画面を凝視して視線を誘導したり、会計くんが入力作業をしている最中にもかかわらず、プリントアウトされた資料を持っていたり。

　あれは、初めから黒板の値段を騙だますつもりでやっていたってことか。

「ちなみに、一〇〇万円を超える正解は〝グランドピアノ〟のみよ！　まあ？　ルールは事前に説明していた通りだし？　私の策を見抜けなかった方が悪いわよね？　ねえ？」

「くっ……ここぞとばかりに煽あおってきたわね……」

「くくくく！　ざまぁないわね！　ああ、ゲームで勝ってマウントを取れるこの爽快感！　久しぶりでとても気持ちがいいわ！」

　この反応……まさか、お前までデスゲームでの記憶が蘇よみがえってしまったのか？

　調子に乗るのは良いいが、小物感がすげぇな。

「まあでも驚いたよ、翠。お前はただのポンコツお嬢様じゃなかったんだな」

「誰がポンコツよ！　誰が！　才色兼備の緑門お嬢様でしょーが！」

　頭は働いても、ギャーギャーうるせぇのは変わらないんだな。まあ、そこが愛あい嬌きょうでもあるんだけど。

「そんなことより罰ゲームよ、罰ゲーム！　与一、さっきのメモ用紙を出しなさい！」

「ああ、罰ゲームはくじ引きで決定だったな。ちなみにだけど、引いたくじの罰は絶対に施行されるのか？」

「当たり前でしょ。罰ゲームは絶対に受けてもらうわ！」

「ま、そりゃそうだよな。……っと。それじゃ未来、どっちか好きな方を選んでくれ」

　俺は四つ折りにされたメモ用紙を取り出して未来に向ける。外見ではどちらがどうという判断はつかないはずだ。

「……っ、くぅ……！」
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「考えたって仕方ないだろ。ほら、どっちにするんだ？」

「こ、こっちよ！　こっちにするわ……！」

　未来は一方のメモ用紙を取り、開いてその内容を確認する。

　すると、ほっと胸を撫なでおろした未来から、「何とか死なずに済んだわね……」という小さな囁ささやきが聞こえてきたのだった。

　内容は見てねぇけど、いったいお前はどんな罰ゲームを記入したんだよ……

「それで、未来さん。罰ゲームの内容はどうだったの？」

「〝休みの日に、総合アミューズメント施設へ相手と一緒に遊びに行く〟、と書いてありますね。緑門先輩の性格にしては意外な──」

「ふーん、そんな内容の罰ゲームなのね。何だか未来さんの性格にしては意外な──」

「さぁて、罰ゲームは決定だな！　当然、さっき確認した通り、罰ゲームの内容は絶対だ！　次の休みとなると、明日、もしくは明後日あさってだけど、二人の予定は空いてるのか？」

「私は与一くん以外の予定は無いけれど……」

「私も与一以外の友達が居ないから予定なんて無いわ」

　お、お前ら……。他人ひと事ごとながらにちょっと悲しくなってきたな……

　しかも、想定外の翠まで休日ボッチとか。

　まあ、そういうことなら、二人が友達になれば何かとちょうどいいだろ。

「んじゃ、罰ゲームの施行は明日にしよう。どうせだから、こっちで他にも人を集めておくか。行き先や集合場所も俺の方で考えておくから、決まったらまた連絡するよ」

「ま、まだ人が増えるの……？　厳しいデスゲームになるわね……」

「私は構わないけど……、やけに与一の気合が入っている気がするわね。どうかしたの？」

「ただの気まぐれだ」

　そうそう。ただの気まぐれ……とでも言うと思ったか？　なぁーんてな！

　ククク。悪いな、二人とも。このゲームの真の勝者は、他でもないこの俺だ！

　何故なぜなら、俺がこっそり罰ゲームのメモ用紙を入れ替えて、どちらも〝相手と一緒に遊びに行く〟にすり替えておいたんだからよ。

　二人からすれば、どちら目線でも相手が考えた罰ゲームに映っているはずだ。

　となれば、余計な口出しをさせなければイカサマがばれることは無い。

　悪いがこのゲーム、未来の友達作りの為ために利用させてもらったぜ。

　せいぜい、これをきっかけに友情を育むんだな！　はははは！　我ながら機転の利きいた良い策を思いついたものだ！

「与一くんがロクでもないことを考えている時の顔をしているわね」

「ま、まさか私たちは手のひらの上で踊らされているんじゃ……」

　おっと、余計なことは悟られないようにしねぇとな。

「じゃあ、今日中には連絡を入れるから、明日のデートは楽しみにしていてくれ」

「「で、デート……」」

　二人が同時に呟つぶやいた。

　やべ、雑なノリで変なことを口走ったかもしれん。まあいいか。

　とまあ、そんなこんなで俺の張った罠わなは無事に起動したのだった。

　さーてと、明日の行動もさっさと決めねぇとな！
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　その晩。

「いやぁー、犬飼先輩とこうして二人きりっていうのも久しぶりな気がしますねっ！」

「そうだな。ここ数日は未来に付きっきりだったわけだし」

　学園から『ラビリンス』寮へ戻ってきた後、偶然に卯う野の原はらと遭遇した俺は、こいつの部屋にお邪魔する流れとなっていた。

　普段なら俺の部屋で雑談でもするところなのだが、今は未来が住んでるからなぁ。

　こいつに余計なことを知られて面倒事に発展するのは勘弁願いたい。

　ということで、今回は卯野原の部屋を使わせてほしいと頼み込んだわけだが……、やっぱり女の子の部屋だけあって多少なりの緊張はする。相手が卯野原であろうと。

　ベースとなる部屋の構造は俺のところと同じだが、ピンクの壁紙やぬいぐるみなどの小物はファンシーな少女感が強く、はっきりとした部屋の違いを感じさせてくる。

「どうぞ、適当に座ってくださいね。クッションはこれを使ってください！」

「おう、ありがとな」

「いえいえー」

　ちなみに卯野原は『ラビリンス』や学園での制服ではなく、今はラフな部屋着姿だった。

　全体的にゆったりとした服なだけに、目のやり場に困るというか、ちょっと動きがあるだけで色々と見えそうだったり見えなかったりで、そんなチラリズムが心臓に悪い。

「で、最近どんな感じです？　〝友情人じん狼ろう〟の状況とか」

　隣のクッションに座った卯野原が俺に問いかける。

「そっちはまだ何も進展無しだな。〝人狼〟どころか、普通に未来の友達を作るだけでも手いっぱいだ」

「そうですか。あ、それはそうとして。葵さん、緋色さん、翠先輩には会いに行ったんですよね？　どうでしたか？」

「んー、あんまり思ったような展開にはならなかったかなぁ。同じデスゲームの生還者でも、そう簡単に心の距離が縮まるわけじゃないらしい」

　各おの々おのの感性には、だいぶ近しいものを感じることは出来たんだけどな。……まあ、潜在的なデスゲ脳という意味で、だけど。

　未来があいつらに心を開くには、何かのきっかけが必要になってきそうだ。

「そういう意味で聞いたんじゃないですよぅ。もっとラブコメ的な意味合いですっ！」

「いや、別に何がどうってことはなかったけどな……」

「ぶーぶー。またそうやって誤魔化してー。何です？　鈍感系ラノベ主人公でも気取ってるんですか？」

「んなことねぇよ」

　ったく、卯野原め。めんどくせぇ絡からみ方しやがって。俺にだって思うところは色々とあるんだっつーの。

「あれだけ積極的にアピールされておいて、何とも思いません、っていうのは通じませんからねっ！　他に好きな人でも居ない限り！」

「…………」

「え？　その反応……犬飼先輩、マジです？」

　俺に顔を近づけて表情を覗のぞき込んでくる卯野原。

　ええい！　うっとうしい……

「ちょっと気になってる子が居たってだけだよ。あんまり詮索するな」

「誰です、誰です!?　私の知っている人ですかっ!?」

「詮索すんなつってんだろーが……ッ！」

　そこを深掘りすると嫌でもシリアスパート入っちゃうだろ。ほらあれだよ、過去に色々とあって、もう二度と会えない女の子。あいつのことだ。

　……とは口に出して言いづらいしな。

　それに、あまり言い触らすようなことでもないし。

「は!?　もしかして……」

「────ッ」

　やべぇ、何か気づきやがったか……？　君のような勘の良いガキは嫌いだよ。

「えへへ。いやぁ、薄々そんな気はしていましたが、やっぱり両りょう想おもいだったんですねっ！　私の方なら大丈夫ですよっ！　あ、それとも私からの告白待ちでしたか!?」

「てめぇじゃねぇよ！　ウザい絡み方してくんじゃねぇ……！」

　さらに近づいてくる卯野原の顔面を摑つかんで、無理矢理に押し返す。

　こいつめ……

「じょ、冗談ですってばー!?　か、顔はダメです！　メイクが落ちちゃいますからぁ！　摑むなら胸にしてくださいよ！　そっちなら許しますぅ！」

「いや、お前はどういう価値観なんだ……」

　おっぱいは良くて顔はダメとか、判断基準が意味不明なんだよなぁ。

　メイクつっても、ほぼすっぴんだろ。あくまで見た感じだけど。

「とにかく、あいつらとは何にもねぇよ。まあ未来の件があるから、明日も一緒に遊びには行くが、それだけだ」

「えー!?　遊びにですか!?　いいなー、私も一緒に行きたかったですぅー。あの、ちなみに、場所はどこなんですか？」

「ほら、駅の向こう側にある例のアミューズメント施設だ。卯野原も知ってるだろ？　あそこだよ」

「……それって、もしかして『ラビリンス』グループが管理しているやつですか？」

「そう、それだ」
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　こうして何気ない日常で関連企業の存在を認識させられると、つくづく『ラビリンス』が巨大組織なのだと思い知らされる。まったく、嫌になるな。でも、この辺だと他に都合の良いい場所とか無いし……

「あ、なら私も！　私も一緒に行きたいですっ！」

　キラキラと瞳を輝かせて、元気に挙手をする卯野原。

　でも、

「ダメに決まってんだろ。お前は明日、運営の仕事が入ってるはずだ。サボると酷ひでぇ目に遭うぞ？」

「えー。でも、そこって──」

「でも、じゃねぇんだよ。我慢しろって」

「むー」

　卯野原は膨れっ面つらで俺に視線を向けてくる。

　つーか、別に俺が悪いわけじゃねーだろ。文句なら上の連中にでも言えっての。

「ま、いいですけどね。分かりました、仕方ないので私は真面目に働くことにします」

「そうしとけ。……えっと、あれ、明日はデスゲームのテストプレイだったか？」

「いえ、テストプレイは先週で済んでいますので、会場を変えて本番ですね。明日は〝鬼ごっこ〟デスゲームの進行役ですっ！」

「〝鬼ごっこ〟ねえ。サバイバル系の定番ジャンルだな。ちなみにそれ、直接プレイヤーが死ぬタイプのルールなのか？」

「いえいえ。私たちみたいな低ランク運営が、死に直結するタイプのデスゲームを任されるわけないじゃないですか。ほんの余興みたいなゲームですよ。たとえ負けたプレイヤーでも、ペナルティは暫しばらくの強制労働だけで済みますし」

「ふーん、そうか。ま、シビアなゲームは高ランク運営様の領分だもんな。俺たちには関係の無い話か」

　デスゲームなんて、どれもこれも管理が面倒なものだ。人の死が関われば余計に。

　やり直しがきかない分、運営側のミスがあれば大きくゲームは狂う。

　ばれないようにルールを改変することもあるが、ある程度は行き当たりばったりになるからあまり褒められた手でもない。

　とはいえ、手を加えるときは手を加える。そこは現場判断だな。

「っし、そろそろ俺は部屋に戻るかな。あんまり遅くまで居ると、未来に怪しまれ……じゃなかった。明日の連絡が遅れちまうからな」

「うーん、……そうですね！　私も明日の準備で急用が出来たので、ちょっと仕込みをしてこようかと思いますっ！」

「なんだそれ？　まあいいや。んじゃ、俺は戻るよ」

「はいっ！　犬飼先輩、お疲れ様でしたー！　ばいばい、です！」

　ということで、俺は卯野原の部屋を後にした。

　ふと、自分の部屋に戻るまでの途中で、スマホの通知を確認しておくことに。

　緑アイコンのＳＮＳから二件。

　葵と緋色だ。どちらも、明日の遊びに誘いを入れていた件の返事だった。

　内容は……っと、『もちろんＯＫです！　でも、他の女が居たら殺しますね！』『与一くんから誘ってくれるなんて嬉うれしいな！　楽しみにしておくね！』とのこと。どうして、ここまで返事の印象が異なるのだろうか。同じ了承なのにな……

　とりあえず、俺は片方に『やっぱ無しで』と断りのメッセージを入れておいたが、まあ現地には勝手に来ることだろう。

　翠への連絡も済ませ、何はともあれ、これで明日の予定はばっちりだ。

　今日はゆっくり休んで備えるとしよう。寝坊して遅刻するわけにもいかないしな。
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　んで、場所は俺の部屋。玄関。

「与一くん、大変だわ。一大事よ！」

　俺が戻るなり、焦あせったような声で未来が話しかけてきたのだった。はて、何事やら。

「ど、どうした？　何かあったのか？」

「いいえ、むしろ何も無かったから困っているのよ……」

　？？？　何も無かった……？

　ちょっと意味が分からない。

　だが、未来は深刻そうに顔を伏せているだけだった。

「えっと。それは、どういう意味で……？」

「実は……　明日のデートに着ていく服が、いつものダサジャージしかないの！」

　頰を染め、未来はそんなことを叫ぶ。

　な、なるほど。

　そうだな……それは確かに、

「一大事だな」

　間違いを訂正するのであれば、正確にはデートではないのだが。

「だから、一緒に付いてきてほしいの。ショッピングモールへ」

「え、今からか？」

「ええ。今からよ」

　その後、俺はすっかり暗くなった夜空の下、ショッピングモールまで強制連行されたのだったとさ。










五章　ウサギと鬼ごっこ







　朝。というのはさすがに噓うそか。

　時刻は午前一〇時過ぎ。

　何も予定のない休日であれば、そろそろ起床してやるかという頃合いで、俺と未み来らいは今日の集合場所へと向かっていた。休日はダラダラ過ごしたい派な俺である。

　しかし、そんなプロぐーたらーな俺も、今ばかりはちょっと焦って小走りになっていた。

　だって、集合時間が一〇時なんだもん。……もう過ぎてるじゃねぇか。

　だが！　俺は悪くねぇ！

　その理由は、すべてこいつにある。

「うう、スカートが……、ふわふわひらひらしてる……ジャージ穿はきたい……」

「スカートくらい制服で穿いてるだろーが」

「そうだけど……。服だって、こんなに可か愛わいい感じだし……、落ち着かないわ」

「朝からずっとそれじゃねぇか。いい加減に慣れろ」

　小走りで先を急ぐ俺たち。

　遅刻の理由は、未来が初めて着るタイプの服を身に纏まとい、照れまくっていたからだ。

　その装よそおいは、Ｔシャツにライトアウター、プリーツスカートというシンプルなコーデ。

　あまり知識のない俺を頼られても、無難な感じに収めるのが関の山なのである。

　まあ、それでも俺が選んだにしては可愛く仕上がっているのではないだろうか。

　昨日、急いで買ってきたそれを、今朝になっていざ着せてみると、未来は照れに照れまくり、今日は外に出ないなどと言い出す始末。

　何とか未来を説得して寮を出る頃には、既に遅刻確定と。そんな経緯だった。

「与よ一いちくん。へ、変じゃないかしら……？」

「よく似合ってて可愛いよ。だから、もっと急いで歩いてくれ！」

「か、可愛い……」

　ダメだこりゃ。

　どう足あ搔がいても照れるか拗すねるという結末にしか到達しねぇ。

　他の連中を待たせるのは気が引けるが、こればかりはどうにもならん。

「はぁ。もうどうせ遅刻なんだし、いっそのことマイペースに行くか？」

「そ、そうね。あんまり走ると、下着とか見えちゃいそうだし……」

「そこまで短いスカートじゃねぇだろ」

「激しい動きの伴うデスゲームが始まったら、エロ要員にされてしまうわ」

「んなわけねぇだろ……」

　いや、デスゲームってわけじゃねぇけど、そもそも〝総合〟アミューズメント施設ってスポーツ系のジャンルも多いよな。

　このスカートの長さなら問題は無いと思うけど、もうちょっと動きやすい服を選ぶべきだったかもしれん。やべー、そこまで考えてなかったなぁ。

「まあ、次は用途まで考慮して服を買うとしよう」

「いっそ、今から買い直しに行くのはどうかしら？　……そうね、それがいいわ！」

「却下だ。ただ、あいつらと遊びに行きたくねぇだけだろ」

「ちっ」

　舌打ちをする未来。どんだけ行きたくねぇんだよ……

　しかし、それはそれとして俺はしっかり未来を連れて待ち合わせ場所へと向かった。
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「あ、犬いぬ飼かいくん！　……と、クソ女」

「おーい！　与一くーん！　未来ちゃーん！」

「やれやれ、やっと来たのね。まったく、どれだけ待たせるのよ」

　三者三様の反応で俺たちを迎えてくれるデスゲームガールズ。

　結局、だいぶ遅れてしまったが、まあそういうこともあるか。そう思うことにした。

「遅れて悪かったな。なかなか服が決まらなくて」

　未来のが。

「えへへ、今日も素敵でカッコいいですよ。犬飼くん」

「はいはい、さんきゅーな」

　俺のはシャツにチノパンにスニーカーだけだけどな。こっちより未来の評価が気になるところなのだが……葵あおいに聞いても無駄か。俺の選んだ服とも知らずにディスり始めるだろうし、俺のコーデだと伝えれば葵の分も選べと言い出しかねない。どちらにせよ不都合が生じるだけだ。

　が、それはそれとして。そんなことよりも、葵の服装が気になるところではある。

「犬飼くん、どうですか？　発情してしまいますか？」

　少し両腕を広げて服装をアピールする葵。

「発情はしない。というか、生々しい表現をやめろ。まあ、可愛いとは思うぞ」

「ふふ。ありがとうございます」

　パーカーワンピースというやつだろうか。丈の部分がやたらと長く、そこにスリットの入っているタイプだった。まあ、ガーリッシュで可愛らしいこと。

「与一くん！　私はどう？」

　次いで、緋ひ色いろが大手を振って自分に視線を向けてさせてくる。

　半袖のシャツとショートパンツ。それと、頭にはキャップという全貌。

「緋色の元気っぽさがしっかり出ていて良い感じだ。まあ、可愛いとは思うぞ」

「あはは。ありがとねっ」

　露出している部分が多いものの、活発そうな印象が前面に出ている為ため、あまりエロティックには見えな……うーん、判断する人によるか。

「さ、最後はこの私ね！　べ、別に褒めてもらいたいわけじゃないけど！」

「まあ、可愛いとは思うぞ」

「ふふん。ま、とーぜんよね──って、待って。ただでさえ与一の語彙力不足で同じことしか言ってないのに、私だけ特に雑じゃないかしら!?」

　しゃーない。めんどくせぇけど解説してやるか。

　透き通るような純白シルクのトップスに、ゆったりとしたワイドパンツ。それにアウターを羽織っているという様相。ブランドとか詳しくないから知らんけど、どれも高級そうな質感を醸かもし出している。ネックレスとか、めっちゃ高そうだなぁと。そんなところだ。

「それにしても、どちらも遅いと思ったら二人とも一緒に来ていたのね」

　翠すいが不思議そうに問うてきた。

「ああ、そうだな……。未来は道案内がてら連れて行こうと思って」

　同どう棲せい状態にあるなどとは口が裂けても言えないし、適当に誤魔化しておこう。

「本当は来たくなかったのだけれど、与一くんに連行されて仕方なくね……。まさか、同じ部屋に住んでいる弊害がこんなところで出るとは思わなかったわ」

　……おい、未来。

　今、絶対に言ってはいけないことを口走らなかったか？

　一緒に住んでいるとかいないとか。

「え、同じ部屋に……？」

　ほらぁ！　余計なことを言うから緋色が気づいちゃったじゃん！　疑問を口に出されて逃げ道を塞がれちゃったじゃねぇか！

「ふふふふ、二にノの瀬せさん。どういう意味か説明してくれますか？　返答次第では、犬のようにその辺にでも繫つなぎ止めて一生を過ごしてもらうことになりますが」

　ガチャガチャと金属の擦こすれる音がした。

　見ると、葵がいつもの手錠を取り出し、影の掛かったハイライトのない瞳で笑っている。

　やっべぇな。ヤンデレのお姫様も戦闘準備が整ってしまっているぞ……

「あら、言っていなかったかしら？　私は与一くんと同棲しているの。ま、お互いに信頼し合っているという証拠よね」

「殺す」

「ふっ、いいわ。デスゲームの始まりね」

「やめろぉ!?」

　とりあえず二人の間に割って入る俺。

　とっさに身体からだが出たけど、刺されたりしないよな？　かーなーしーみのーむこーおーへとーとか挿入歌が流れないよな？

「翠先輩。あの二人、本当に一緒に住んでいるんですかね……？」

「ぐぬぬ、どうやらそのようね。ヒロインレース平和条約は、この時をもって破棄させてもらうわ！」

　ちょっと？　俺その条約、初めて聞いたんだけど？

「で、でも！　そんなことしたら暴走した葵ちゃんが、私や翠先輩にも危害を加えてくるんじゃ……」

「甘いわ、緋色さん！　ここで未来さんと争って疲弊した葵さんなら、私たち二人で仕留められるわ！」

「あわわわわっ!?　ぶ、武力行使はやめましょうよー！」

　もうね、キミたちの発想がデスゲームのソレだよね。邪魔な敵は抹消するみたいな。

　デスゲ脳とは、俺の思っている以上に心の深しん淵えんまで精神を侵す病なのかもしれない。

「ふふふ、良いい機会です。皆さんとは、ここで決着をつけるとしましょう。バトルロワイアルの始まりですね」

　葵の取り出したチェーンが自律して動き出す……ような錯覚が見えた気がした。王級の念動系か。もしくは具現化系の念能力の可能性も捨てきれないな。いや、どっちもねーよ。

「おいこら。ここで厄介事を起こすなら、俺は帰るからな」

「コホン。……皆みんなで遊びに行くの、楽しみね」

「そうですね。さあ、早く行きましょう」

　などと言いながら、俺の両腕をがっちりホールドしてくる未来と葵。やべ、逃げ道が無くなった。

「な、なんて変わり身の速さなの……!?」

[image: ]

　二人の露骨すぎる態度の変化を見て、戦慄する翠だった。

　まあ、何でもいいや。さっさと目的地へ向かってしまおう。
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「さて、到着したな！　ここが目的地だ！」

　と、俺はその巨大施設を見上げながら言った。

「ふーん。ここが様々なデスゲームで遊べる施設なのね」

「では、望み通りデスゲームで遊んであげますよ。生きて帰れるといいですね。ふふ」

　好戦的な瞳で挑発を仕掛ける葵。

　目的地に到着した途端にこれか。こいつホントに変わり身が速いな。

「あ、じゃあゲームで勝てたらご褒ほう美びがもらえるとかどう？　きっと、その方が楽しいよ！」

「負ける気がしないわね。与一からどんなご褒美を奪い取ろうかしら」

　で、そっちの二人も軽度のデスゲ脳を発症させてやがるな……

　勝敗の結果もいいが、純粋に遊びの過程を楽しむ心を取り戻してくれ。それと、翠。そのご褒美は奪い取るものじゃないし、しかも俺から取るという前提はおかしいぞ。

　っと、んなことより、目の前に見える総合アミューズメント施設についてだな。

　地元の巨大ショッピングモールに併設されたこの施設は、ゲームセンターはもちろんのこと、カラオケ、ボウリング、バスケ、バドミントン、卓球……などなど、多種多様な娯楽を提供している。

　……うーん、分かりづらいか？

　まあ、雑に説明すると要するに〝アレ〟だ。アレンドワンとかのアレッチャってことだ。

　俺も久々に来ただけあって、ちょっとテンションが上がっていたり。

　だが、目的はあくまで未来に友達を作らせることだ。

　そこはしっかりサポートしつつ、他の連中との距離感を近づけさせなければ。

「よし。行くか、未来」

「ええ、そうね」

　俺が先へ進むと、ぱたぱた駆ける未来が後ろから付いてきた。

　それと、他三人の足音も一緒に。




「ようこそ！　いらっしゃいませ！」

　施設に入ると、まず男性店員さんが笑顔で俺たちを迎えてくれた。

　スーツ姿なのがちょっと堅苦しいが、まあ気にするほどのことじゃないか。店側にも色々と考えがあってのことだろうし。

「高校生、五人でお願いします」

「かしこまりました。…………では、女性の方はこちらの腕輪をお付けください。特殊入館証になります」

「ん？　俺は要らないんですか？」

「そうですね。本日は一部の方のみを対象としたイベントがあるのですが、お客様のみ対象外となってしまいます。申し訳ございません」

　マジか。

　理由は分からないが、俺だけ対象外なのね……ちょっと疎外感。

「ふふ、残念だったわね。与一くん」

「まあ、仕方ねぇか。お前らだけでも楽しんできてくれ」

　そのイベントとやらは観戦側に回らせてもらおう。ちと残念ではあるが。

　それでもまあ、今回の主役である未来が仲間外れになるよりはずっとマシだけどな。

　というわけで、俺以外は腕輪をしてから施設内に入館することになった。

「楽しみですね、犬飼くん」

　ピタリと俺の片腕に寄り添ってくる葵。

　そして甘えるような声で、

「まずは、私のしたいことをさせてくれませんか？」

　と、俺の顔の近くで囁ささやいた。

　その行為自体はとてもラブコメ感があるのだが、相手が葵だとちょっと恐怖が入るよね。
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「私のしたい遊びは……、これです！」

「なっ……！」

　なにぃっ……!?

　ざわ……ざわ……

　俺たちの目の前には、直線に長く伸びた一本の足場。

　その上に、人が一様にバランスを取りながら立っていた。

　そして、苦く悶もんの表情を浮かべて一歩、また一歩とゆっくり歩みを進めていく。

　ざわ……ざわ……

「こ、これは……！」

「与一くん。これって、あの有名なデスゲーム、『鉄骨渡──」

「いや、スラックラインだな。鉄骨じゃなくて綱渡りだ」

　俺もちょっと乗っちゃったけど。

　スラックライン。

　つまり、細いベルト状の紐ひもの上に立ち、バランスを取って遊ぶスポーツのことだ。

「某デスゲームを疑似的に体験できる遊びね。中々興味深いわ」

「そんな意図はねぇよ」

「実は私、このゲームの攻略法を知っているの。まず、マジックペンで靴の中心に線を引いて──」

「いやだから、それは違うゲームなんだってば！」

　っとまあ、未来の発言は置いておくとして。

　スラックラインはちょっと面白そうではあるな。最近はこんなものまであるのか。

　俺もテレビとかで見たことはあるが、実際に体験するのは初めてだ。

「おおー、楽しそう！　早くやろーよ！」

　緋色が靴を脱いでダッシュ。そして、ゆっくりとラインに足を乗せる。

「やれやれ、あんなにはしゃいじゃって。緋色さんは子供ね」

「ん、翠はやらないのか？」

「ええ、当然ね。私は緑みどり門かどの社長令嬢なのよ？　きゃーきゃー騒ぐようなはしたない姿は見せられないわ」

「そうか。んじゃ、行こうぜ、未来。葵も」

「ええ、私も勇者たちの道を進んでみせるわ」

「早く行きましょう、犬飼くん」

「ま、待ちなさいよ!?　もうちょっと粘って説得しなさいよね!?　わ、私もやるわよー!?」

　ということで、全員がスラックラインに挑戦することに。

　俺も裸足はだしになって、五センチ幅くらいのベルト状の紐（これがラインと言うらしい）の上に立ってみるが……

「おおう、思ったより安定しないんだな」

　脚の筋肉に力を込め、やっと片足でバランスを取れるような感覚。

　これは、見た目よりもずっとハードだな……

「犬飼くん、犬飼くん。見てください。少しだけ歩けました」

　声の方を見やると、そこにはライン上で歩を進める葵の姿が。

「はわっ！」

　しかし、直すぐにバランスを崩してマットに倒れ込む。

「だ、大丈夫か、葵……」

「ふふ、計画通り」

「────ッ!?」

　と、倒れ込んだ葵を見て、俺はスラックラインをやりたいと言い出した本当の意図を察する。くそっ！　やられた！

「下着、見えましたか？」

　悪戯いたずらっぽく笑みを浮かべる葵。

　翻ひるがえるスカートの裾からは、艶なまめかしくほっそりした脚が伸びていた。

「あのなぁ……」

　意外と大胆な黒でしたね。ありがとうございます。でも、ただの日常でハニートラップを仕掛けるのはやめていただきたい。デスゲームじゃねぇんだから。

「犬飼くん、この後は倒れた拍子に抱き着いちゃう定番イベントもありますからね」

「何故なぜここで予告をした？　つーか、普通に危ねぇからやめろ」

　こいつ、存在が地雷原過ぎるだろ。他の連中に誘爆したらどうするんだ。

　っと、まあいい。

　一度、葵のことは放っておいて俺はスラックラインを続けるとしよう。

　よしっ、ちょっと試しに歩いてみるか。

「よっ……、っと……ほっ……」

　足を踏み出すと身体からだが左右に揺れ、そのバランスを崩す前に次の足を出す。

　うーん。勢い任せに進めば四メートルくらい歩けるけど、本来はこういう遊び方じゃないんだろうな……

「やるわね、与一くん。さすが、日頃から鉄骨で練習しているだけあるわ」

「してねぇよ。それに、勢いに任せて進んでるだけだから、歩けてるとも言いづらいし」

「大丈夫よ。本番は横揺れなんてしないでしょ。でも、電流には気を付けてね」

「いや本番ってなんだよ……!?」

　いい加減デスゲ脳はその考えから離れろ。大人の事情で怒られちゃうだろ。

　そんなことを考えながらも、ラインに足を乗せて再挑戦を繰り返すが、これが中々難しい。しかも、意外と体力的にもハードだな……

「っ……よっと……、到達！　見て見て、与一くん！　渡り切ったよ！」

　その元気な声の方を見ると、緋色がラインの端で片足立ちをして笑顔を浮かべていた。

「す、すげーな。そんなに安定して歩けるのか……」

「えへへ、実はちょっとだけ経験があったんだよね。難しいトリックとかは出来ないけど」

「ああ、経験者だったのか。なるほど、それで……いや、それでも十分すげぇけどな」

「あはは、そんなに言われると照れちゃうね」

　頰を染め、照れ照れといった表情でラインから降りる緋色。パタパタと両手で顔を扇あおぐ姿が可か愛わいいなと思ったり。純粋な良い子だなぁ。

「ちっ、私だけ褒めてもらおうと思っていたのに……」

　見ると、緋色だけでなく葵もラインの逆サイドまで渡り切ることが出来た様子だった。

「もしかして、葵も経験者だったりするのか？」

「いえ、私のは才能です」

「そ、そうか。ホントにすげぇんだな……」

「えっへん、です」

　仰々しくそこそこの胸を張る葵。

　そんなに簡単じゃないはずなのに、案外やれるもんなんだな。

　思わず、俺の脳内黒服が二人に『congratulations!』『congratulations!』『congratulations!』と称賛を送る。……そろそろパロディネタがしつこいな。よし、日本語にしよう。『おめでとう』『おめでとう』『おめでとう』……、賭と博ばくのやつが新世紀のやつになっただけだった。

「コホン。与一、ちょっと」

「ん？」

　翠が床に立って俺を手招きする。はて、何用だろうか？

「非常にマズいわ。私ともあろう人間が、まともに立つことすら出来ないなんて……」

「んだよ、そんなことか」

「そんなことじゃないわよ！　私の威厳に関わる重要案件よ！」

　ぷんすか怒りおる翠だったが、既に威厳も何もねぇだろと思う次第ですね。

　まあでも、練習くらい付き合ってやるべきか。

「ねえ、与一くん。悪いんだけれど、手を貸してもらえないかしら？　どうしても、途中で落ちてしまうのよね……」

　と、未来も同じく声を掛けてきた。おっと、こっちもか。さて、どうしたものやら。

　まあ、どうせなら二人まとめてフォローするか。すると、えーっと……などと、少し考えてから、俺は脳内で結論をはじき出す。

「……よし。じゃあ、こうしよう。葵と緋色も来てくれ」

　全員を集めて、俺は作戦を説明した。

「まず、隣り合った二本のラインに未来と翠が立つ。さらに、その間に俺が立つ形で、二人と手を繫つなぎ補助をする。それだけだと不安定なので、俺と逆側から、葵と緋色がそれぞれ手を繫いで補助機能を強化する、というフォーメーションだ」

　要するに、五人が一列になって手を繫いで歩くということだな。

　傍はたから見れば異様な光景だが、そこは気にしない方向で。

　重要なのは、連帯感を出すことで未来に仲間意識を持ってもらおうというのが狙いだ。

　こうして友達作りのサポートを自然にやってのける策士な俺。やはり天才だったか。

「いいえ、結構。それなら私一人の方が──」

「緋色、未来の手を握ってくれ」

「うん！　頑張ろうね、未来ちゃん！」

　緋色が未来の手をぎゅっと握った。こうも素直だと扱いやすくて助かるなぁ。

「ねえ、話を聞いてほしいのだけれど……」

　うるせぇ問答無用だ。

　多少強引な手を使わねぇと、未来は直ぐソロプレイヤーになるからな。

「私も犬飼くんと手を繫ぎたかったです」

「あら、むしろ私と手を繫げることを光栄に思ってほしいわね」

「ふふふ、分かりました。緑門先輩は手錠でラインと繫いでおきますね」

「そういう意味の〝繫ぐ〟じゃないわよ!?」

　あっちもあっちで仲良く（？）やってるみたいだな。

　よし、この調子で計画を遂行するとしよう。少なくとも友達感は出てくるはずだ。

「手は繫いであるよな？　それじゃ、未来と翠はラインに立って──」

　と、俺が声を掛けているその時だった。




「きゃあああああああああああああああああああああああああ!?」

「な、何だよこいつ!?　うわぁあああああああああああああ!?」

「く、来るな！　来るなぁ！　に、逃げろぉおおおおおお!!!!」




　騒々しい悲鳴と絶叫がフロア内に響き渡った。

　な、何事だろうか……

「もしかして、ついにデスゲームが始まってしまったのかしら？」

「んなわけねぇだろ……」

　何だか知らねぇけど、俺の友達作り大作戦は失敗の予感が漂ってきやがった。

　まあ、とりあえず見に行くか。はぁ……
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　その後。

　異様な雰囲気を感じた俺たちは、万が一のことを考えて、声のした方を確認しに行くことにした。

　だが、直ぐに確認に来たことを後悔する羽目になったわけだが……




「ッ……！　ッ……！」




　逃げ惑う客の流れに逆らって進むと、そこには鬼の仮面を被かぶり、棍こん棒ぼうを握った男が立っていたのだった。

　いやいやいやいや。おかしいって。そんなこと普通ねぇだろーが！

　でも、この肌になじむような慣れ親しんだ雰囲気……

　これって、もしかして、




「やっぱりデスゲームが始まったわね！」

「いや、ありえないだろ!?」




　棍棒を持った鬼が暴れ回るとか、どんなデスゲームだよ！

　って、あれぇ？　でも、こんな話を事前にどこかで聞いていたような……？

　あ、いや気のせいかな。気のせいであってほしいなぁ！

「犬飼くん！　あの鬼、こっちに来ていますよ！」

「に、逃げた方がいいんじゃないかなっ!?」

　やっぱり、お前らもそう思うか？　あれって、デスゲームかなぁ？

「与一、どうするの？」

　翠が俺に問うた。

　そりゃ、どうするたってねぇ。答えは決まってんだろ。

「に、逃げるぞ！　はぐれるなよ！」

　鬼から逃げるべく、俺たちは全力でフロア内を駆け回ったのだった。
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　だから言ったじゃねぇか。はぐれるなって。

　まったく、案の定だな。言った傍そばからはぐれやがってよ……俺がな！

「やっべぇ、俺だけ完全に迷子状態じゃねぇか」

「あはは、恥ずかしいですねぇ。迷子センターまで案内しましょうか？」

「それもこれも、お前のせいだけどな！」

　隣で悪い笑みを浮かべるバニーガール、卯う野の原はらに恨みがましい視線を送ってやった。

　何故なぜこうなったのか、ざっくり簡単に説明すると……。鬼から逃げていた道中、卯野原に手を引かれた俺はバックヤードにこっそり連行されてしまった、という事情である。ここは見たところ、管理室のようだ。

　ついでに言うと、こいつがバニーガール姿で居ることで、一連のあれがデスゲームであると確定してしまったわけだが……

「おい、念のために確認なんだが、昨日の夜に話していた卯野原の担当するデスゲーム会場って……」

「はい！　ここですっ！　いやぁー、面白い偶然ですよね！」

「ぜんぜん面白くねぇよ!?　つーか、それを昨日の段階で教えてくれよ!?」

「あはは、犬飼先輩を驚かせようと思いまして」

「ったく、お前なぁ……」

　卯野原は特に悪びれる様子もなく、悪戯いたずらが成功して嬉うれしそうにするだけだった。

「私は昨夜の犬飼先輩の言いつけ通り、ゲームを管理する責任者として真面目に働いているだけですよっ」

「こ、こいつめ……。じゃあ敢あえて聞くが、未来たちだけが入場ゲートで渡された腕輪は何なんだ？」

「〝鬼ごっこ〟プレイヤーの証あかしですね。あれは、ちょっとした運営側の手違いです」

「おい、管理責任者。真面目に働いている割には仕事が雑なんじゃねぇか……？」

「休日に犬飼先輩と会える喜びで、仕事が手に付かなかったんですよー。部下の注意不足でしたね。反省反省。あははは」

「あははじゃねぇっつーの……。それに、俺とは昨日も会っただろーが」

「それはそれです。だって犬飼先輩ってば、最近は未来さんに付きっきりで、私と遊んでくれることも減ったじゃないですかー！　ウサギは寂しいと死んじゃうんですよ？」

　俺たちが巻き込まれた理由が軽すぎるだろーが！

　それと、ウサギが寂しくて死ぬのは迷信だ。それに、お前はウサギじゃなくてバニーガールだ。

「お、お前なぁ……そんな理由であいつらを危険に巻き込みやがったのか？」

「危険だなんて、大おお袈げ裟さですねー。大丈夫ですよ。一度『ラビリンス』を生き残ったあの子たちの実力であれば、心配ないですって」

　いくら何でも、それは楽観視し過ぎだろ……。棍棒を振り回す鬼が居て、危険じゃないわけがねぇんだよなぁ。今すぐにやめさせるべきだ。

「あ、そうだ！　どうせなら犬飼先輩もデスゲームの進行を手伝ってくださいっ！　今から〝鬼ごっこ〟のルールを説明するので」

「おいこら。それは自分勝手過ぎやしませんかね、卯野原さん？」

「えー、いいじゃないですかー。可か愛わいい後輩の頼みなんですからぁ。お願いしますよー、せーんーぱーいー！」

　言いながら俺の腕にしがみつく卯野原。

　身体からだが密着することで、たわわに育った胸がもにゅんむにゅんと押し付けられ、そのたびに形を変えやがる。

　だが！　俺はこんなことで懐柔されたりなどしない！

「さて、ゲームのルールを聞かせろ卯野原」

「わーい！　この先輩ちょろいですー！」

　いや、別に？　初めから手伝ってやる気でいたし？　まあ後輩からの頼みなら仕方ねぇよな！




　そして、数分が経過。




「これ、俺も着替える必要あったのか？」

　デスゲーム運営といえばスーツ姿。下っ端ぱなら特に。

　たとえ世の中で服装自由な職場が増えても関係ねぇ。何故なら、それがデスゲーム運営だから。

「いちおう仕事中ですからね。もしかしたらプレイヤーの前に出ることもあり得ますし」

　スーツって堅苦しくてあんまり好きじゃねぇんだけどなぁ。

　まあいいや。今日だけは特別に許容してやろう。こっちも少しばかり、私情でゲームを利用させてもらうわけだし。

「で、運営の人数は？」

「Ｅランクが私と犬飼先輩で二人。あとはＦランクが七人です」

「まあ、それだけ居れば何とかなるか」

　俺より上のＤランク以上が居なかったのは僥ぎょう倖こうだ。居たら好き勝手出来なくなるし。

「でも、ホントにやるんですか。あれ」

「当然だろ。俺は無給で働かされるんだから、それなりの対価は貰もらわねぇとな」

「うへー、面倒なことになりましたー」

　がっくり項うな垂だれる卯野原だったが、そんなことは関係ない。使えるものは何でも利用するべきなのである。

「じゃあ、俺はあいつらに事情を説明しに行きますかね。……いや待てよ。となると、全員がデスゲーム生還者であることも、ついでにばれるのか。あー、今まで未来に隠しておいたのが裏目に出たなぁ」

　それでも、このデスゲームを受け入れた方がメリットになるのも事実。

　最悪、あいつらに危険が及ぶなら、今まで通り俺が何とかすればいいだけのこと。

「では、私はこっちで準備を進めておきますね」

「ああ、頼むな。俺は未来たちに現状の説明をしてくるから」

　というわけで、俺たちは一度別れてゲームの準備をする運びとなった。
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　施設の一角にて。

「──とまあ、どうやら『ラビリンス』側の手違いで俺たちはデスゲームに巻き込まれてしまったらしい。ゲームが終わるまでは、その腕輪を外すことも外に出ることも出来ない。そこで、お前らには協力してこのゲームを生き延びてもらいたいんだ。もちろん、俺は運営サイドからゲームに介入してサポートをする。絶対に危害は加えさせないから安心してほしい」

　卯野原とのやり取りなどは黙っておきつつ、俺はデスゲームに巻き込まれたこと、全員で生き延びてほしいことを伝えた。

「まったく、『ラビリンス』も随分と勝手なことを言いますね。私たちは遊びに来ただけで無関係じゃないですか」

「でも、与一くんが手伝ってくれるなら、また前みたいに何とかなるよね！　皆みんなだってそうだったんでしょ？　だから、大丈夫だよ！」

「まさか、またデスゲームに参加させられるなんてね。ま、でも久々に楽しめそうではあるわね」

　一部から当たり前の文句も出たが、現状は理解して受け入れてくれているようだな。

　全員、二度目の経験ということもあってか、心の余裕を感じられる。

　きっと人はこうしてデスゲ脳になっていくのだろう。そう考えると、ちょっと不安になってきたけどね。心配だな、こいつらの感性。

「いつかまたデスゲームが始まるとは思っていたけれど……。まさか、彼女たちも『ラビリンス』の生還者だったとは思わなかったわね。妙にデスゲーマーっぽさがあると思ったら、そういうことだったの」

　言って、未来が当事者たちに視線を移した。

「逆に私たちは気づいていましたけどね。まあ、あれだけデスゲームデスゲーム言っていれば、嫌でも感づきますし」

「あはは。そうだよねー」

「ま、当然よね」

　俺も薄々そうは思っていたけれど、こいつらは全員、未来がデスゲーム生還者だと気づいていたと。

　しかし、そこは問題じゃない。重要なのは未来に対してのフォローだ。

「未来、黙っていたのは謝るけど、話せば未来が不信感を強めると判断してのことだったんだ。そこは理解してくれると助かる」

　とまあ、とても言い訳がましいが、これは本当のことでもある。

　未来には普通の日常で友達を作ってもらいたいと俺は考えていた。

　であれば、デスゲームの生還者であるということは不要な情報。話す必要のない事情だったのだ。

「与一くんが私を裏切るわけがないから、そこは信じてあげる。でも、隠し事をされるのは面白くないわね」

　拗すねるような口調で話す未来。やはりご機嫌斜めなご様子で。

「悪かったよ。今後は隠し事なんてしねぇから」

「なら、許してあげる」

「ありがとよ、未来……」

　不機嫌そうな膨れっ面つらはそのままだったが、何とかお許しは得られたみたいだな。

　だがしかし、隠し事はする！（クズ）

　だって、〝友情人じん狼ろう〟の話なんてしたら、絶対に人間不信が強まるだけだし。誰もかれもが〝人狼〟に見えてしまっては、友達作りどころではなくなっちまう。まあ、この中に〝人狼〟が居るとは思えねぇけど一応な。俺のＤランク昇格がかかっているのだから、不安要素は削っておかねぇと。

「次に今回のゲームのルール説明だが……、端的に言うと〝鬼ごっこ〟だな」

「鬼ごっこ……？」

　緋色が首を傾かしげて呟つぶやいた。

「フィールドはこの施設のフロア全体。そのどこかに人を攫さらう鬼が潜んでいる。んで、プレイヤーは鬼から二時間逃げ切れば勝ちだ」

「犬飼くん、いくつか確認したいのですが、さっき逃げ回っていた人たちの中には、一般客も含まれていますよね？　全員がプレイヤーとは考えにくいです」

「ああ、その通りだ。葵は意外とよく周りを見てるんだな」

「えへへ、もっと褒めてもいいですよ」

「それで、プレイヤーと一般客の見分け方が、その腕輪の有無だ」

「無視されました!?」

　だって、葵を甘やかすとロクなことが起きねぇし……無視して説明を続けた方が良いいに決まっている。

「プレイヤーは必ず、受付で配られたのと同じ腕輪をしている。だが、腕輪をしていないからといって一般客であるとは限らない。それがこのデスゲーム、〝ツイート鬼ごっこ〟のキモだ」

「〝ツイート鬼ごっこ〟ね……。名前から何となく想像はつくけど」

　翠の言葉に俺が返す。

「フィールド内には一匹だけ居る鬼の他に、プレイヤーの位置情報を発信する〝小鬼〟が複数存在する。この小鬼がプレイヤーを直接襲うことは無い。位置情報発信の方法は、ツイッターによる写真のアップのみ。つまり、小鬼はプレイヤーを盗撮することで、鬼にプレイヤーの居場所を伝えているということだ。ちなみに、その情報は〝＃ツイート鬼ごっこ〟でプレイヤー側から確認することも可能だ」

「ふーん、鬼の村にもＳＮＳの流行が来ているのね」

「情報化社会に狩場としての価値を見み出いだしたんだろうな。知らんけど」

　説明したルールを簡単にまとめるとこうだ。




１．プレイヤーは鬼から二時間逃げ切れば勝ち。（鬼は一人）




２．腕輪をしていない一般客の中には、プレイヤーの居場所を発信する小鬼が紛れている。

３．小鬼はプレイヤーを盗撮し、〝＃ツイート鬼ごっこ〟でツイートする。

４．〝＃ツイート鬼ごっこ〟は、プレイヤー側からも確認が可能。




　と、こんなところか。

　ルールとしてはかなりシンプルだろう。何はともあれ、要するに鬼から逃げ切ればいいというだけのゲームだ。〝小鬼〟と〝ツイッター〟というデスゲームでは聞きなれない要素はあるが、複雑という程のルールではないはず。

「もしツイッターのアカウントを持っていなかったら各自で作ってくれ。他に質問はあるか？」

「犬飼くん。ルールとは無関係ですが、これって一般客を巻き込んでも大丈夫なんですか？　いちおうデスゲームは公にされることなく内々で処理されるのが通常のはずです」

　葵が首を傾げた。まあ、そこは心配ご無用だ。

「ゲーム終了後に、鬼はイベントの演出だったというアナウンスが入る。もし余計なことを知ってしまった客が居れば、『ラビリンス』の方で口封じされるはずだ」

　デスゲームあるある。

　謎の権力で一般に情報が漏ろう洩えいしない。

　そこは俺の仕事じゃないので、専門のスタッフが後始末をしてくれている。どうやっているのかは知らん。きっと金でもばら撒まいているのだろう。

「そういえば、負けた時のペナルティはあるの？　いちおうデスゲームなんでしょう？」

　と、翠が俺に問う。

「あー、まあ、あれだ。鬼に捕まると、専用施設で強制労働だけど……、せいぜい一週間くらいだから、その辺は心配し過ぎないようにな」

「……そう。でも、あまり安心は出来ないわね……」

「まあ、大丈夫だ。〝鬼ごっこ〟は俺が必ず無事に終了させてみせるから、安心してほしい」

「ふふ。なら、頼りにさせてもらうわよ、与一」

　うむ、そういうことだから超安心してくれ。まあ、ホントは数ヶ月〜数年くらいの強制労働なんだろうけど、敢あえて黙っておこうっと！

　その辺の詳細は俺も知らされていないが、変にプレッシャーを与えるべきではないからな。それに、万が一の時は、俺が責任をもって何とかするつもりだ。

　しかし、俺の説明を黙って聞いていた未来は、

「ゲームの内容は分かったわ。でも、私は協力なんて出来ないわね。これは正真正銘デスゲームなのでしょう？　良いように利用されて裏切られるのがオチだわ」

　と、当然のように協力を拒否してくる。

　だが、それは俺とて想定内のこと。

　このゲームに限っていえば、未来は他の連中と協力をせざるを得ないはず。ククク。

「いいや、よく考えろ未来。お前は仲間と協力しない限り、このデスゲームを生き残ることは絶対に不可能だ」

「どうして？　私には与一くんのサポートがあれば、それで十分よ」

「俺だってずっと未来の傍そばに居てやれるわけじぇねぇんだ。特に今回のゲームに関しては、常に別行動を取らざるを得ない。それに……」

「それに？」

　神妙に聞き返してくる未来。こいつは絶対に一人じゃゲームを成立させることは出来ないのだ。

　何故なぜなら……

「だって、未来はスマホ持ってないだろ？」

　そう。

　未来はスマートフォンなどという高度な文明の利器を持っていないのである！

　今は小学生ですら持っていることが多いのに。

　未所持の理由は単純。もともと、未来は借金取りに追われるレベルの水準で生活していたのだ。つまるところ、スマホを持つだけの金が無かった。それが今に繫つながっているということだ！

「最近のデスゲームものって、スマホ所持が前提ってこと増えたわよね……」

　デスゲームあるある。

　謎のアプリでデスゲームに巻き込まれる。

「デスゲーム界かい隈わいもＩＴ化の流れに乗ってるんだよ。運営側の事情ってやつだ。知らんけど」

「それなら、今からスマホを買ってくるわ。賞金も残っているし」

「だから外に出られねぇんだってば。もう諦めろ」

「くっ……！」

　心底嫌そうに歯は嚙がみする未来。必死か。どんだけ協力したくねぇんだよ……

「大丈夫だよ、未来ちゃん！　私たちは誰も裏切ったりなんてしないよ！　それに、私が絶対に未来ちゃんを守ってみせるから！」

「信用ならないけど……、今回ばかりは仕方ない、のかしら……」

「頑張ろうね、未来ちゃん！」

　いいぞ緋色。お前の素直パワーでデスゲ脳を浄化してくれ。

「んー、でもやっぱり不安はあるよね。あ、そうだ！　無事に帰ったらやりたいことを教えてよ！　目的があるとモチベーションも上がるし！」

　ダメだぞ緋色。デスゲームで良いやつが言うベタな死亡フラグなんて口走るんじゃねぇ。

「それで、与一。具体的に私たちはどうしたらいいわけ？」

「とりあえず、未来以外にはワイヤレスイヤホンを渡しておく。スマホはグループ通話の状態にしておいてくれ。俺は管理室の監視カメラで、鬼の状況を確認して報告する」

「なるほどね。与一からの情報を元にして、私たちは鬼から逃げ回ると」

「そういうことだ」

　ワイヤレスイヤホンは運営の部下から徴収したものが人数分ある。これなら有線よりは走るのに邪魔にならないだろう。

　それに、某緑のＳＮＳを使えば通話中もツイッターの方を確認することが出来る。これで自分たちの位置情報が、鬼に割れているのかどうかの判断はつくはずだ。

「くどいようだけど、くれぐれも四人で協力して逃走してほしい。ばらばらになられると、指示を出すのにもラグが出るからな」

「うん、分かったよ！　四人一緒だね！」

　と、明るく元気に返事をする緋色。

　そして……

「二ノ瀬さんと一緒というのが遺憾ですが、犬飼くんの指示には従います」

「ねえ、与一くん。葵さんを生いけ贄にえとして差し出せば、鬼も私たちを見逃してくれるんじゃないかしら。与一くんもメンヘラ女に付き纏まとわれなくなるし一石二鳥よね」

「あは、ぶっ殺しますね！　はっ！　もしや、これは邪魔な女どもを一掃出来るチャンスなのでは！」

　おっと、ついに殺意の切っ先が、未来だけに収まらなくなったみてぇだ。

　お前ら、いざとなったら葵は切り捨てた方がいいかもしれねぇぞ……

「残念だけど、与一。既に心はばらばらみたいよ」

「……ああ、そうみたいだな」

　翠の言葉に、力なく返事をする俺。

　先行きが不安過ぎるだろ。この作戦、もしかしたら欠陥だらけかもしれねぇな。

　ホントに大丈夫かよ、これ……
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　管理室には防犯用監視カメラの映像を映す複数のディスプレイや、他にも施設の照明や非常シャッターの開閉を管理するシステムなどが設置してあった。

　壁に貼ってあったシフト表を見ると、余白に臨時休暇という文字が雑に躍り、従業員の出勤欄には一列の赤線が引かれていた。

　今日この施設に居るのは、客を除けば『ラビリンス』運営と事情を知らない最低限のバイトのみ。しかも、その全員がフロアの方で仕事中ときた。

　バックヤードには俺一人。つまり、誰にもばれずゲームに不正介入し放題ということだ。

　すべてが終わった後、ついうっかり監視カメラの記録を消してしまえば証拠も残らない。

「あーあー、テステス。聞こえるか？」

『はい、聞こえます』

『聞こえるよ！』

『問題無いわ』

　よし。全員、大丈夫みたいだな。

　施設の管理室からスマホで音声通話を繫げてみたが、機材トラブルなどは見られなかった様子だ。

「現状、鬼は下のフロアでプレイヤーを追っているみたいだ。逃げたプレイヤーが東階段から上がってくるから、西階段側から逃げてくれ」

『了解です』

　スマホから冷静な葵の返事が聞こえてきた。

『二ノ瀬さん、鬼は西階段から来るそうなので、東階段側から逃げてほしいとのことです』

「逆だっつーの！　真偽の分からない未来に噓うそを吹き込むのやめろ！」

『いやですね、ちょっと間違えちゃっただけですよ。……ちっ』

　最後に小さな舌打ちが聞こえてきた気がしたが、ノイズであると信じたい次第。

　念のため、監視カメラの映像を確認するが、未来たちは俺の指示通りの方向へ進んでいる様子だった。ったく、余計な心配をさせないでほしいんだが……

　そのフロア周辺に視線を向けると、一般客の姿もちらほらと確認できる。

　で、その客の中に紛れ込んでいるのは……

『あ、与一くん！　見て、ツイッターに写真が出てるよ！』

　もう動き出したのか。仕事が早いな。

　緋色の声を聞いて、俺は管理室にあった運営用パソコンからツイッターにログイン。

〝＃ツイート鬼ごっこ〟を検索して画面をスクロールする。

　するとそこには、小鬼という名前のアカウントがアップした、未来たちの居場所を知らせる写真が表示されていた。

「近くに小鬼が居るらしいな……。やっぱり、西階段じゃなくて南階段を使ってくれ。そっちの方が人は少ない」

『うん、分かった！　行こ、みんな！』

　緋色が率先して声を掛け、そのまま下の階へ移動を促した。

『それにしても、色んなプレイヤーの写真が出回っていてタイムラインが見づらいわね。いったい、いくつのアカウントが写真を上げているのかしら……』

「正確な小鬼の数は俺も把握してないな。まあ、どのプレイヤーを襲いに行くかは鬼次第だから、あまり目立たないに越したことはないと思うぞ」

『それもそうね。なるべく一般客にも気を付けながら逃げましょうか』

　翠が言うと、各おの々おのが頷うなずきながらフロアを駆けた。




　そんな風に、俺が鬼の居場所を発信して逃げ道を指示するという作業を繰り返し、危なげなく数分の時間が経過した。

　ククク、この程度のデスゲームで苦戦するような俺じゃねぇ。はっきり言って楽勝だ。

　このまま終了時間まで、のらりくらりと鬼を回避していれば余裕でゲームクリアまで持っていけるだろう。

　いやぁー、まったくチョロいゲームだったなぁ。ふはははははっ！




　……と、思っていた時期が俺にもありました。

『はぁ……、はぁ……　も、もうダメ……』

　画面の向こう側で、翠がその足を止めた。

　乱れた呼吸がスピーカーから聞こえ、映像からは滴したたる汗が翠の顔を濡ぬらしているのが分かった。

　まさかの想定外。こいつ、体力が無さ過ぎるんだけど……

「翠、もうちょっとだけ頑張れないか？」

『む、無理……もう、体力の限界よ……。はぁ、はぁ……』

「そうか。まあ、仕方ない。ちょっと休憩にしよう」

　俺が言うと、翠はその場で崩れるように座り込んだ。うーん、マジで限界のようだ。

　幸い、その場所はいくつかのフロアに繫がる通路で、鬼もまだ遠くに居ることから危険性は薄いと判断できる。

　それにしても、ちょっとばかし困ったことになったな……

　そりゃあ、さっきまでスポーツをしていたわけだから、多少の疲れはあるだろうけど……、それにしても体力が無いような気がする。まあ、箱入り娘のお嬢様なら仕方のないことなのかもしれないが。

『緑門先輩って、体力ゴミ以下だったんですね。使えない生徒会長さんです』

『あの程度でよくデスゲームを生き延びれたわよね。ただ運が良かっただけかしら』

　葵と未来がこそこそ話しているが、通話状態のスマホが音を拾っているから普通に筒抜けなんだよな。

　つーか、そこまではっきり言ってやるな。俺だって少しぼかしてたんだから。

『ぐぬぬぬぅ……！　何でそんな時だけ二人して息ピッタリなのよ！　それに！　惨みじめに走り回るなんて貧乏人がしていればいいのよ！　私の仕事じゃないし！』

　地団太を踏みながら拗すねる翠。クソガキか。社長令嬢の風格はどこに行った？

『ねえ、与一くん。鬼ごっこの残り時間って、あとどれくらいなの？』

「えっと、あと一時間ちょっとだな」

『ま、まだ半分以上もあるんだぁ……。そのうち私も足引っ張っちゃうかも……』

　緋色も疲れたように、がっくりと項うな垂だれる。

　んー、これは俺の思っている以上に、体力と精神に負担を掛けているのかもしれない。

　手元にあるパソコンから、ゲームの残りプレイヤー数を確認する。あとは全体の三分の一くらいか……

　ゲームの進捗度合いから見ても、未来たちが鬼に狙われる可能性というのは徐々に上がってきている。

　このまま同じ作戦を続けていればジリ貧か。先に限界を迎えるのはこちら側だろう。

　となれば、そろそろ未来たちの負担を減らす別の手を考えるべきだが……。うーむ、そうだなぁ……

　よし！　それだったら、いっそのことこうしてみるか！

「なあ、緋色。ちょっと犠牲になってくれないか？」

『うんっ！　いいよ！　……………………あれ？』

　元気な返事の後、緋色は小首を傾かしげるのだった。
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　そして、数分後。

『はっ……、はっ……、はっ……』

　監視カメラからの映像は、フロア内を一人で駆け回る緋色の姿を映し出していた。

　一般客を器用に躱かわしながら、その間を縫って走り続ける。

『……ッ、……ッ』

　そして、その緋色を強きょう靭じんな肉体の鬼が追い続ける。

　こちらは一般客を躱すというよりも、むしろ一般客側がその異様な姿を目にして道を開けるというパワープレイが見て取れた。

　そりゃ、棍こん棒ぼうを持った屈強な男が、不気味なお面をつけて走り回っていたら道も譲るわな。となれば、当然消耗が激しいのは緋色の方だ。

「どうだ、緋色。体力の方は？」

『大丈夫！　まだ余裕はあるよ！』

　ふむ。取り決めたハンドサインを使わずに声で返事をするあたり、体力的な余裕が残っているのは本当のようだな。まあ、そこまで無理をさせる気もないが。

「よし、それじゃ次の角を右に曲がって、その先にある階段を下りてくれ」

『うん、了解！』

　俺の指示通りに緋色はフロアを走り続ける。

　よしよし。このまま順調に進めば、もう直すぐで〝アレ〟を発動できるな。ふふふ、鬼の驚く顔が目に浮か……ばねぇな。お面つけてるし。顔見えねぇし。

　なんて無駄なことを考えながら、作戦スポットの映像に視線を向ける。こっちも準備は万端みたいだな。

　俺は視線を緋色と鬼の方へ戻し……ん……？　また作戦スポット側を二度見する。

　視界の端で、つい先程までとは異なる〝ある人物の姿〟を目撃してしまったような気がしたのだ。

　ははは。いやいや、まさかな。えーっと……

「…………ふおぁっ!?」

　なんか変な声が漏れた。

　ま、まずい、まずいまずいまずいまずいまずい……ッ!?

　いやまさか、と俺は思っていた。でも、それは現実に起きていることだった。

　しっとりとした汗の感触を手のひらで感じ取る。次いで、心臓の鼓動がやけに大きく聞こえてくる。

　んで、俺はその映像をガン見した。いや、これは仕方のないことだとは思うんだ。

　カメラを通しても確認できるのだから、実物を見ればより鮮明にその違和感は鬼の目に映り込んでしまうことだろう。

　そうなれば最悪、作戦は失敗する。

　それは、彼女たちのバッドエンドに繫つながりかねない事態を誘発する。

　俺は一度、深呼吸をしてから繫いだままのスマホを手に取った。

「緋色、聞こえるか？」

『ん、どうしたの？』

「すまない、鬼ごっこ緊急事態宣言だ。今まで走ってきたコースをもう一周するだけの体力は残っているか？」

『んー、こっちはギリギリ大丈夫かな。与一くんの方は？』

　走るので精一杯なのか、俺に気を使っているのか、とにかく緋色は余計なことを聞かずにオーケーを出してくれた。

「俺はその一周の間に作戦を練り直す。まあ、心配はしないでくれ。必ず何とかするから」

『んー、そこは別に心配してないかなー。……でも、そうだなぁ。来週の土曜日に、また駅前のボランティアがあるんだけどぉ……』

「分かった。その時間は空けておく」

『あはは。それじゃ、頑張らないとだね！』

「ああ、頼む」

　それだけ言って、緋色は再び走る方に集中するのだった。

　心の中で緋色の協力に感謝をしつつも、俺は思考の裏で作戦を練り直す。

　クソ、もっと早くに気づいていれば……！　なんて後悔は後にするべきか。まずは状況確認からだ。

「そうだな……。翠、さっきまでアウター羽織ってたよな？　それ、どこにやったんだ？」

『え？　走り回って暑かったから、脱いでロッカーに入れちゃったけれど……？』

「どこのロッカーだ？」

『一階のフロント横のところよ。ここに来る途中で入れてきたわ』

　……今から取りに戻っている時間は無いか。それなら仕方ない。葵は無理としても、未来なら……、いやそれも無理か。

『犬飼くん、先程から何かあったようですが、大丈夫ですか？』

「ああ、直ぐに立て直す。葵も心配するなよ」

　ぶっちゃけると、俺の方はそこそこ焦あせってるけどね。まあ、何とかするしかねぇな。

『無理しないでくださいね。最悪、赤あか石いしさんは見捨てましょう』

「酷ひでぇなおい！　緋色だってお前らの為ために頑張ってくれてんだぞ!?」

『私は犬飼くん以外に興味は無いので』

「無情過ぎる……」

　未まだ通話状態の緋色からも『扱いが酷ひどいよぉ……』という恨めしい声が聞こえてきた。

　っと、今はそんな冗談（だよな？）を言っている場合じゃねぇ。さっさと状況を立て直さなくては……！

　とりあえず、このフロアだと隠れている三人の配置の都合が悪い。一度、場所を変える必要があるか。それなら……

「葵、翠はそこから離れて指示する場所に移動してくれ。それと、葵は未来に場所の変更を伝えて、一緒に移動してほしい」

『む、あの女と一緒ですか……。まあ、犬飼くんの指示なので従ってあげましょう。途中で棺かん桶おけを後ろに連れていたらすみません』

『葵さん、ゲームが古すぎてネタが伝わらない気がするわ……じゃなかった。私も了解よ。直ぐに移動するわね。ああでも、小鬼に見つかったら危なくないかしら？』

「あー、そっちは大丈夫だ。危険がありそうだったら、こっちからまた伝える」

『そう。分かったわ』

「ん、なるべく急いでくれると助かる」

　とりあえず、俺は今の思い付きでベストだと思われる場所を口頭で伝えた。

　今のフロアよりは条件が悪い気もするが、それでもハプニングを回避するためには仕方のないことだ。

　それにしても、あんなことが起こるなんてな。もうちょっと考えておくべきだった……

　今後の為にも、この監視カメラ映像はバックアップを俺のスマホに入れておこう。

　と、そんな決意を固める俺。

　一方で緋色の方を見ると、あと数分で一周が終わりそうなところまで来ていた。

　俺も考えながら指示を出していただけに、未来たちの移動が間に合うかどうかのギリギリになってしまった。

　緋色の体力面も心配なところだが……

「どうだ、緋色。もう少しだけ時間は稼げそうか？」

『はぁ……、はぁ……』

　俺が問うが返事は無い。

　代わりに画面の向こうで、緋色が右手を顔の横辺りまで持ち上げる。右手は肯定のサインとしたが、位置はやや低め。絶対の自信は無いといったところか。

　緋色の体力的にも、そろそろ限界が近いと見える。雲行きが怪しくなってきたな……

『与一、私はこの辺でいいのかしら？』

　翠が俺に判断を仰いでくる。

「問題ない。そこで待機していてくれ」

『ええ、了解よ』

　あとは未来と葵の二人だけだが……映像から察するに、もう直ぐそこだ。こっちもギリギリだが間に合いそうだった。

　やがて、数分と経たたない内に葵から一報が入る。

『犬飼くん、私は準備おっけーです。それに、二ノ瀬さんもまだ棺桶にはなっていません』

　棺桶にするつもりはあるのね……

　まあいい。一旦、葵の発言は置いておくとしよう。

「緋色！　こっちは大丈夫だ！　そのまま真っ直ぐ進んで、次の階段を駆け上がったらゴールだ！　行けるか!?」

『っ……！　はぁ……、はぁ……』

　数秒の後、申し訳なさそうに持ち上げられたのは左手。つまり、否定のサインだった。

　くっ、やっぱり無理をさせ過ぎたか……

　俺自身、薄々そうなるんじゃないかと思っていたが、ついに来てしまったらしい。

　緋色にも限界が見えているとなると、最後の階段を駆け上がるところは厳しいだろう。

『……ッ！　…ッ！』

　鬼も相変わらず緋色を追い続けている。徐々に、その距離も縮まってきているのが映像から見て分かった。

　仕方ない。それなら少しでも負担を減らすべきだな……

「分かった。緋色は最後の階段を逆に下りてくれ。作戦は一つ下の階で決行する。葵と翠も、大至急未来を連れて移動してくれ！」

『了解です、犬飼くん』

『分かったわ！』

　葵、翠の了承に加え、緋色からも右手を上げるサインを受け取る。

　もう、鬼は直ぐそこまで迫って来ていた。あとは、あいつらに頼るしかない。

　やがて……、

『……ッ！　……ッ！』

　ついに、あの鬼は緋色を追って、その階段まで到達した。

　俺は少しばかり緊張する手を、この管理室の設備に這はわせる。さて、あとはタイミング次第だが……

『あうっ』

　あっ……

　びたんっ。っと、床に打ち付けられる緋色の身体からだ。

　こ、転んだぁ────ッ!?　最後の最後で、足がもつれたのか!?

「緋色!?　だ、大丈夫かッ!?」

『痛てて……。うん、怪け我がはしてないよ……！』

　急いで起き上がる緋色。そのまま予定通りに階段を駆け下りる。あっぶねぇ……

　再起は早かったが、それでもロスはあった。

　鬼の手が、緋色の背中に迫る。

　本来のタイミングよりは早いが、致し方あるまい……ッ！

「葵！　翠！　出てくれ！」

　俺が言うと、緋色の居る階段の上側から翠が〝顔だけ〟を出し、下側からは葵がその姿を現した。

『フフフ。鬼さんこちら、です』

『こっちには来ませんように、こっちには来ませんように、こっちには──』

　体力ゼロの人からは、何だか情けない声が聞こえてもくるが、いちおう二人は作戦通りにその姿を鬼の前に晒さらすのだった。

『……ッ？　……ッ？』

　一瞬、鬼の動きが止まる。その場しのぎだが、一時的な陽動は成功。

　その隙を見て、緋色は下りた階段からフロア側へと駆け出し、鬼の視線は逃げた緋色の背中に戻る。

　さて、正直なところ、鬼の立ち位置が予定よりも悪い場所にあるわけだが……、もう緋色の体力も限界だ。

　つまり、あとは最後の一人に託すしかないということになる。

　だからまあ、ちょっと悪いけど……あと頼んだぞ、未来……ッ！

「っし、消すぞ！」

　言って、俺は右手を這わせていた制御システムを弄いじり、階段とその付近のフロアの照明を一斉に落とした。

　瞬間、該当するディスプレイが黒く暗転する。停電か。偶然だな。

　っと、それはともかく、未来の心配だ。

　やや想定よりも鬼の位置が悪い。それがどんなアクシデントに繫つながるのか、管理室に居る俺からはまったく摑つかめないところではある……

　心の中で数秒を数え、再び照明を点灯。

　防犯カメラからの映像では、

『────────ッ!?!?!?』

　鬼の片腕に銀色の光沢を放つ金属の手錠。

　それはチェーンによって繫がれ、もう一端は階段の手て摺すりに同じく手錠で繫がれている。

　鬼は一方的にプレイヤーを追う側の存在。その考えが仇あだとなり、追われる側の反撃など予想もしていなかったのだろう。

　これでもう、鬼はこの限定された範囲内でしか行動を起こせない。

　だから、こうして〝鬼の捕獲〟は成功したわけだ。まあでも、あくまで〝そっちは成功した〟というだけの話だけどな……

　照明の点灯後、既にある程度は鬼から離れている予定だった未来の姿は、未いまだに鬼の隣。

「くっ……」

　額に冷や汗が流れるのを感じた。

　この一連の行動は、消灯による不意打ちで、階段の陰に隠れていた未来が鬼の腕に葵の手錠をかけて拘束するという作戦だった……のだが、未来の隠れ場所からやや遠い場所での実行になった為、予定通りの動きが出来なかったらしい。

　未来は鬼の行動可能範囲内に居る。

　つまり、まだ未来の勝利は未確定の中にあるということ。

『……ッ！　マ、ダ……ッ！』

　状況を理解し、せめて一いっ矢し報いんとばかりに持っていた棍こん棒ぼうを振り上げる鬼。

　逃げる方向を確認した未来は鬼に背を向けて逃走を図るが、棍棒が振り下ろされる方が先だと俺の直感が告げていた。

「逃げろ！　未来！」

　叫ぶ。が、俺の声は連絡手段を持たない未来には届かない。

　や、やべぇ。こんなことなら、当初の予定通りの作戦を決行するべきだったか……？

　でも、もう遅い。

　そして次の瞬間、鬼は棍棒を振りかざす。

『二ノ瀬さん！』

『未来さん、摑まって！』

　と、不意に声がした。

　既に安全地帯まで逃げていたはずの葵と翠が、未来に手を伸ばしたのだった。

『っ……!!!!』

　その伸ばされた手を摑み、未来は繫がれた鬼の行動範囲外へと引き込まれる。

　直後、空振った棍棒が床に当たって鈍い音を響かせた。

　もともと、殴ったプレイヤーの行動を鈍らせるための棍棒だった為ため、殺傷能力こそ無かったが、それでも当たれば怪我はする代物だ。

『……はぁ、はぁ。た、助かった、のね……』

　呟つぶやく未来。

　そして、自らの敗北を悟った鬼は、暴れることもなく沈黙したのだった。

「ふぅー……」

　と、ゆっくり溜ため息いきを吐き出す俺。何だか嫌な汗が全身を伝っていた。

　でもまあ、とりあえず……

「このゲーム、俺たちの勝ち、だな」





◇






　デスゲーム、〝ツイート鬼ごっこ〟終了後。

「色々あったけど、とりあえず全員が無事みたいだな」

　俺はスーツから私服に着替え、ゲームの後始末をＦランクの下っ端ぱたちに命じてから未来たちと合流。

　廊下に設置されていた長椅子に腰掛ける四人を眺めて、俺は皆みんなに声を掛けた。

「いちおう無事ですね。疲労は凄すごいですけど……」

「あー、もう疲れたよぉー」

　吐き捨てるように言い、葵と緋色はぐったりと力なく足を放り出して座っていた。

　特に始終走りっぱなしだった緋色はダウン具合が激しい。ホントにお疲れ様だったな。あとで何か差し入れておこう。

「まーたデスゲームを生き残っちゃったわね！　自分の才能が恐ろしいわ！　うふふふ」

　そして何故なぜか、翠は鬼ごっこが終わって逆に元気になっていた。あまつさえ調子に乗っていた。解放されると元気になるタイプか。

　ま、これにて一件落着だな。

「ところで、与一くん。結局、どんなトラブルがあって作戦を変更したのかしら？」

　うっ。

　未来め、余計なことを聞きおって……。もう済んだことなんだからいいだろーが。

「そうね、私も聞きたいわ」

　と、翠も便乗して俺に問うてきた。お前もかよ。

　まあでも、聞かれてしまった以上、答えないことも出来ないか。うーむ。

　そうだ。こういうことはオブラートに包んで遠回しに言えばデリカシーがうんぬんかんぬんと聞いたことがある。よし。

「お、おう。そうだな……。でも、どこから話したものか。そう、例えば白い布の生地があったとしよう。それはとても白く、そして肌触りが良く、伸縮性に富み、濡ぬれるとよりクリアな透明度を見せる高品質な布だ。まあ、それはそれとして。哺乳類は体温が上昇すると発汗作用によって汗腺から液体を分泌し、それによって体温調節をしようと──」

「あ、翠先輩。汗で透けブラしてますよ」

　おいぃいいいいいッ!?

　こら緋色！　人がせっかく丁寧に何重にもオブラートしてるのに、デリカシーのねぇこと言うんじゃねぇ！

　ブラをオブラートに包み過ぎて自分でも何言ってるのか分からなくなってたけど！

「────ッ!?　……、……んな!?　ッ〜〜〜〜〜〜〜!!!!」

　両腕で胸元を隠し、瞳をぐるぐるさせながら赤面する翠。

　俺は悪くない。むしろ鬼から隠してやったことを感謝してほしいくらいだ。

　なので、とりあえず俺は堂々としておくことにした。

「も、もしかして、アウターをどうしたのか聞いてきたのって……！」

　と、翠が俺を睨にらむ。ご名答。

　そのパステルピンクを上着で隠せれば事は早かったのだが、他から借りようにも葵はアウターを着ていなかったし、未来はアウターの上から腕輪をしていたせいで着脱不可能の呪われた装備状態だった。

　んで、翠はアウターを肩掛けにしていただけだったので、腕輪は関係なくロッカーに仕舞って来られたと。まあ、そういうことだ。

「なーんだ。そんなことなら作戦の変更なんて不要だったじゃないですか」

　などと葵が言うと、翠がぎゃーぎゃーと反論を口にするが今はスルーで。

「そこはあれだ。作戦の不確定要素を潰しておこうかと。要するに、あの作戦では葵と翠が陽動を行うことで緋色を逃がす隙を作りたかったわけだ。誰を追うかという鬼の迷いを誘導するのが目的だったわけだが、透けブラによって即座にターゲットを決められたら困るだろう」

「んなわけないでしょーがぁ！」

「それがあり得るのが男心というものだ。うんうん」

　まあ正確には、仮面をしていて顔が見えなかったから、鬼が男だという確信は無かったのだが、体つきから察するにたぶん男だろう。

　それに、最も体力の無い翠がターゲットにされれば、いざという時に即バッドエンドだ。

　だから、翠の姿が〝鬼の死角〟に入れるよう、位置取りの変更をする必要があった。

　未来と翠の配役を交代するという手もあったけど、スマホを持っていない未来には陽動のタイミングを知らせることが出来ないし、スマホを未来に渡せばそれこそ操作慣れしていない未来がアクシデントを誘発させることも考えられる。

　……とか理由を並べれば、きっとそれっぽく聞こえるだろう。

　本音？　そりゃ、知らねぇヤローに翠の下着を見せることが気に入らなかったからに決まっている。

　別に翠が俺の女だと言うつもりはねぇ。ねぇのだが……、それは何だか面白くないだろ。

　まあそういうことだ。

「わ、私！　ロッカーの上着取ってくるから！」

　ぎゅっと胸元を隠した翠が、そのままバタバタと廊下を走り抜ける。

「なーんか、緑門先輩。鬼から逃げる時よりも足速くないですか……？」

「私が苦労したのって、なんだったんだろうな。あはは……」

　葵が訝いぶかしげに翠の去った先を見つめ、とても珍しいことに緋色が恨み言のようなセリフを零こぼした。

　何か、その……、苦労を掛けたな、二人とも……。でも、ちょっと今は関わらないようにしておこっと。

　ということで、俺は長椅子の端に腰を掛けた未来の横に座った。

「未来もお疲れ。またデスゲームなんかに巻き込んで悪かったな」

　と、労ねぎらいの言葉を掛けておく。

「別に構わないわよ。突如デスゲームが始まることくらい、誰だって容易に想像できることでしょ？」

　そりゃお前がデスゲ脳だから出来る発想なのであって、普通のやつはそうならんだろ。

　まあでも、きっと今回のゲームは未来にとって完全なマイナスとも言い切れないはずだ。

「で、どーだ？　二回目を生き残った感想は」

「やっぱり与一くんと私が手を組めば、どんなゲームだろうと余よ裕ゆう綽しゃく々しゃくでクリア出来るわね。ふふ」

　と、笑みを浮かべる未来。

「でも、今回は俺だけじゃなくて、他に仲間が一緒だった。誰もお前を利用したり、裏切ったりなんてしなかっただろ？」

「そ、それは……、そうだけど……」

　デスゲームとはいえ、所詮は鬼ごっこ。鬼に接近するリスクなんて取らずとも、ゲーム終了まで逃げ回っていた方が安全だった可能性もある。

　それでも、鬼を捕まえるというリスクを取らせた。その最たる理由は、やっぱりこいつらの協調性や仲間意識を生む為だ。皆で鬼を追い詰めるという共通の目的を達成してもらう。そして、未来に仲間が、友達が信頼に足る存在だと知ってもらいたかった。

　だから、少しでも未来の心境が変わっていることをただ願うばかりだ。

「確かにそうね……。もしかしたら信じても、いいのかも……」

　そんな、とても小さな声が、

　雑音で搔かき消えそうな程に小さな呟きが、俺の鼓膜を震わせた。気がする。

「未来！　今、お前──」

「はぁはぁ……あ、犬飼先輩、やっと見つけましたぁ……」

　ん？　う、卯野原？

　見ると、乱れた私服姿の卯野原が、息を切らして俺たちの方へと歩いて来ていた。

　おいおい、マジかよ。

　今ちょっと良いいところなんだから、邪魔しないでもらいたかったんだけどなぁ。

　ったくよぉ。で、卯野原は何しに来たんだ？

「はぁー、犬飼先輩のせいで酷ひどい目に遭いましたよぅ……。後輩の私が権力で逆らえないからって、酷いじゃないですかぁ……。私の身体からだを使って、あんな強引なことをするなんて、鬼畜過ぎです……！」

　おい待て、後輩。

　俺はゲームのことで手伝いを頼んだだけだろうが。

　つーか、その言い方は語弊があるというか、誤解を誘導しようとする悪意がチラチラ見え隠れしているような気がするんだがどうだろうか？

「この乱れた息遣いと服装……。権力で逆らえない巨乳の後輩に、身体で強引なことをさせた鬼畜野郎、ね……」

　ほらぁ！　未来が誤解したまま冷静に事情を説明しちゃったじゃねぇか！

「犬飼くん、私たちが必死でデスゲームに挑んでいた間、いったいどこでナニをしていたんですかねー？　あははははは、もう私以外を見れなくしちゃいますよ？　いえ、きっとそうするべきですよね！　二人の幸せの為ために！　えへへへぇ」

　くっ、葵にまで誘爆しやがったぞ!?

　ちぃっ。このピンチ、どう乗り越えるべきだ……!?

　あーダメだわ。俺もそこそこ疲れてるから何も良い手が思いつかねぇ……

「まあまあ、みんな落ち着いてよ。与一くんがそんなことするはずないでしょ？　ね？」

「ひ、緋色……！」

　よっしゃ、まさかの助け舟！　ナイスフォローだ！

　うんうん。やっぱり、こいつは良いやつだなぁ。ありがとよ、緋色！

「きっと誤解があるんだよね？　だから与一くん、私に説明してみてよ！」

　と、純粋過ぎる笑顔で俺を見つめる緋色だったが、

「…………」

　まあ、いやぁ、その……

　説明すると余計な俺の思惑まで一緒にばれちゃうからなぁ……

　やべぇ。出せる情報が一切合切、何にもねぇ……

　こ、こうなったら、やるしかねぇ！　そう！　これが本当のデスゲームだ！

「────ッ！」

「あ、逃げたわ！」

「これはお仕置きが必要ですね。ふふふ」

「ええ!?　与一くん!?」

「あはは。犬飼せんぱーい、頑張ってくださいねっー！」

　こうして、鬼ごっこ第二部が開幕してしまったのだった。

　俺たちのデスゲームはこれからだ！


未完






「あ、あれ？　皆みんなが居ないわ!?　わ、私を置いてどこに行ったのよーっ!?」

　背後からは、そんな声が聞こえてきたような気がした。










六章　デスゲ脳と友達と







　週明け、月曜日。

　実はこの日は、〝友情人じん狼ろう〟のタイムリミットを翌日に控えた大事な日だったりする。

　一週間って意外と短いんだなぁって。

　で、未み来らいの友達作りに関することなのだが……

　はっきり言って、順調だった。意外なことに。

　突如デスゲームが始まったら、きっと裏切られる。

　デスゲ脳の心情としては、これが最も根強い根底なのだろう。

　実際に何の予告も無く始まったデスゲーム。そこで、未来は俺以外の誰かと協力をすることでゲームを生き残った。誰に裏切られることも無く。

　その体験をさせたことが、結果的に良い方向へ働いたのかもしれない。

　何であれ、とにかく未来の感情に変化はあったのだ。

　友達を作ってもいいと思えるほどの、大きな心境の変化が。




　それに初めて気づいたのは、学園へ登校した校門でのこと。




「おはよ、与よ一いち、未来さん」

　まだ眠気とかったるさの残る月曜の早朝。

　数人の生徒会役員たちと校門に立つ翠すいに挨拶をされたのだった。

「おはようございます、緑みどり門かど先輩」

「おっす、翠。どうしたんだ、こんなに朝早くから？」

　俺が問うと、翠も心底かったるそうに返事を述べた。

「朝の挨拶運動週間なのよ。伝統の行事だからどうのこうのって、あの老害が……、学園長が言い出したわ。お父様に報告して、寄付金を減額してもらおうかしら」

「お嬢様は学園長にもマウント取れるのか。すげぇな」

「与一だって似たようなものでしょうが」

「俺のはちょっと違うだろ。組織側に権力があるだけだからな」

「なら私のだって違うわよ。あくまで権力を握っているのはお父様なの。私じゃないわ」

「んー、そんなもんかねぇ……」

　でも翠はいずれ、父親の会社である程度のポジションに立つことは確約されているわけだろ。つまり後の権力者だ。多分だけど。

　で、俺みたいなＥランク運営の権力なんて、せいぜい出席日数を誤魔化す程度のもの。

　デスゲームの活動が関わってこなければ、俺だって一般生徒と何ら変わりはない。

　まあ、それで不自由したことも無いから、別にどうでもいいんだけどな。

「未来さんの方は、休日のあれから大事ないかしら？　私は筋肉痛が酷くて……、日々の運動不足を痛感したわ……」

　翠はスカートの上から太ふと腿ももをにぎにぎと揉もむ。そして、ちょっとだけ辛つらそうな顔を浮かべるのだった。

　翠の言う休日のあれとは〝ツイート鬼ごっこ〟のことを指しているのだろう。

　昨日は未来と一日中一緒に居たが、俺の目線では怪け我がや体調不良などの異変は見られなかったはずだ。

「ええ、私の方も軽い筋肉痛くらいでした。でも昨日、与一くんにマッサージをしてもらっていたので、もう大丈夫です」

「！　与一に、マッサージを……」

「はい。揉みしだかれました」

　脚をね！　変に省略していやらしい感じにするな。

「なるほど、そういう手が……。与一、実は私もここ三日間くらい筋肉痛で動けないくらいだったの！　だから、あとで私にもマッサージしなさい！　いいわね？」

「あれから三日も経たってねぇだろ。時空歪ゆがませんな」

「でも、それくらい辛かったのよ！　ホントに一日中、動けなかったんだから！」

「俺はお前のお手伝いさんじゃねぇんだよ。金取るからな」

「いくらでも払うわよ！　社長令嬢を舐なめないことね！」

「いや、そこで金出そうとしないでくれよ……」

　冗談だから。それに、お金を得る代わりに人として色んなもの失いそうだから。

　そんな視線を俺が送っていると、翠がはっとして軽く咳せき払ばらいをする。

「っと、話が逸それたわね。とにかく、もし何か異状でもあったら私を頼ってくれてもいいわ。未来さんに貸しを作れれば、与一への貸しにもなりそうだし」

「だから、変なところで俺を巻き込むんじゃねぇよ」

「緑門先輩を頼ることなんて、デスゲームが始まりでもしない限りありませんから。与一くん、邪魔をしたら悪いわ。行きましょ」

　それだけ言い残して、未来はすたすたと足早に校舎の方へ向かっていった。

　やれやれ。未来は相変わらず……

　ん……？　デスゲームが始まりでもしない限り……？

「ねえ、今のって……、もしデスゲームが始まったら、私を頼るって意味かしら？」

「ま、まあ、そうも聞こえたけど、どうだろうな……」

「与一！　今すぐに学園デスゲーム編を準備してちょうだい！」

「いや無理だから」

　そんな都合よくデスゲームなど始められないっつーの。

「与一くん！　早く！」

　昇降口の方を見ると、未来が振り返って俺を呼んでいる姿が目に入った。

　翠とは一言二言交わしてから別れ、未来の後を追うことに。

　さっきのあれ……、やっぱ未来のデレだったのかなぁ……？
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　時は流れ、体育の授業中。晴れ晴れとした空の下、グラウンドにて。

　普段から体育は二クラス合同でやるのだが、今日は休んでいる教師の都合とかでさらに男女合同が言い渡されている特殊な状況なのだった。

「うおぉぉぉ！　やるぜぇぇぇ！　屈伸だぁぁぁ！」

「俺の伸脚を見せてやるぜぇぇぇ!!!!」

「これが全力の深呼吸だぁぁぁ!!!!」

　男子一同、女子に良いいところを見せようと無駄に張り切っているご様子。

　……いや準備運動のテンションとは思えねぇな。クソ暑苦しい。ぜってぇペース配分とか考えてねぇだろ。

　やれやれ、もう少し俺のようにクールになるべきじゃないだろうか。

「……」

　まあ、二人一組のペアであぶれちまっただけなんだけどね。やっべぇ。

　ここで言い訳をさせてほしい。

　別に組んでくれる友達が俺に居ないわけじゃないんだよ。メインキャラじゃないから普段の描写が無いだけで。

　ただ偶々たまたま、人数の関係で誰ともペアになれなかっただけなのだ。ホント。マジで。

　にしてもやべぇな。こんな日に限って男女合同だなんて……

　あれだけ友達を作るように言っておいて、俺がボッチだと未来にばれたら何を言われることやら。ど、どうにかしねぇと……

「ねえ与一くん、もしかして一人なの？」

　と、不意に誰かが俺に声を掛けてきた。誰だが分かるけど未来ではありませんように。

　冷や汗を滝のように流しながら声の方を見やる俺。そこには真新しい体操服姿の未来が立っていたのだった。ですよねー。

　くっ！　やはり見つかってしまったか！　どどどどうする!?

「よ、よう、未来……。か、勘違いするなよ。これは、だなぁ……」

「？」

　俺を見て不思議そうに首を傾かしげる未来。っべー。

　い、いや諦めるな……！　考えろ俺……この状況を切り抜けられる何かを……ッ！

　そうだ！　これを望んだ結果だと置き換えることにしよう！　これしかない！

「俺は一人だけど、未来とペアを組む為ために、他の申し出を断ってたんだよ。つーわけだから、一緒にペア組もうぜ」

　これなら二人一組も作れるし、敢あえて一人になったのだと言い訳がつく。やはり天才か。

「えっと、その……」

　しかし、未来が気まずそうに俺から視線を逸らす。どうしたんだ？　未来もどうせ一人のはずだろ？

「残念、与一くん。未来ちゃんは既に私とペアなのでした！」

「緋ひ色いろ？」

　未来の後ろから緋色が元気いっぱいに姿を現した。

　組んだのか、俺以外のやつと……。いやまさか、未来に限ってそんなバカな。

「ペアを組めないと公開処刑に遭うから、実質デスゲームだと思って仕方なくよ。与一くんが空いていると知っていれば、こんなことには……」

「私が誘ったらオッケーしてくれたんだー！　私たち、もう友達だからね！　えっへへ」

　ま、マジなのか……

　あの未来が、緋色と一緒にペアを組むだなんて……！

「そ、そうか。なら仕方ねぇよな」

「ああでも、心配しないでね！　与一くんも含めて三人で組めば問題は無いもんね！」

　しかも、ついでに俺にとってめっちゃ嬉うれしい申し出までしてくれるとは。

　こんなに上手うまくいく展開があるなんて信じられん……

　よし！　だったら当然、返事は一択だよな！

「いいや、俺は別で当てがあるから二人で準備運動してくれ」

「そう？　なら未来ちゃんと二人組だね！」

「ち、近い……くっつき過ぎよ……」

「えへへー」

「んじゃ、俺は行くわ」

　俺は片手を上げ、ひらひら振ってグラウンドの端まで移動する。

　せっかく未来と緋色の距離が縮まっているのに、そこで俺が介入するのは無粋というものだ。邪魔は出来ねぇよな……

　でも、あれだな。もし三人組になっていたら、美少女二人と身体からだが密着しちゃう準備運動イベントが待っていたのかもしれない。そう考えると、ちょっとばかし無念が残る。

　だけど、これでよかったんだ。

　未来が友達を作る為であるなら、俺は喜んで犠牲になろうじゃないか。

　さて、俺は先生に二人組の申し出でもしますかね……
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　昼休み。

　今日は何故なぜか異様に学食が混み合っていた。まあ、偶にあるんだよな、こういう日が。

「どうする、未来。座れる場所がねぇんだけど」

「仕方ないわね。今日は購買で買って、どこかで食べましょうか」

　ということで、俺たちは購買でパンを買い教室へ戻ることに。

　しかし、今日に限って他クラスの連中が集まり、俺たちの机を占拠していやがった。

　うーん。でも、今さらどけと言うのも気が引けるしなぁ……

「あまり気乗りはしないけれど、あそこならどうかしら？」

　と、未来の意外な提案により、俺たちは再び別の場所へ移動する。

　しかし、

「図書室は飲食禁止です。私の聖地を汚すのは、たとえ犬いぬ飼かいくんでもキスをしてくれないと許しませんよ」

　なら仕方ないか。別の場所を探そう。

　俺は身体を半回転させ、出入り口の方へ……、行こうとして肩を摑つかまれた。

「待ってください。どこへ行くんですか？　キスだけで図書室の飲食を見逃すと言っているんですよ？」

「分かってるよ。それを承知の上で出て行くんだから」

「コホン。キスは言い過ぎましたね。では、代わりにチューでも許可をします」

「表現しか変わってねぇんだよなぁ……」

　こいつの要求なんぞ吞のんだが最後、依存されてバッドエンド直行だ。フラグは片っ端からへし折るに限る。

「まったく、犬飼くんはワガママさんですね」

「お前に言われたくねぇわ」

「灰被かぶりのヤンデレラ姫は、王子様を待つのではなく襲いに行くものなのです」

　悲劇的な童話だな。

　ヤンデレに襲われるなんて、王子様もさぞ過酷なデスゲームを体験させられたのだろう。

「葵あおいさん、今日だけでいいから見逃してほしいのだけれど」

「ふふ、もしかして犬飼くんがチューしてくれないのは、この女が居るからですかねー。なら、ここで排除すれば素直になってくれるかもですね」

「試してみたらどうかしら？　あ、でも、返り討ちにしちゃったら申し訳ないわね」

「あは。やってみやがれです」

　ハイライトの消えた瞳が未来を射い竦すくめる。

　つーか、お前らは仲良くなってねぇのかよ！

　あの翠すいと緋色からの流れだったら、確実に距離が縮まっていると思うだろーが！

「さて、これを見ても同じことが言えるのかしら？」

　言って、未来が一枚の布切れを取り出した。

　はて、俺もどこかで見たような気がするが……。何だったかな？

「？　それは？」

「与一くんの使い古したハンカチよ。これをあげると言っても、同じ態度が取れるのかしら？」

「思い出した！　それ、お前が使うからってあげたやつだろ！」

「だから使ってるじゃない」

「誰が交渉に使えと言った!?」

　未来、俺の私物を交渉材料にするんじゃねぇ……！　確かに要らなかったからあげたやつだけど！

「ふふ。これからも良い友達でいましょうね、二にノの瀬せさん」

「ええ、そうね」

　交渉成立とばかりに握手を交わす二人。

　いや、そういうパターンで仲良くなるのかよ！　思ってたのと違うんだけど！

「大丈夫よ。与一くん本体は誰にも渡さないから」

　俺にこっそり囁ささやく未来。

　渡す渡さない以前に、俺の所有権を握ってるのはおかしくないですかね……
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　そして、放課後。

　俺たちは翠に呼び出しを受け、生徒会室まで来ていた。

　部屋に入り周囲を見渡すが、今日は俺たち以外、生徒会メンバーなどは居ない様子。

　今日ここまで、未来の友達作りは至極順調。生徒会室に足を運ぶ間も、未来は何の文句も言うこと無く付いてきていたし。やっぱ、未来も変わって来てるんだなぁって。

「ところで緑門先輩、今日は何の用だったのでしょうか？」

　空いている席の一角に腰掛け、葵が問うた。

「え、まあ、特に用事があったわけじゃないわ。強いて言えば、ボッチで暇……じゃなくて！　もしかしたら皆みんなが私に会いたいんじゃないかと思って、気を利きかせてこちらから声を掛けてあげたのよ！」

「私は微み塵じんも会いたいだなんて思っていませんでしたけどね」

「俺も」

「私も」

「何でよ!?　ちょっとくらい優しさを見せなさいよ！」

　などと、翠が叫ぶ。ぎゃーぎゃー喧やかましいやつだな……。こっちは相変わらずか。

「私は緑門先輩と会いたかったですよ！」

「ひ、緋色さん……！　あなただけよ、そんなに純粋で綺き麗れいな心をしているのは！」

「あわわっ!?　抱き着かれると苦しいですよー！」

　この場で唯一の良心に心を射止められたのか、翠が緋色を抱きしめる。

「おーい、緋色。あんまり翠を甘やかすなよ？　あとで色々と面倒になるのは、緋色の方なんだからな」

「もう、与一くんは捻ひねくれてるなぁ。翠先輩は面倒じゃないよ！」

「そーよね。いいわよ、緋色さん。もっと言ってやりなさい！　むしろ顔でも殴ってやりなさい！」

「あはは、いや、それは……」

　ほら。既に面倒な絡からまれ方してるし。

「っと。まあ、冗談はその辺にして。せっかく来たわけだし、皆も今日くらいゆっくりしていきなさいよ。お菓子も用意したことだし。ほら、未来さんも食べなさいって！」

「い、いただきます……」

　押し売りでもされたような表情でお菓子を口に運ぶ未来。

　他人との交流に慣れていないんだろうな。ぎこちなさは残るけど、それでも編入したての拒絶反応に比べれば圧倒的にマシだ。

「それにしても、未来さんはスマホを持たないの？　葵さんや緋色さんはいいとして、未来さんは与一を経由しないと声を掛けられないのよね……」

「私自身は必要と感じたことは無いですね。持っていないのが当たり前の生活をしていたので。それに、アプリから始まる系のデスゲームにも巻き込まれなくて済みますし」

　んなもん実在しねぇよ。

　……いや待て、『ラビリンス』で謎アプリが開発中という噂うわさを聞いたような気が……。いやいや、それは考え過ぎか。

　まあでも、多少の心変わりがあってもデスゲ脳は相変わらずの平常運転らしいな。

「でも逆に言えば、それってデスゲームが始まっても外部の助けを呼べないってことでしょ。それこそ危険じゃないかしら？」

「それは……確かに、一理ありますね……」

「でしょ？　これを機に購入を検討するのもいいんじゃないかしら。それで、私の連絡先を増やす脱ボッチ計画にも貢献して何でもないわ忘れてちょうだい」

「本音が漏れてるぞ」

　こいつ、そんなことでスマホを買わせようとしてたのかよ。

　まあでも、未来と連絡を取りづらくて不便というのは俺も日常で感じたことはある。

　それに考えてみれば、スマホは友達関係を維持する為ための必須アイテムと言っても過言じゃないだろう。なら、持たせておくに越したことはないか……？

「未来ちゃん、スマホって便利なんだよ！　えっと、これが動画アプリで、こっちがツイッターで……」

「へえ」

　緋色が椅子を未来に近づけて座り、スマホの画面を二人で一緒に覗のぞき込む。

　どこからどう見ても仲睦むつまじい友達同士のワンシーンだったので、何だか感慨深くなってしまう俺だった。

「ずいぶんと未来も打ち解けてきたなぁ……」

　弟子の成長を見守る師の気分だ。まあ、弟子なんて持ったことねぇんだけど。

「ふん。私としては敵が増えただけですけど」

　葵が俺の隣に歩み寄り、溜ため息いき交じりに悪態をついた。まあ、葵も本心で言っているわけじゃないはずだ。たぶん。きっと。おそらく。

「────え？」

　ん？

　不意に、緋色の困惑するような声が聞こえてきた。何だか様子がおかしいような……？

「緋色？　どうした？」

「こ、これ……」

　俺が問うと、緋色は立ち上がり、俺の前でスマホを掲げてその画面を見せてきた。

　これは、ツイッターのタイムライン……？　個人アカウントのツイート履歴だな。

　それがどうかしたのか？　と、俺はもう一度ツイートに目を向ける。

　えっと、内容は……

「────っ！」

　と、それを見た瞬間、俺は半ば無意識に緋色からスマホを奪い取るようにして、ツイートの内容を読み込んでいた。




『二ノ瀬未来、ウザ過ぎ。もう学園に来ないでほしい。あの生意気な態度が気に食わない』

『不思議ちゃん発言で、人の目を引こうとしてるのが気持ち悪い。かまってちゃん消えろ』

『自分勝手に周りを巻き込む自己中女。手錠の時も、勝手なことをされて迷惑だったし』




　────────ッ!?

　な、なんだよ、これ……!?

　未来の悪口……？

　な、なんで……、いったい誰がこんなことを!?　それに、最後の〝手錠〟って……！

　頭の中で様々な情報が交錯する。い、いや、とりあえず一度落ち着け……

　俺は視線をアカウント名の欄に向けた。

　そこに表示されていた名前は……、──『迷宮の人狼』。

　迷宮……、『ラビリンス』────ッ!?

　バカな、あの〝人狼〟なのか!?　しかし、やはりそうとしか考えられない。

　自分の息が詰まるのを感じる。次いで、バクバクと鳴る嫌な心音と冷や汗が。

　おかしいだろ。何で、ここで〝人狼〟が……!?

　くそッ！　こんなタイミングで仕掛けてくるのかよ……！

　何も動きを見せねぇから、最終日まで黙って息を潜めているのかと思ってたのだが……

「っ……」

　と、俺はあることに思い至り、画面をスクロールする。

　すると、アミューズメント施設を背景に走り回る未来の写真がアップされていた。しかも、〝＃ツイート鬼ごっこ〟のタグ付きで。

　何にせよ、これはマズい。

　緋色がアカウントを見つけたということは、当然一緒に見ていた未来にもツイートの内容を知られているということだ。

「……あの、犬飼くん。敢あえてハッキリ言いますが、この〝人狼〟とやらの正体は──この中に居る誰か、ですよね？」

　いつの間にか、俺の隣から画面を覗き込んでいたらしい葵が言った。

「お、おい葵!?」

「黙っていても、いずれ誰かが気が付くことです。なら、変に有う耶や無む耶やになるより私が言った方がいいと思いませんか？」

「そりゃ、そうかもしれないけどよ……」

　あのゲームで手錠を使ったと知っていて、尚なお且かつ逃げ回る未来の写真をアップ出来たのは、葵、緋色、翠の三人に限られる。

　しかも、〝＃ツイート鬼ごっこ〟で写真をアップしているということは、明確な攻撃の意思を持って、未来を貶おとしめようとしていたということだ。たとえ、自分までもが鬼のターゲットにされようとも。

「み、未来さん……」

　心配そうに声を掛ける翠。

　が、しかし、

「────!!!!」

　ガタンと大きな音を立て、勢いよく立ち上がる未来。

　そして、未来は俯うつむいたまま生徒会室を飛び出していくのだった。

「未来ッ！」

　途中、俺が声を掛けるが、未来は立ち止まったり振り返ることをしなかった。

　ああくそッ！　事態が思った以上に、悪い方向に流れていやがる……！

　このままじゃ、未来がまた誰も信じれなくなっちまうじゃねぇか！

　そんなこと、あっていいはずがねぇ……！

「与一くん、行ってあげて！　未来ちゃんが一番信頼してるのは、与一くんだから！」

　緋色が叫んだ。

「ああ、分かってるよ！　行ってくる！」

　俺は生徒会室の開きっぱなしだった扉から、全力で身を投げ出した。
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　あれから数刻。

　見上げる空は宵闇に染まり、辺りは薄暗くなっていた。

　去って行った未来を追って、俺は校舎中を捜し回ったものの、結局発見には至らず。

　そして、気づいたら最終下校時間を過ぎていたのだった。

　が、万が一のことを考えて、俺は学園内を駆け回り続けた。それでも、未来の姿は見つからず、やがて俺が見回りをしていた教師に発見されて校内から摘まみ出された。

　もし未来が校舎に残っていれば、俺と同じように学園から放り出されている、もしくはいずれ出される可能性もある。

　そう考えて、俺は一度『ラビリンス』寮の自室に戻ったが、そこにも未来の姿は無かった。

　そして、ここに未来が戻って来たような形跡も見当たらない。

　部屋の中は、今朝、俺たちが家を出た時と同じ状況だった。物の位置は何一つ動いていないように思える。

「…………」

　当然、連絡を取ろうにも未来は携帯電話の類を所持していない。

　はぁ、どうしたものかねぇ……

　とりあえず、俺は『戻ったら連絡をくれ』と電話番号を記載した置手紙をして、すっかり暗くなった外へと足を運んだ。

　まずは近場から、手当たり次第に未来を捜索する。編入して間もない未来には、まだこの辺りの土地勘は無いはずだ。それに加え、スマホで地図を調べることすらも不可能。だったら、無む暗やみに迷子になるような場所へと向かうことは考えにくいだろう。

　……冷静な思考が残っていれば、の話だが。

　とにかく、もし遠くへ行ってしまえば俺だけが捜したところで見つかるはずがない。

　夜空の下、なるべく近場に居ることを祈りながら、俺は近所から順々に未来が居そうな場所を捜して回った。




　……と、そんなことを続けていたら、とっくに日付は変わり、気づけば朝あさ陽ひが昇っていた。時折スマホを見るが、未来からの連絡は未いまだに無い。

「さすがに、疲れたな……」

　誰に聞かせるでもなく、一人呟つぶやく。

　途中、何度か休憩を挟み、コンビニで買った携帯食料や飲み物を口にしたが、やはり歩き続ければ疲労は溜たまる。

　それでも、不思議と眠気は襲って来なかった。それだけ焦燥を感じているということなのだろう。

　まあ、一晩の徹夜くらいなら何ともない……はず。んなことより、とにかく未来を見つけ出さねぇと……！

　俺は再び、走る脚に力を込めた。




　そして、さらに数時間が経過。

　俺が登校する頃には既に昼休みだったが、まあ気にしない方向で。

　んで、未来に関してだが……、これだけ捜しても見つからないのだったら、学園に登校していても不思議じゃないはず。

　そう思い、俺は予あらかじめ連絡をつけておいた卯う野の原はらを訪ね、教室まで会いに来たのだが、

「未来さんなら、今日は登校していないですよ」

　とのこと。

　結局、ここでも空振りに終わったのだった。くそっ、また無駄足だったか。

「学園にも来てねぇとなると、いよいよ厳しいな……」

「そうですね。クラスの出席簿を確認しましたが、空欄のままでした。あと言われた通りに、葵さん、緋色さん、翠先輩にも聞きましたが、今日は誰も未来さんを見ていないとのことで、皆さん心配していましたね」

「そうか……」

　これは、本格的にやべぇ状況かもしれねぇな……

　ここまで来ると、さすがの俺も焦あせりに焦りまくる頃合いだ。

　単純に未来のことも心配だし、それに加えて〝友情人狼〟のこともある。

　刻一刻とゲーム終了のタイムリミットは迫って来ているわけで……

「もうちょっと校内を捜してみるわ。何か分かったら教えてくれ！」

　踵きびすを返し、教室を出て行く。

「あの、大丈夫ですか？　犬飼先輩……？」

「ま、心配するな。きっと全部、解決してみせるから」

　ひらひらと手を振って、俺は廊下を駆ける。

　そうして暫しばらく、俺は校内を見て回った。

　しかし、結局のところ未来は見つからず、ただただ時間だけが過ぎて行く。

　くそっ、もう時間がねぇ……

　せいぜい回れて、あと数カ所といったところか。距離があれば一カ所が限界だろう。

　……おかしい。さすがにここまで捜して見つからないとなると、何かを見逃しているとしか思えない。

　だとしたら、何だ？　俺は何を見落としている……？

　きっと未来だって、心のどこかでは誰かに見つけてもらいたいと思っているはず。

　土地勘も無く、スマホも無い。

　そんな心情で、未来が逃げ出すとしたら……、案外、近くに居たりするのかもしれない。

　……近く？

「！　もしかして……！」

　心当たりが思い浮かんだ瞬間、俺は疲れも忘れて走っていた。





◇






　ドアノブを回すと、案の定ドアは開いたままになっていた。

「入るからな」

　返事も待たずに足を踏み入れる。

　薄暗い部屋の中を覗のぞき込むと、やはりそこには人影が。

　目を凝らしてよく見てみる。すると思った通り、膝を抱えて座り込む未来の姿があった。

「与一、くん……？」

「やっぱり、寮だったか。まったく、手間かけさせやがって」

　そう。ここは『ラビリンス』寮。しかし、俺の部屋ではなく未来の部屋。

　ちょっと分かりづらいが、そのままの意味だ。

　つまり、未来が俺の部屋に押しかけてくる前の、本来住む予定だった方の部屋、ということだ。

　そもそも、未来が行きそうな場所などかなり限定されている。俺の考えが至らなかっただけで、未来はこんなにも分かりやすい場所に隠れていたのだ。まるで、見つけてくれと言わんばかりに。

「どうして、ここに？　学園に居る時間のはずじゃ……」

「それはお前もだろーが。まあ、俺は特権で自主的公欠だけどな。どっかのサボタージュお姫様を捜すのに一日中走り回ってたんだよ」

　俺が悪態つきながら言ってやると、ムスッとした表情で俺を見返してきた。

　しかし、次の瞬間には気まずそうに視線を逸そらし、抱えた膝に顔を埋うずめる。

　さて、こうして見つけたのは良いいが、どう声を掛けるべきか考えてなかったな……

　と、俺が少し考えていると、未来の方から言葉を紡つむいできた。

「やっぱり、他人なんて信じるものじゃないわね……」

　顔を埋めたままの未来が、自嘲的に吐き捨てる。酷ひどく沈んだ声で。

「んなことねぇよ。誰かを信じるっていうのは、きっと大切なことだ」

「たとえ、裏切られるとしても？」

　少しだけ未来は顔を上げ、そして俺を見つめた。

　鋭く、冷たい瞳は、異論を認めないと言わんばかりに俺に突き刺さる。

　その瞳は、遠い過去の記憶をくすぐるようで……

　あー、まったく。どっかの誰かに似たような眼めをしやがって。

　だから、俺はそれを否定する。〝あいつ〟の存在は否定されたくなかったから。

「確かに、誰かを信じるってことは、誰かに裏切られるかもしれないリスクまで負うことになる。何か大事なものを得たら、それを失うかもしれない恐怖も一緒に付いて回る。割に合わねぇよな」

「そう、よね……」

　未来の視線が宙を彷徨さまよう。

「でもな、未来。お前は間違っている」

「……どうして、そう言えるの……？」

「俺にも失いたくない大事なものがあった。でも、俺自身のせいでそれは呆あっ気けなく消えた。それでも……、失う怖さを知っても、俺はまた同じように大事なものを得ようとしている。失ったものと、その過去を否定したくねぇから」

「……急に何の話？」

「与太話。ちょっと付き合ってくれ」

　怪け訝げんそうな顔をする未来を無視して、俺は勝手に話を続ける。

　大事なものを失った愚か者の昔話を。

「昔、お前によく似た女の子と仲が良かったんだ……。そいつは無ぶ愛あい想そうで他人を寄せ付けない、クラスから孤立した一いっ匹ぴき狼おおかみだった。でも、捻ひねくれた性格にシンパシーでも感じたのか、唯一俺とだけは口を利きいてくれていた。まあ、当時は俺も人生ソロプレイヤーだったから、単に話しかけやすかっただけなのかもしれねぇけど。とにかく、俺とはそんな関係のやつだったわけだ」

「その女の子は、今はどうしているの？」

「死んだよ。あの『ラビリンス』でな」

「…………！」

　未来は短く息を吞のんだ。

「っと。まあ、あれだ。あんまり暗い話にしたくないから、重く考え過ぎないでほしいんだけど──」

　と、前置きして俺はそのまま言葉を続ける。

「そいつの名前は白しら崎さき厘りん。俺が初めてプレイヤーとして『ラビリンス』に参加した時、デスゲームで共闘していた仲間でもある」

「え、与一くんもプレイヤーとしてデスゲームに参加していたの……？」

　驚き目を見開く未来に、俺が頷うなずきで返した。

「プレイヤー側としての参加は一回きりだったけどな。しかし聞いて驚け、俺はデビュー戦当時からデスゲームでは無双状態だった。やっぱ、他人を騙だましたり欺いたりする才能があったんだろうな。ふっ」

「それはあまり他で自慢しない方がいいわね……」

　未来のジト目が俺に突き刺さった。確かに自慢できる話ではねぇんだけど。

「で、そんなだったから俺は調子に乗っていた。傲慢さが出ていたわけだ。んで、死にかけた。人間、死ぬときはあっさり死ぬんだなって思ったな」

「で、でも、与一くんは今もこうして生きて──」

「ああ、そうだ。俺は生きている。……あいつが、厘が俺を救ってくれたから。俺を庇かばって、厘は死んだ。俺の為ために、犠牲になったんだ」

「…………そう、だったのね……」

　未来は目を伏せ、短くそう言った。

　厘は死んじまったけど、それで俺は今ここに立っている。

　厘の存在を、あいつの死を無駄にしたくない。

　だから、未来にもそのことを知ってほしくて、俺はこんな話をしているのかもしれない。

「まあ、それからだな。『ラビリンス』で生き残った俺が、運営として働いてみないかとスカウトされたのは」

「でも、それでどうして運営側についたの？　与一くんにとって『ラビリンス』は仇かたきだったんじゃ……？」

　俺を見つめ、未来が疑問を投げかけてきた。

「復ふく讐しゅうの為だ。厘の仇を討ちたかった。『ラビリンス』運営委員でトップのＳランクに成り上がり、やがて内部から組織を崩壊させる。それが俺の目的だ」

「……復讐の為、ね……」

　反はん芻すうするように未来は呟つぶやいた。

「当然、Ｓランクを目指すっても、運営に従順な手駒になってやる気は無い。俺がＳランクを目指す為に、また別の犠牲が生まれるのは、こう、何か違うだろ？　プレイヤーたちを自分の利益の為に利用してるようじゃ、『ラビリンス』組織とやってることは何も変わらねぇ。だから俺は今まで、担当したプレイヤーは必ず生還させてきた。デスゲームに加担している、せめてもの償いという意味でも」

　そして、厘が俺を救ってくれたように、今度は俺が誰かを救うべきなのだ。と、俺はそう思っている。厘に顔向けできなくなることはしたくない。

「……そう。ってことは、私を救ってくれたのも、もともとはそれが理由だったのね」

「まあな。とはいえ、俺はまだ弱い。すべてを救うなんて大それたことは出来ない。でも、手の届く範囲では、全員救ってきたつもりだ」

「ええ。どうやら、その通りみたいね」

　きっと、どこかの姦かしましい三人の顔でも思い浮かべているのだろう。未来は考えるようにして、遠くに視線を向けた。

「未来がどう思うかは分からないけど……。もし厘が居なければ、俺は確実に死んでいた。あいつが居たから、俺は生きて帰ることが出来た。仲間が……、友達が居たからこそ、俺はあのデスゲームで生き残ることが出来た。だから、俺はあいつに感謝してんだ」

　その身を犠牲にして俺を生かしてくれた厘。あの自己犠牲が正しい選択だったのかは、俺にも分からない。

　でも、あいつの存在だけは、胸を張って肯定してやれる。間違いなく、厘は俺にとっての救いだったのだと。

「…………」

　未来は何も言わない。ただ、視線を落として俺の次の言葉を待っているようだった。

　その姿でさえ、やっぱりどこか厘に似ていて……

「まあ、ありきたりな結論にはなっちまうけど、やっぱ友達って必要なんだよ。デスゲームでも人生でも、支えてくれる友達とか仲間は居た方がいいに決まっている。友達が居たからこそ、生き残れることもある。──だから、もう少しだけ心を開いてみてもいいんじゃないか？　失うことに怯おびえて、何も持てなくなるよりはずっと良いはずだ」

　俯うつむいたままの未来に、俺は言った。

　この言葉が未来の心に届いているかは分からない。でも、出来る限り俺の想おもいは乗せたつもりだ。

「はぁ……。ホント、ただの与太話ね」

「ははは。だろ？」

「ええ、下らない話ね。まったく……そんなことを言う為に、わざわざボロボロに汚れるまで私を捜し回っていたの？」

　んだよ。ったく、酷ひでぇ言い草だな。

　しかも、汚物でも見るような目で見てきやがるし。

「ん……？　って、おい、マジじゃねぇか……!?　うわー。制服とか、めっちゃ汚れてんなぁ……」

　昨日からずっと未来を捜し回っていたせいで、土やら埃ほこりやらで制服や靴なんかが汚れ切っていた。あと、何か汗臭い気もする。

「ふふ、まったく。どれだけ捜せば、そんなに汚れるのよ。綺き麗れいごとは言うくせに」

「う、うるせーな。お前のせいだっつーの！」

「はいはい。ごめんなさいね」

「こ、こいつ……」

　さっきまで落ち込んでたくせに、急に図に乗りやがって。調子の良いやつだな……

　まあ、こっちの方が幾分かマシだけど。

「とりあえず、部屋に戻れよ。ここじゃなくて俺の部屋な。気分が落ち着くまで、ゆっくり休んでろ。いいな？」

　言って、俺は踵きびすを返す。

「与一くんは……？」

「俺はちょっとやることがあるから、学園に戻る。…………それと、もし、未来に気持ちの変化があったのなら────────」

　それだけ言い残して、俺は部屋を出た。

　スマホを確認すると、現時刻は一六時過ぎ。〝友情人狼〟のタイムリミットである一七時まで、時間の余裕は無い。

　でもまあ、最後に頑張れば何とかなるはず……！

　寮から出た俺は、疲れた身体からだに鞭むち打うって、また全速力で学園へと駆け出した。

　……あとは、未来を信じるだけだ。










七章　〝友情人狼〟ゲーム







「はぁ……、はぁ……、はぁ……。きっつ……」

　息苦しさに加え、疲労が蓄積した身体では足が鉛のように重く感じられた。

　だが、なんとかタイムリミットまで二〇分程を残し、俺はここに辿たどり着いていた。

　左手に持ったスマホをそのままポケットに仕舞い込み、顔を上げる。

　目の前には目的地へ繫つながる扉。

　しかし、だからといって今直すぐに決着とはいかない。

　この〝下準備〟を考慮しても、時間的にはギリギリ間に合うかどうか……

「まあ、残り時間を考えても仕方ないよな……。はぁ、はぁ……」

　言うことを聞かない足を無理矢理に前へ進め、俺はその扉をゆっくりと開いた。

　そして、部屋に入る。

　その先には、今となっては見慣れた風景。しかし、普段とは違い、そこに居たのは組織をまとめ上げる長おさの一人のみ。

「人を呼び出しておいて、自分が遅刻するなんて失礼じゃないかしら？　まあ、急いで来たみたいだから、許してあげるけど」

　と、翠すいは軽い憎まれ口を叩たたきながら、俺を出迎えてくれた。

　そう。つまり、ここは生徒会室というわけだ。

「はぁ、はぁっ……。わ、悪いな。全速力で走ってきたけど、さすがに運動不足の身体だと、四六時中走り続けるのはしんどくてな……」

　息を整えながら、俺は汗を拭って翠を見やった。

「とりあえず、お疲れ様。で、未み来らいさんは本当に大丈夫だったの？」

「ああ、電話で話した通りだ。無事に見つかったよ。……それより、今は時間が無くてな。いきなりで悪いけど、本題に入らせてもらうぞ」

　翠も未来のことで色々と気になっているのだろうが、今俺が優先すべきは〝友情人狼〟の経過についてだ。

「例のゲームについて、ね。与よ一いちが走りながらの通話だったから、少し聞き取りづらかったのだけれど、要するに私への〝協力要請〟という認識でいいのかしら？」

「そういうことだ。頼む、力を貸してほしい」

〝友情人狼〟の概要については、ここに来るまでに翠に電話で説明しておいた。

　未来に友達を作らせないといけなくなったこと。

　この学園には友達になってはいけない〝人狼〟が紛れ込んでいること。

　──そして、〝友情人狼〟クリアの為に、翠を未来の友達として指定させてほしいということを。

　ゲームのタイムリミットは一七時であり、それまでに〝人狼〟以外の相手と未来が友達にならなければ俺は敗北となる。

　その現状とルールについても、翠は理解してくれているはずだった。

「もちろん、私が協力することは構わないのだけれど、どうして白羽の矢が私に立ったのかしら？　説明する必要も無いと思うけれど、私だって〝人狼〟の可能性がある候補者のはずでしょ？」

　と、翠は辿り着くであろう当然の疑問を口にしたのだった。

　何故なぜ、俺が葵あおいや緋ひ色いろでなく、翠に協力を依頼したのか？

　そうだな、いちおう説明しておくべきか。

「単純な消去法だ。葵、緋色、翠の中で、明らかに〝人狼〟である可能性の低いやつが一人だけ居た。それが翠だったんだよ」

「どういうことかしら？」

　翠は小さく首を傾かしげて俺に問うた。

「思い出してほしい。昨日見たツイッターの悪口の中で、『自分勝手に周りを巻き込む自己中女。手錠の時も、勝手なことをされて迷惑だったし』という内容のツイートがあったのは覚えてるか？」

「ええ、そんなのもあった気がするわね……」

「〝手錠〟というワードで俺が真っ先に思い至ったのは、数日前の〝ツイート鬼ごっこ〟の件だった。鬼を手錠で拘束することで、ゲームをクリアしたという印象が強かったからな。それに、〝人狼〟のアカウントには〝＃ツイート鬼ごっこ〟でアップされていた写真もあったわけだし」

　そうやって、俺たちの思い込みによる勝手なイメージが、どんどん引っ張られていたのは間違いない。

「でも、それっておかしくないか？　もしあれが〝ツイート鬼ごっこ〟の件だとしたら、〝手錠の時も〟に続く〝勝手なことをされて迷惑だった〟という文は、いったい何を指しているんだろうな？」

　ここがあの悪口ツイートの最大のポイントだ。

「……確かに、そうね。未来さんが鬼を拘束したにせよ、〝勝手なことをされた〟という受け取り方は不自然な気がするわ」

「そうだ。だからこそ、これは別のシーンを指している書き込みだったんじゃないかと思い直したわけだ」

　そうして思い返してみると、このツイートに一致しそうな事件が確かにあったのだ。

　それこそが……

「未来と緋色が手錠で繫がれてしまった事件。このことを指していると考えるのが、最も自然に文脈が繫がるんだよ」

「？　その事件って、いったい……？」

　言いかけ、口を閉ざす翠。まあ、当然の反応だろうな。

「そうだ。あの一件を知っているのは、俺と当事者の未来、緋色、それに手錠の鍵を貸してくれた葵に限られるはず。俺たちの中で、翠だけはその一件のことを知らないんだ。だとすれば、事情を知らないはずの翠が、あんなツイートをするはずが……、出来るはずがないんだよ」

　と、これが俺の考えた消去法の答えだった。

　未来と翠が初めて出会ったのは、あの一件が起きた翌日の放課後のこと。

　であるならば、翠だけは明らかに〝人狼〟であると言いづらいんだ。

「なるほどね。だから、他の誰でもなく私を頼ってきたってことね……」

「ああ。正直なところ、葵と緋色のどちらが〝人狼〟なのかは分からねぇ。でも、翠だけは〝人狼〟では無いと言い切れるだけの根拠があるわけだ」

「そう。ま、そういうことであれば、もちろん私は与一に協力してあげるわよ」

「助かる。ありがとな、翠」

　さて、これで〝友情人狼〟をクリアするための〝下準備〟が整ったわけだ。

　だけど、まだこれでゲームが終わったわけじゃない。

　生徒会室の時計を横目で見ると、時刻は一六時四七分を示していた。

　……ギリギリだな。

　あとは最後の確認を終わらせて、未来を信じて待つだけだが……

「悪い、翠。もう時間がねぇ。手っ取り早い方法で、翠を完全な白だと断定させてほしい。疑ってるわけじゃないんだが、今ここでツイッターのアカウントを確認させてもらってもいいか？」

「それ、完全に疑っている人の言い分じゃない……。ま、いいけどね。アプリを確認したら、私が〝人狼〟じゃないって分かるでしょ？」

「ああ、悪いな」

　翠は自身のスマホを取り出し、ロックを解除してから俺に差し向けてくる。

　左手をポケットに突っ込んだまま、俺は右手でそれを受け取った。

　ツイッターのアプリを起動させて、アカウント情報を見るが、やはりそれは〝人狼〟のアカウントではない。

　まあ、そもそも〝人狼〟が証拠となるアカウントをログイン保持したまま持ち歩くとは考えづらいのだが。

　だからこそ、俺はここまで回りくどいことをする必要があったわけだ。

「よし、どうやら間に合ったみたいだな」

「まったくもう……、まだ安心するのは早いわよ。タイムリミットまでに、私と未来さんが友達にならないといけないんだから。それで、未来さんはどこに居るの？　与一が協力を申し出たんだから、当然近くに呼んであるんでしょ？」

「ああ、未来は既に呼んである。きっと、ここに来てくれるはずだ。……でもよ、間に合ったってのは既に確定事項だ。もう少し遅かったら、危うく〝人狼〟の正体を見破る前にゲームが終わっちまうところだったからな」

「え……？」

　小さく呟つぶやきを漏らす翠。困惑に揺れる瞳が俺を捉えていた。

　口にするのは躊躇ためらわれたが、それでも俺は言葉を続ける。このゲームを進める為ために。




「〝人狼〟の正体はお前だな────翠！」




　そう、俺ははっきりと口に出した。

　二人だけの静かな生徒会室で、自分が放った言葉が嫌に耳元で反響する。

「よ、与一……!?　何を、言っているの？　さっき、私は〝人狼〟じゃないって……」

　困惑に揺れる声で、翠が問いを投げてきた。

　当然だろう。さっきまでとはまったく真逆のことを、俺が急に言い出したのだから。

「ああ。さっきまで俺は、翠が〝人狼〟ではないという根拠を説明した。でも、それは翠のスマホを確認するために騙だまされている振りをしていただけなんだよ」

「スマホを？　ねえ、何を言っているの？　私は〝人狼〟なんかじゃ……」

「いいや、お前が〝人狼〟の正体だ。そして、これがその動かぬ証拠だ」

　俺は翠のスマホ画面を掲げて見せた。

　きっと直ぐに気づくだろう。証拠となる理由は分からずとも、その画面の違和感に。

「ＳＭＳ？　……認証コード……？」

　首を傾げる翠。

　つい今しがた翠のスマホに届いたショートメッセージ。これこそが俺の張った罠わなに外ならない。

「順に説明していこうか。まず、俺がその罠を張ったのは、あの〝ツイート鬼ごっこ〟の時だ。俺はとある二つの目的から、あの時点で大きな噓うそをついていた」

「……何よ、大きな噓って？」

「あれはそもそも〝ツイート鬼ごっこ〟なんてゲームじゃない。普通の〝鬼ごっこ〟だ。〝ツイート〟やら〝小鬼〟なんかは、俺がその場で適当に考えた『噓のルール』だな」

「んな!?」

　翠は短く驚きの声を上げ、目を見開いた。

　そう。あのゲームには一般客の中に紛れ込む〝小鬼〟なんて存在しない上、鬼がツイートを確認してプレイヤーの居場所を探るなどというルールも無い。

　すべて俺が勝手に後付けして、それらしい噓のルールを吹き込んでいたというわけだ。

「噓のルールを吹き込んだ二つの目的の内、一つは未来の友達作りに関する理由だ。スマホを持っていない未来は、他のやつらと協力しないと不利なゲームになる。つまり、友達作りのサポートをする為の偽装ルールだな」

〝ツイート鬼ごっこ〟のルールでは、スマホを持っていない未来には厳しい仕様になっている。

　だから、未来は他のやつらを頼らざるを得なくなる。

　そうやって強制的に他人と関わらせることで、未来が他人との距離を縮められると考えてのルールだ。

「そして、目的の二つ目は、未来以外の三人の中に〝人狼〟が紛れていた場合、その正体を炙あぶり出す為だ」

　現状、重要なのはこっちの話だな。

「ちょ、ちょっと待ちなさいよ！　そもそも、噓のルールとか言ってるけど、私たちは実際にあのゲームで〝小鬼〟のツイートを見ているわ！　あれはどう説明するの!?」

　翠が捲まくし立てるように問うた。

　そうだな、先にそっちの方を説明しておこう。

「まあ、そこは卯う野の原はらに頑張ってもらうことになっちまったな。プレイヤーを盗撮し、その写真をアップする作業をしていたのは、あいつ一人だけだ。卯野原が複数の〝小鬼〟アカウントを使い分け、さもそれだけの人数がいるように見せかけることで、ルールに信しん憑ぴょう性を持たせていたってわけだ」

　最後の方は疲弊であんなことになっていたが、無理をさせ過ぎたことは反省している。

　でも、最後の最後で卯野原がきっちり復ふく讐しゅうしてきやがったので、また機会があれば無理をさせようと思い直した。

「卯野原さんが、あれを一人で……。でも、その偽装ルールと〝人狼〟の正体を炙り出す話はどう繫つながってくるって言うのよ？」

「考えてみてくれ。〝人狼〟がターゲットの未来と共にデスゲームに巻き込まれた。そうなれば、〝人狼〟は次にどんな行動に出ると思う？」

「どんな行動って……、普通に生き残るための行動を……」

「違うな。その前にやることがあるだろ。〝人狼〟はそのデスゲームを利用して、未来を〝友情人狼〟そのものから排除する行動を取るはずだ。これなら、〝鬼ごっこ〟時点で〝人狼〟が疑われることも無く、強制労働という敗北ペナルティで未来を〝友情人狼〟から追放することが出来る」

「っ…………!?」

　息を吞のむ翠。その姿を一いち瞥べつして、俺は話を続ける。

「あの〝鬼ごっこ〟に巻き込まれたのは、確かに偶然だ。だが、俺はその偶然を都合の良いいように利用することにした。〝人狼〟なら高い可能性で〝鬼ごっこ〟を利用し、未来の排除を企たくらむだろう。だったら、それを逆手に取り、ルールに手を加えることで〝人狼〟の正体を特定する為の罠として使ってしまえばいい」

　それが、あの〝ツイート鬼ごっこ〟というわけだ。

「実際、俺の考えは当たっていた。〝人狼〟はゲーム中、〝＃ツイート鬼ごっこ〟で写真をアップし続け、鬼に未来を襲わせるという策を講じていた。それが無意味な行為だとも知らずにな」

　もし〝人狼〟があの中に居なければ、〝＃ツイート鬼ごっこ〟にアップされている写真はすべて卯野原が撮影したものであるはず。

　しかし、実際には卯野原も身に覚えのない写真が紛れ込んでいた。それも、アミューズメント施設を逃げ回る未来の写真が。

　これは〝人狼〟が、悪意を持って未来を陥おとしいれようとしていることに外ならない。

〝友情人狼〟などという不確定な勝利よりも、〝ツイート鬼ごっこ〟で鬼を利用し、確実に未来をゲームオーバーへ追い込んだ方が〝人狼〟にとって都合が良いからだ。

「あの〝鬼ごっこ〟が終わった後、〝人狼〟はアカウント名の設定を〝小鬼〟から〝迷宮の人狼〟に変えた。そして、タイミングを見て例の悪口ツイートをした、と。ゲームの流れを繙ひもとけば、こういう感じになるわけだ」

　ちなみに、仮に〝人狼〟が悪口ツイートをしなかったとしても、鬼ごっこの写真をツイッターにアップした時点で、アカウントを開設したのかどうかの判断は可能だ。

「……何となく話は理解出来たわ。でも結局のところ、このスマホに届いたショートメッセージはどう関係してくるわけ？」

　俺の手からスマホを奪い取り、そのまま画面を突き付けてくる翠。

　早く意図を説明しろと言わんばかりの権幕だ。

「ポイントはツイッターの仕様と、〝人狼〟が鬼ごっこの最中にアカウントを開設したという点だ。まず後者だが、鬼ごっこ中に新しく〝小鬼〟アカウントを作ったということは、必ずスマホを経由してのメールアドレスか電話番号から登録しているよな。まさか、パソコンを使って登録なんてするはずもないだろうし」

「ええ。それはそうでしょうけど」

　頷うなずく翠。

　それを見て、俺は話を続ける。

「次は前者、ツイッターの仕様についてだ。まあ、ツイッターに限った話じゃないが、例えばパスワードを忘れてアカウントにログインできなくなった場合、パスワードの再設定をすることが出来るのは知ってるよな？」

「当然、それくらい知っているわよ。アカウント情報や登録した際のメールアドレスなんかがあれば──」

　言いかけ、翠は口をつぐむ。

　そして、ゆっくりと手元のスマホに視線を向けた。やがて、一滴の汗が翠の頰を撫なでる。

　ここまで説明すれば、いい加減に気づくか。

　俺の仕掛けた罠に、どんな意図が含まれていたのかを……

「おかしいだろ。俺が〝人狼〟のユーザー名宛てに送った〝パスワード再設定のショートメッセージ〟が、翠のスマホに届いているなんて」

「っ…………」

　無言で立ち竦すくみ、定まらない焦点で俺を見つめる翠。

　何も言わないのであれば、俺が代わりに説明してやろう。

「通常、パスワードを忘れた際などに、『ツイッターアカウントを探す』からユーザー名を検索することで、そのアカウントに登録したメールアドレスまたは電話番号宛てに、パスワード再設定用のメールかＳＭＳを送ることが出来る。俺は翠のアカウントを確認する直前、ポケットに隠していた自分のスマホで〝人狼〟のユーザー名〝＠×××××〟宛てにパスワード再設定のＳＭＳを送った。するとタイミングよく翠のスマホが、パスワードをリセットする為のショートメッセージ、つまり認証コードを受信した。っと、そんなこと偶然じゃあり得ないだろ」

「で、でも……！　誰かの悪戯いたずらで送られてきたショートメッセージのタイミングが重なっただけの可能性も、まったく無いわけじゃ……」

「だったら、その認証コードを使って、〝人狼〟のパスワードをリセットしてやってもいい。〝人狼〟の正体が翠でないのならば、アカウントのパスワードは書き換えられないはずだからな」

　もちろん、これはツイッターの設定を変えれば回避可能な罠だ。

　だが、殆ほとんどのユーザーは初期設定のまま変更することなく放置していることが多い。

　それが〝迷宮の人狼〟という一時しか使用しない捨てアカであれば尚なおのことだろう。

　だが、もしパスワード再設定のメールもショートメッセージも送れなかったならば、その時はその時。別の方法を考えればよかった。ただ、それだけのことだ。

「……いつから、私が怪しいと思っていたのかしら？」

　下を向く翠の瞳は揺れ、身体からだは小さく震えていた。

　自白、と受け取っていいのだろうか。

　翠の真意は分からないが、俺は答え合わせを続けることにした。

「まず、最初に説明するならこのゲームの〝メタ読み〟からだな。別に初めから翠だけを怪しんでいたわけじゃない。上層部側の視点に立って、〝人狼〟を任命するなら誰が適任か？　当然、俺の身の回りの友好関係を攻めるはずだ。まったくの他人を〝人狼〟に選ぶよりは、俺の知人を選ぶ方が〝人狼〟の勝率も上がるだろうし。まあ、俺も友達を疑いたくは無かったが……、デスゲーム運営という職業病からか、どうしても信じるのは疑い切った後になっちまうんだよな」

　過去に、俺が『ラビリンス』で体験した裏切りや運営として見てきたゲーム。

　それらの経験が、〝常に周囲を疑う〟という俺の癖に繫がっていた。

　とはいえ、疑うという行為自体は決して悪いことなんかじゃない。信じることと同じくらいに大切なことだ。

　疑い抜いた結果、その相手が白なのだと断定できれば、それは何よりも強固な信頼に繫がる。

〝疑う〟ということは、ある意味〝信じる〟ことと表裏一体。信じたいからこそ、疑うのだ。

　……だが、〝人狼〟はその疑いを信頼に変える為ための〝ツイート鬼ごっこ〟という罠にまんまと嵌はまった。

　あとは浮上した違和感を辿たどって行けばいい。そうすれば自おのずと〝人狼〟の正体に繫がる道が見えてくる。

「違和感の始まりは、あの悪口ツイートの後だ。明らかに一人だけアリバイがあるという翠の状況が怪しかった。翠が友達として指定される為の誘導は出来ていたが、もう少し自然な方法を考えるべきだったな」

　たとえ翠だけが知り得ない情報があったとしても、他の目撃者からその情報を仕入れることは可能なのだ。

　そこの不確定要素を排除していれば、俺を騙だますことが出来ていたかもしれない。

　まあでも、このゲームは〝人狼〟側の苦労も多いのだろう。

　そもそも〝友情人狼〟で指定される友達は一人だけになる可能性が高い。多くの友達候補と友好関係を築けたところで、大勢を友達に指定してしまえば、それだけ〝人狼〟が紛れ込む確率が上がってしまうからだ。

　つまり、〝人狼〟を含む友達候補が三人いたとしても、そのうち一人だけしか指定しないことで、ゲームオーバーになる可能性を下げられるということ。

　だからこそ、翠からしてみれば葵と緋色を友達として選ばせない何らかの策が必要だったということだ。

〝ツイート鬼ごっこ〟を利用し、〝友情人狼〟の勝敗が決する前に、未来のゲームオーバーを狙うのも一つの策である。

「そして次に、〝＃ツイート鬼ごっこ〟の写真だ。アップされていた未来の写真には、一緒に逃げる葵、緋色の服や身体の一部が写り込んでいた。にもかかわらず、翠の服や身体の写り込みは一切なかった。まあ、当然だよな。翠は写真を撮っている側なんだから、自分の姿が写真に写り込むなんてありえないだろ」

　と、これがもう一つの違和感だった。

　俺の思考を誘導する方法自体は悪くないのだが、詰めが甘いと言わざるを得ない。

　まあ、〝人狼〟が〝ツイート鬼ごっこ〟に乗ってきた時点で、俺としては最悪、〝人狼〟が誰なのか特定する必要は無かったわけだが。

　可能性としては、ＳＭＳが届く、届かないの二通り。

　もし、翠のスマホにＳＭＳが届けば〝人狼〟確定。その場合、葵と緋色を友達に指定すればゲームクリア。

　仮にＳＭＳが届かなければ、翠は〝人狼〟ではないと言える。その場合は、翠を友達に指定すればゲームクリアということだ。

　今回は特別、翠に怪しいポイントがあったから呼び出しただけで、この役割は葵や緋色でも成立はする。

　つまるところ、たとえ俺が誰を呼び出していたとしても、〝友情人狼〟クリアは決まっていたのだ。

「〝友情人狼〟クリアは既に決まっていた。……なぁーんて、そんなことを考えていたのかしら？」

　────────ッ!!!!

　人の皮を被かぶった狼おおかみが嗤わらった。

　ブラフ……のようには思えないが……。何だ？　何を考えている？

「与一の言う通り、〝人狼〟の正体は──そう、私よ。私は何かゲームに使える情報が無いかと、未来さんの編入初日からずっと人を使って彼女を張らせていたの。そして、未来さんと緋色さんが手錠で繫つながれ、葵さんの元を訪れたという報告を聞いた。その時から、この情報を利用する為の手段を考えていたのよ」

　翠は〝人狼〟のカミングアウトをして、自らの策を開示していく。ただ、淡々と。

「やっぱりか。だとすれば、あの日、図書室には翠の手駒が紛れ込んでいて、俺たちを監視していたってことか……」

　まあ、言われてみればそんなやつも居たような……、という感じだ。

　確かに視線を感じた瞬間もあったが、あの時は図書室で騒いでいた俺たちを一いち瞥べつしただけなのかと思っていたのだ。

「あの誘導は上手うまくいったと思ったのだけれど、与一には通用していなかったのね。……でも、まだよ！　まだゲームは終わりじゃないわ！」

「それは、どういう意味だ……？　俺は〝人狼〟を見つけ出した。だったら、それでゲームの決着は──」

「〝人狼〟の正体を見破ったのは、さすがといったところだけど……、まだ私には勝利条件が残っているじゃない……！」

　虚勢とは思えないような声音で言い放つ翠。

　俺は咄とっ嗟さに時計を確認した。

　一六時五六分……。もし、何かしらの逆転劇が起こるのであれば、俺が巻き返すだけの時間は無い。

「私に残された最後の勝ち筋……それは、未来さんに友達が出来ないままタイムリミットを迎えること……！　残り数分の間で、孤独になった未来さんに友達を作ることなんて不可能よ！　だから、このゲームは──私の勝ちよ!!!!」

　声高らかに、翠は宣言した。

　たとえ手負いの狼だとしても、未いまだに獲物を諦めてなどいないらしい。そんな感覚がひしひしと伝わってくるようだった。

　でも、

「んなこと、こっちだって分かってるんだよ！　言っただろ、未来は既に呼んである。ゲーム終了ギリギリ、一七時までに未来はここに来る！　葵と緋色を連れて、必ずな！」




　──それは、生徒会室に来る前のこと。

『俺はちょっとやることがあるから、学園に戻る。…………それと、もし、未来に気持ちの変化があったのなら、葵と緋色を連れて一七時に生徒会室へ来てくれ。翠は俺が誘っておくから、また皆みんなで遊びに行こうぜ！　待ってるからな！　あ、あと────』

　それだけ言い残し、俺は未来と別れたのだった──




〝人狼〟を見つけ出すのは俺の役目だ。

　でも、その先は未来に託すしかなかった。

　状況は分かっている。

　何故なぜ、〝人狼〟はタイムリミットの前日まで、何の行動も見せなかったのか？

　そんなこと、決まっている。残り時間の少ない状況で、未来の信頼回復が間に合わない可能性があるからだ。

「未来さんが来るなんてあり得ないわ！　与一が未来さんと再会したのだって、せいぜい数時間前。それから、葵さんや緋色さんとの信頼を取り戻して、ここに連れてくるだなんて……、間に合うはずがないじゃない！」

「いいや、俺は未来を信じている。あいつは、絶対にここに来る。もちろん、信頼できる友達を連れてな！」

　俺はこのゲームの行方を未来に託した。……そう。託したのなら、最後まで信じてやらないといけないだろ……！

〝友情人狼〟の事情を説明していれば、俺の勝利は揺るぎなかったのかもしれない。未来の心境はどうであれ、きっと見せかけの友達を連れてきてくれたに違いない。

　でも……、それじゃ、ダメなんだよ……！

　俺は未来を利用してまでＤランクに上がりたいわけじゃねぇんだ！　そんなことをしてしまえば、私欲の為にプレイヤーを利用している『ラビリンス』組織と同じになってしまうから……！

　だから、本当の意味で〝友達作り〟をしてもらう為に、未来には事情を伏せて託す他なかったんだ。『ラビリンス』とは違うやり方で、俺はこのゲームに勝ってみせる……！

「残り時間、三分……いえ、あと二分ね。もう諦めなさい。未来さんは、もうここへは来ないわ」

　余裕綽しゃく々しゃくと言った風に、翠は俺に言い聞かせた。

　でもな、俺だって負ける気はねぇんだよ……！

「……もし、本当に来ないと思うなら、俺と翠で個人的な賭けをしないか？」

「賭け……？」

「そうだ。一七時までに未来が生徒会室に来れば、俺の勝ち。来なければ、翠の勝ち。負けた方は勝った方の命令を何でも一つだけ聞く。どうだ？」

「いいわよ。乗ってあげる。ま、私の勝ちでしょうけどね」

　即答か。

　まあ、数分しかない残り時間で、翠が負けを考える可能性は低いよな。

　だが、もう俺とて既に後が無いんだ。だったら、この賭けは実質的なノーリスク。

　手は尽くした。となれば、あとは天命を……いや、未来を待つだけだ。

「残り、一分……」

　呟つぶやく翠。

　しかし、まだ生徒会室の扉は閉ざされたままだった。

　もしかしたら、本当に未来は来ないんじゃ……？　と、そんな考えが脳裏を過よぎるが、頭を振って考え直す。

　そんなわけねぇだろ。俺が信じないで、誰が未来を信じてやるんだよ……！

「あと、三〇秒か」

　時計の秒針が上り始める。

　その時間が、やけに長く感じられた。

　もう、時間がねぇ……　未来……ッ！

「残り、一〇秒ね。……七……、六……、五……」

　未来……ッ!!!!

「……三……、二……──」

　その瞬間、生徒会室の扉は開かれた。

　直後、一七時を知らせるチャイムが学園全体に鳴り響く。

　扉の向こうには葵、緋色の姿が。

　そして……

「与一、くん。……来たわ」

　二人の後ろに隠れるようにして、気まずそうな、でも照れたような表情の未来が顔を出したのだった。

「未来！」

「うそっ!?　そ、そんな……!?」

　声を上げたのは同時だった。

　感情は違えど、お互いに驚いたような声音。

「あはは、二人とも驚き過ぎだよ。私たちが来ることは知ってたんでしょ？」

「赤あか石いしさん、驚くのも無理はありませんよ。まさか、このデスゲーム女が遊びに誘ってくるなんて思いませんから。警戒するに越したことはないです」

「えー、そんなことないよー」

「いえ、あなたはもっと悪意に敏感になるべきです」

　俺たちのゲームなど露知らず、葵と緋色が能天気に話を始めた。

　このいつもの会話ですら、ちょっと懐なつかしいように感じられる。不思議なもんだ。

　そんなことを考えていると、未来が二人の後ろから前に出て、そのまま俺の元へ。

「与一くん。いちおう二人を誘って、言われた通りの時間に来たわ」

「ったく、ホントにギリギリで来やがって。もう来ねーのかと思ったよ」




　──あのセリフには、少しだけ続きがある。

『俺はちょっとやることがあるから、学園に戻る。…………それと、もし、未来に気持ちの変化があったのなら、葵と緋色を連れて一七時に生徒会室へ来てくれ。翠は俺が誘っておくから、また皆で遊びに行こうぜ！　待ってるからな！　あ、あと、もし来るなら出来るだけ〝一七時ギリギリ〟で生徒会室に入ってくれ。間違っても余裕を持って来るなよ。んじゃ、行ってくるわ』




　すべては翠をあの賭けに乗せる為ための演出、そして……

「何で……、どうして……！　こんなはずじゃ……!?」

　強こわ張ばった表情で動揺する翠に、俺は未来たちにばれないよう小さく声を掛ける。

　何よりまずは、安心させてやらねぇと。それに、未来たちに怪しまれかねないし。

「翠、落ち着いて聞いてくれ」

「よ、与一……？」

　翠が顔を向け、俺をそっと見上げた。

「お前が本意でゲームに臨んでいないことは、何となく察してる。あとのことは俺が必ず何とかするから、何も心配しないでくれ。巻き込んで悪かったな」

「え？　で、でも、私は……！」

「むぅ。与一くん、何を二人きりで、こそこそしているのかしら？」

　訝いぶかしむ視線の未来が、俺と翠の間に割って入ってきた。

　まあ、詳しい説明はここじゃ無理だな……

　少し酷だが、ここは力業で押し通させてもらおう。

「何でもねぇよ。それより、お前らは遊びに行くんだろ？　早く行って来いよ」

「？　与一くんだって、私たちと一緒に行くんでしょう？」

「俺は面倒……、いや気が変わったんだよ。悪いけど、四人だけで行ってきてくれ」

「急に勝手なことを言わないでほしいわね……」

「俺は疲れてるんだよ。誰かさんのせいで寝てないもんで」

「むぅ……」

　むくれる未来だったが、俺は無視。

　もともと、未来と翠たちとの信頼を取り戻してもらう為に提案したイベントだ。

　そこに俺が入るのは無粋だろうし、翠に要らん疑いを持たせてしまうかもしれない。

　それに、まだ俺は他にやることがあるんでね。

　はぁ……、マジで昨日からずっと多忙だなぁ……

　デスゲーム運営って有給とか取れんのかね……？　ブラックそうだし無理かなぁ……

「あの、与一……！　わ、私が、未来さんたちと遊びに行くなんて、そんな資格──」

「うるせぇ。賭けに負けた代償、ここできっちり回収させてもらうからな。翠は何も心配せずに、黙って遊びに行け。それが命令だ」

「で、でも……！」

　あたふたと困惑を見せる翠。

　だが、ゲームのルールは絶対だ。賭けの代償は何としてでも払ってもらおう。

「……与一くん。やっぱり何と言われようと、与一くんが一緒じゃないのは認められないわね。デスゲームが始まったら危険極まりないわ」

「与一。やっぱり、遊びに行くなんて、今はそんなこと出来るテンションじゃないわ……　私だって、とても重い決断をしてゲームをしていたわけだし……」

　お、お前らなぁ……

　どっちも自分の保身（？）に走り、周りの状況が見えていない様子だった。

　まあ、そこはとても都合が良いいのだが、とにかくお前らは遊びに行ってこい。

「葵！　緋色！　打ち合わせ通り、こいつらを強制連行してくれ！」

　二人で雑談を続けていた葵と緋色に告げる。

　もう、なりふり構ってられん！　実力行使だ！

「仕方ありません、今回だけですからね。犬いぬ飼かいくんと一緒に居られないことは不服ですが、あれだけ頼み込まれては断ることも出来ませんし……」

「任せてよ、与一くん！　今日は四人でしっかり楽しんでくるから！　でも、次は絶対一緒に遊ぼうね！」

　葵がそれぞれ未来と翠の腕を摑つかみがっちりホールド。そして、生徒会室の扉の方へずるずる引っ張っていき、緋色がその後ろから二人を押し出していく。

「え、ちょっと!?　与一くん!?」

「ど、どういうことなのよ!?　与一！」

　未来と翠の驚くような声が生徒会室に響く。

　まあ、すべては俺の手のひらの上だったと、そういうことだ。

「皆みんなで楽しんで来いよ。じゃあな」

　俺が言った瞬間、目の前の扉は閉ざされた。




　その後も暫しばらく姦かしましい声が廊下から聞こえてきていたが、それでも直すぐに静寂は訪れる。

　ゲームは、終わったのだ。

　生徒会室は物静かで、だからこそ些さ細さいな音がよく聞き取れる。

　そうだな。例えば、この部屋に潜んでいる、もう一人が立てた物音とか。

「居るんだろ、卯野原。バレてるから出て来いよ」

　俺は掃除用具入れに呼びかけた。

「……居ません。返事もしない、ただの屍しかばねです」

「だから、居るじゃねぇか」

　掃除用具入れが返事をした。しかも、中々に往おう生じょう際ぎわの悪い掃除用具入れだった。

　仕方ないので、俺から開けてやることにした。

「うぅー、だから居ませんってばー」

「だから、居るじゃねぇか（二回目）」

　掃除用具入れを開けると、やはりそこには制服姿の卯野原が隠れていた。

　箒ほうきやモップの柄が巨乳に食い込んで、めっちゃ苦しそうだった。よく分からんが、こいつも苦労してんな……。とりあえず、その腕を引いて引っ張り出すことに。

「あはは。いやー、バレちゃいましたかー」

「〝友情人狼〟のジャッジをするなら、お前だろうと思ってたんだよ。それに、〝人狼〟の正体が翠だとすれば、生徒会室でゲームが終わる可能性が高い。事前に身を潜ませていても不思議じゃないからな」

「おみごと！　さすがですっ！」

「へいへい。そりゃどーも」

　何というか……こうして、ぱちぱちと手を叩たたく卯野原を見ていると、すっかり毒気が抜かれるなぁ。緊張感がまるで無い。

「卯野原。お前に二つ聞きたいことがある。疲れてるから手短に頼むぞ」

「はいはい、何でしょう？　私が知ることであれば、お答えしますっ！」

　ビシッと俺の正面に立って、質問を聞く姿勢に入る卯野原。

　それを見て、俺は一つ目の質問をする。

「まず、〝友情人狼〟の勝敗についてだ。ゲーム終了時点で、未来は友達を作っていた。その認識は間違いないよな？」

「そうですね。では、順に説明しましょう！　勝敗を決める為に私が判断するべきは一七時ちょうど時点での、未来さんの友好関係についてです。葵さん、緋色さんの二人は、状況を見ればタイムリミット前までに未来さんと仲直りしたのは明らか。なので、これは条件クリアですっ」

　よし、ここまでは想定通りだ。あとは〝人狼〟、つまり翠に関する判定だけだが……

「次に、〝人狼〟関連のジャッジです。未来さんと翠先輩が仲直りをしたようにも見えますが、それはゲームが終わった一七時より後の話です。勝敗には関係しません。また、タイムリミット前の状況も勝敗には無関係というルールでしたので、数日前までの関係性もゲームの勝敗に影響を及ぼさないものとされます」

　そうだ。未来に一七時ギリギリで生徒会室に来てくれと頼んだ理由は、翠を賭けに乗せて無理矢理にでも仲直りのきっかけを作る為。そして、その〝仲直り〟が〝ゲーム終了後〟になるようタイミングを調整する為だ。

「だったら、このゲームの勝者は……」

　卯野原を見つめ、俺は問う。

　すると卯野原は微ほほ笑えみを浮かべ、その言葉を口にした。




「──とーぜん、この〝友情人狼〟の勝者は犬飼先輩ですっ！　おめでとーございます！」




　再び、ぱちぱちと元気に手を叩く卯野原。

　それを聞けて、やっと実感が得られる。……はは。勝ったんだな、俺。

「ふぅ、さすがに最後はひやひやしたけど、何とかなったな。未来を信じた俺の勝ちだ」

「そうですねっ！　犬飼先輩、お疲れ様ですっ！」

　あー。ついに、ゲームが終わったのか……

　俺が勝ったという安あん堵ども相まって、一気に肩の荷が下りるのを感じる。

　まあでも、まだ厄介な問題は残っているわけだが……

「それじゃ、さっそくだけど二つ目の質問だ。翠はどうして、〝人狼〟の役目を押し付けられたんだ？　まさか、自分から志願したわけじゃないだろうし」

　これがまた厄介極まりない問題だ。

　翠と『ラビリンス』がどんな繫つながりで、〝人狼〟を強要されていたのか。当然、負ければペナルティを科せられているはず。でなければ、本気でゲームに挑むはずがない。

「うーん、そうですねぇ……。いちおう、私の知っていることはお話しします。まず、翠先輩のお父様が『ラビリンス』グループ企業の社長を務めていることは知っていますか？」

「ああ、それは聞いたことがあるな」

　翠が社長令嬢だということも知っていることだ。

「上層部はこのゲームをするにあたって、緑みどり門かど商会に脅しをかけたそうです。翠先輩がゲームに参加し、負ければ『ラビリンス』グループから除名すると」

「組織的な圧力があったってことか……。ちなみに、いまいちピンと来ないんだけど、その会社がグループから除名されるとどうなるんだ？」

「実力主義の世界ですからね。蹴落とされた企業として見られ、信用は落ち、様々な会社との取引が無くなります。経緯はどうあれ、やがては倒産することでしょう。何万人という社員の生活もろとも、会社は消え去ります」

「そうか……　あいつ、そんなに重いものを背負ってゲームをしていたんだな……」

　人が一人で背負うには、余りにも重すぎるペナルティ。

　ましてや、それを背負っていたのは非力な普通の女の子だ。

　たとえ裏切り者であろうと、その天てん秤びんを見れば正しい行動をしたのだと誰の目から見ても明らかだ。とても翠を責めようとは思えねぇな。

「なあ、このゲームにそれだけの価値なんてあったのか？　何万人の生活を左右するだけの価値が……」

「さて、どうでしょうか。でも、犬飼先輩が負けていれば、それだけのペナルティを一身に受けていたのは先輩の方です。そして、その価値を確かめる権利は、ゲームに勝った犬飼先輩にあります」

　淡々と卯野原が言った。そこに感情は窺うかがえない。

　しかし、それでこそ私情を挟まずに冷徹にゲームを取り仕切る、デスゲーム運営のあるべき姿なのだろうが……、やっぱ卯野原にそれは似合ってねぇよな。

「なあ、卯野原。頼まれてほしいことがあるんだけど────」

　そして、俺は言葉を続けた。

　この勝利の価値を確かめる権利は、ゲームに勝った俺にあるらしい。

　なので、俺は実際に確かめてみることにした。ただ、それだけのことだ。

「あはははっ、それでこそ私の大好きな犬飼先輩ですっ！　任せてください！　どうなるかは分かりませんが、私も出来る限りのことはしてみますねっ！」

　まあ、とりあえず分かったことは、その決断は目の前の女の子を笑顔にするくらいの価値はあるらしいということだった。










エピローグⅠ　〝人狼〟とデスゲ脳の行方







〝友情人狼〟終了後。

　翌日の放課後。場所はやはり連日、私物化して空けてもらっている生徒会室。

「…………」

　ここに到着した俺は、まず初めに掃除用具入れを開けた。

　……掃除用具が入っていた。

「与よ一いち？　何をしているの？」

　怪け訝げんそうな表情で俺を見やる翠すい。まさに「こいつ、大丈夫か？」というような目で見られてしまった。

「シリアスの波動を感じたから、邪魔されないようにしようと思ってな」

「……？」

　まあ、卯う野の原はらは居なかったということで。とりあえず、話を本題に戻そう。

「で、俺を呼び出したのは、昨日のゲームのことだよな？」

「ええ、そのことよ。……聞いたわ、卯野原さんから。与一が、お父様の会社を守ってくれたってこと……」

「まったく、耳が早いな」

「……何か、代償を支払ったんでしょ？　卯野原さんは内部事情だからって、詳しくは教えてくれなかったけど」

　と、申し訳なさそうに視線を下げる翠。

「はぁ……。あいつ、余計なことまで言いやがって」

　そう。あのゲームの後、俺は卯野原を通じて上層部側に交渉を持ち掛けたのだった。

　俺が代償を支払う代わりに、翠のところの会社にも一切手出しをするなと。そういう内容での交渉だ。

　たとえ見ず知らずの相手だろうとも、数万人の生活を天秤にかけられると、ちょっと俺が背負うには重すぎる対価だ。やっぱり、俺にはあの〝友情人狼〟ゲームにそれ程の価値があるとは思えなかった。

　それに、手の届く範囲なら救うのが俺のポリシー。なら、そこは守っていかねぇと。

「ま、俺が勝手にやったことだ。翠が気にすることじゃないだろ」

「で、でも……」

　翠は言いかけ、口をつぐむ。

「結果的には、俺も翠も敗北のペナルティを受けなくて済むんだ。その代償を払うだけで二人とも助かるなら、それに越したことはないだろ」

「それでも、私は……っ！　本当に、ごめんなさい……！」

　と、謝罪と共に頭を下げる翠。

　あーあー。俺こういう重苦しいの苦手なんだけどなぁ……

「あのなぁ。そもそも、翠だって巻き込まれた側の被害者なんだよ。悪いのは全部『ラビリンス』の連中だ。んで、俺も連中のルールで思い通りに動くのが嫌だった。それでいいじゃねぇか」

「そうだとしても、未み来らいさんを傷つけてしまった事実は……、その罪は変わらないわ……。他の皆みんなにも、迷惑をかけてしまったし……」

　俯うつむく翠。罪悪感というものは、そう簡単に割り切れるものじゃないらしい。

　まあ、罰を受けずに許されるのは忍びない、という翠の気持ちも分かる。

　だったら……

「なら、今度は傷つけた分以上の支えになってやってくれ。迷惑をかけた分以上の力になってほしい。今、未来はやっと変わろうとしているんだ。だから──しっかり、あいつの友達をやっていてほしい。頼む」

　俺が頭を下げると、翠は慌てたように言葉を紡つむいだ。

「な、何で与一が頭を下げてるのよ!?　むしろ、お願いするのは私の方でしょ！」

「あー、いや、でも……」

「でもじゃないでしょ、まったく……。だから、その、私も未来さんとは、友達で居たいし……、あと、与一とも……」

　と、翠はもじもじと恥ずかしそうに照れ顔を浮かべるのだった。

　やれやれ。少し、いつもの調子が戻ってきたか。

「んじゃ、決まりだな。翠は未来と友達を継続ってことで。ああ、もちろん俺ともな。あと、代償のことは一切気にするなよ。翠に気を使われると、こっちも調子狂うんだよ」

「うん……　分かった。っ……、あり、がと……与一ぃ……ん、っく……」

「っておい。泣くことねぇだろーが」

「……だ、だってぇ……、っ……」

　感極まったのか、翠はメガネを外して制服の袖を目じりにあてがう。

　でもまあ、こうして見てみると、やっぱり翠は〝人狼〟なんて柄じゃないよな。

　ちょっと言い方は悪いが、こんな風に無様を晒さらしていた方が、よっぽど翠らしくて可か愛わいらしいというか、愛あい嬌きょうがあるというか……。とにかく、知略と陰謀の騙だまし合いなんて、まったく似合ってねぇんだよ。

　翠は〝人狼〟なんかじゃない。俺たちの大切な〝友達〟なんだ。




　──かくして、俺は〝友情人狼〟をクリアすることが出来たわけだが、このゲームのエンディングではこんなオチが用意されていた。




　不意に、生徒会室の扉が開かれる。

　するとやはり、どこかで見たような光景が広がるのだった。

「あー！　やっぱり、ここに居たぁー！」

「また緑みどり門かど先輩と二人きりでしたか……。ふふふふ、そろそろ殺しちゃいましょうか」

　そこには、葵あおいと緋ひ色いろの姿。

　それに、その後ろから付いてくる未来も一緒だった。

「葵さんと緋色さん……それに、未来さんも……！」

　翠は誤魔化すように涙をぬぐい、メガネをかけ直す。

　いつもの生徒会長様の姿だ。

「さて、緑門先輩。犬いぬ飼かいくんと二人きりで何をしていたのか白状してもらいましょうか？　私が生徒会長さんを殺あやめずに済むことを祈っています」

「葵ちゃん、そんな物騒なこと言っちゃダメだよー！　緑門先輩が抜け駆けするはずないってば！」

「赤あか石いしさんは考えが甘ちゃんです。手遅れになってからでは遅いのですよ？　それに、赤石さんは二人が何をしていたのか知りたくないのですか？」

「それは知りたいかな」

「緋色さん!?　もっと私を守る意思を強く持って!?」

　わーきゃーと騒がしい日常に一変。

　やっぱ、こうじゃねぇとな。重苦しい空気とか苦手なんだよ、俺。

　そこんとこ分かりますかね、未来さん？

「むぅ」

　俺の元へ来るなり、ムスッと不機嫌さを前面に出して俺を睨にらみつけおる未来。

「な、なんだよ？」

「いいえ別に。部屋を追い出されたことを、不満に思っているわけじゃないわ」

「思ってんじゃねぇか……」

　ご機嫌斜めのわけは、昨日の夜まで遡る。

　他人を信じられるようになったことで、未来のデスゲ脳が快方に向かっていると判断した俺は、未来を部屋から追い出すことにしたのだった。

　プロぐーたらーな俺としては、全自動家事代行マシーンを失うのは手痛いところではあったが、未来の今後を考えるとこれがベストなはずだ。

「緑門先輩が手に入ったから、邪魔な女は用済みってことかしら？」

「んなこと言ってねぇだろ……」

「じゃあ、その……、告白された、とかじゃないのよね？」

「ほっとけ。そんな浮うわついた話じゃねーよ」

　俺がきっぱり否定すると、未来は視線を外して少し考え込むような仕草を見せた。

　こいつ、何の探りを入れてるんだ……？

「告白ではないなら、やっぱり可能性としては、あっちの事を解決する為ためかしら……」

　未来は小さく呟つぶやき、わざとらしい咳せき払ばらいをして俺に向き直る。

　正直、何だか嫌な予感がする。デスゲーム生還者だけあって察しはいいからな……

「ところで、与一くん。さっき緋色さんにツイッターを見せてもらったのだけれど、〝迷宮の人狼〟アカウントから『今まで、ごめんなさい』ってツイートがあったわ。何か事情を知っていたりするのかしら？」

「いや、俺は何も知らん」

　即答してやった。もう、この件は俺が介入しなくても、あとは放っておけば良い方向に転がるはず。だから、俺はノータッチで。

「……そう。ならいいわ」

　と言いながらも、ジト目で俺を睨み続ける未来。

　うん。完全に疑っているやつの態度だね。

「いちおう、お礼だけ言っておくわね。あ、ありがと……」

「いや、だから俺は何も知らねーっての」

「そう？　でも、いつだって私を助けてくれるのは、どこぞの捻ひねくれた男の子だった気がするのだけれど……？」

　ちょっぴりしたり顔で俺の表情を覗のぞいてくる未来だった。

　疑いじゃなくて確信の態度だったかー。

　でも、俺は何も知らん。と、そういうことにしておく。

「ま、まあ、それはそれとして。あれだな。未来もしっかりあいつらと打ち解けられたみたいじゃないか」

「当然でしょ。だって、与一くんが友達の必要性を私に教えてくれたんじゃない」

　……なんか未来にしては、やけに珍しく素直な反応だな。

　てっきり、「まだ完全に信じたわけじゃないわ！」とか言うのかと思っていただけに、この切り返し方は意外だった。

　ま、それだけ大きな成長をしたということだろう。それなら、俺としても安心である。

「な、やっぱ友達って良いいもんだろ？」

「ええ、そうね。私の犠牲になってくれる大事な〝生いけ贄にえ〟だもの」

「ああ。……………………ああ？」

　何だろうか、今まったく想定していなかったセリフが聞こえてきたような気がする。

　生贄がどうとかって……いやいや。んなわけないか。

　あれか。聞き間違いか。そりゃそうだよな。あははははは。

「私がピンチの際に身代わりになってくれる存在、それが〝友達〟なのよね！　あの日、与一くんが熱く語ってくれたこと、しっかり伝わっているわよ！　ま、寝覚めが悪くならないように、死なない程度に利用することにするわ」

「ふわぁっ!?!?!?」

　ちょ、ちょっと待てぇええええええええ!?

　何か酷ひどい曲解をされているんだが!?　そういう意味で言ったんじゃねぇよ!?

「薄っぺらい友情なんて信じるに値しないわよね。それでもプレイヤー同士の協力は生き残るために不可欠。なら、彼女たちは尊い犠牲として利用させてもらうに限るわ！」

　ちっがーう!?　そんな意味で言ってねぇから!!!!

　俺の思っていた協力とか支え合いとかと、だいぶニュアンスが異なってるんだけど!?

「な、なあ、未来……俺が言いたかったことって、そういうことじゃなくて……」

「大丈夫よ。任せて、与一くん。今までは利用される側に回らないような守りをしてきたけれど、これからは利用する側に立つ攻めをしてみせるわ」

「いやいや、だからそれは違くてだな……」

「たとえ、この中に〝迷宮の人狼〟が居ようとも関係ない。その〝人狼〟さえも、私が利用してやるのよ！　だって、友達だもの！」

　ダメだ。俺の言葉なんて耳に入ってねぇ……

　な、なんか、俺の思っていた展開と違うんだけど……？　もしかして、これって〝そういうこと〟なのか……？

　ひょっとして、未来のデスゲ脳は、まだ────？

「これで、いつデスゲームが始まっても安心ね！」

　ニコッと純粋な微ほほ笑えみを浮かべ、俺の顔を覗き込む未来。

　ほらな。これはもう間違いないだろ。

　まあ、要するに……

「未来のデスゲ脳、ぜんぜん治ってねぇじゃねぇかッ!?　ど、どうして……、どうしてこうなっちまったんだよぉおおおお……!!!!」

　俺の嘆きは虚こ空くうに消える。

　くそぉっ！　じゃあ、今までの俺の頑張りはいったい何だったんだよ！

　翠に向かって偉そうに説教していた俺は、ただの道化じゃねぇか……！

　くぅ。すまねぇ、翠。どうやら俺は、お前に噓うそをついていたみたいだ……

「──とりあえず、ずっとお話ししているのも何ですし、喫茶店にでも行きませんか？」

「うん、そーだね！　特別に、私の行きつけを紹介してあげちゃおうかなっ！」

「うふふっ、それは楽しみね。……ほら、未来さん！　早くしないと置いて行っちゃうわよ？　あと、与一も早く！」

　あっちでも話が一息ついたのか、場所を変える誘いが来るのだった。

　しかも、翠はまるで憑つき物が落ちたかのように、明るい声で俺と未来を呼んできた。

　……未来が語る〝友達〟の本意など知る由よしもなく。

「ええ、今行くわ」

　これまた明るい笑顔で返す未来。それも、今までにないくらいに。

　しかし、その裏には友達を犠牲要員としか考えていない真っ黒な感情が渦巻いている。

　違うんだ、未来。その関係は友達とは呼ばないんだよ……

　そんな俺の思いも届かず、未来はスキップするように軽い足取りで先を急ぐ。

「ほら、与一くんも」

　と、振り返った未来が俺に声を掛けてきた。

「ああ。そ、そうだな……」

　俺は引き攣つったような声の返事を返す他なかった。





◇






　──それと。

　これはその日、俺が『ラビリンス』寮へ帰ってきた後の話だ。




　未来のデスゲ脳は、残念なことにまったく治っていなかった。

　とすれば、この展開は至極当然の流れだったのかもしれない。

　俺が部屋で自堕落な生活を堪たん能のうしていると、不意にドアをノックする音が響いてきたのだった。

「こんばんは。じゃ、お邪魔するわね」

　ドアを開けると、そこには未来の姿が。しかも、かなり大きめの段ボール箱を抱えている。……いつかと同じような光景だった。

　この時点で何となく察したが、それでも俺の脳はそれを理解することを拒んでいる。

「まあ待て。お前は何で俺の部屋に上がり込んでやがるんだ？」

　部屋に向かう未来の前に身体からだを滑り込ませ、先へ進めないようにがっちりガード。

　察しろと言わんばかりの表情で未来は俺を睨み、言葉を続ける。

「今日からまた、私もここに住むわ」

「住むわ、じゃねぇんだよ！　昨日出て行って、どうして一日で帰って来ちゃうんだよ！」

「突如デスゲームが始まったら、最も安全なのは与一くんの隣でしょ？」

「そのくだりは既に一回やっただろ。その上で出て行ったんだろーが。……って、おい。勝手に入り込むな、私物を広げるな！」

　俺をスルーして、我が物顔で段ボールの中身を広げていく未来。

　はぁ……、やっぱりデスゲ脳は相変わらずだったか……

　俺はちょっとばかり頭痛を感じる額を押さえた。ちっ。もう、どうにでもなれ。

「ふふ。私が帰ってきて、そんなに嬉うれしそうな顔をされると、ちょっと照れちゃうわね」

「さいですか」

　お前の目は節穴か。病院行ってこい。眼科じゃなくて精神科だぞ。ついでにデスゲ脳も治してもらってこい。

「冗談よ。まあ、ここに住むのは本気だけれど。でも、私がここに居ることで大きなメリットもあるでしょう？」

「料理とか掃除とかは助かってるけど」

「そうじゃなくて。ねえ、よく考えてみてちょうだい。私たちの物語は、いわばエピローグなの。あの壮絶なデスゲーム『ラビリンス』を生き残ったのだから、メタ的に考えればあとは幸せなエンディングを迎えてウエディングなのよ。分かるかしら？」

　メタ的にとか言うな。

　それに敢あえてメタ的に考えちゃうと、俺のヒロイン多すぎるから。

　こちとら何度もデスゲームのエンディング迎えてるんだよ。

「ね？　そう考えると、エピローグのラブコメシーンで私が居なかったら、与一くんも困るわけじゃない？」
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「そこで同意を求められても困るんだが」

「つまり、与一くんの隣にはラブコメのヒロインが必要なのよ！」

「だから勝手に決めんなっつーの！　デスゲ脳だけでも厄介なのに、ラブコメ脳まで発症されたら手に負えねぇから！」

　ダメだこいつ。始終、自分勝手に言いやがって……

「デスゲ脳にラブコメ脳、ね。……ぷっくく、良いじゃない。ふふっ……」

　何がそんなに面白かったのか知らないが、未来は小さく呟つぶやいてくすくす笑い出した。しかもツボに嵌はまっているご様子。そんなに面白いこと言ってねぇだろ。

　ったく。こいつ、さては真面目に話を聞く気がねぇな？

　そんなんだから、俺はつい悔しくなってこう言ってやることにした。

「だいたい、お前なんかにラブコメなんて出来んのかよ……？」

　俺が意地悪く言うと、未来は余裕の表情を浮かべて微笑みを返してくる。

　そして言うのだ。

　とびっきり彼女らしい表現で、未来の気持ちを。

「──デスゲ脳なヒロインにラブコメは無理ゲーかしら？」










エピローグⅡ　後日譚たんの裏側で







『ラビリンス』寮。

　卯う野の原はらは疲れた表情でバスルームの湯船に浸つかっていた。

　自身の管理するゲームが終了し、後処理をして学園から帰ってきた頃には、既に夜も遅い時間だったのだ。

「んー……」

　熱めのお湯に浸かりながら、卯野原はとても小さな悩みを思い浮かべる。

　疲れているけど、明日も学園があるし……。そんな考えが脳裏をよぎり、卯野原はあまり身体を休めることもなく、最後に熱いシャワーを浴びて直すぐに浴室から出てきた。

　火ほ照てった身体を拭いていると、常につけっぱなしにしているパソコンからチャットの通知音が響いてくる。

　はぁ、また上層部からの呼び出しですか。もう、こっちは疲れているのに。と、卯野原は心の中で恨めしい気持ちを暴れさせた。

　まだ身体を拭いている最中で服を着ていなかったのだが、卯野原は少し悩むとバスタオルを身体に巻いて脱衣所を出た。

　カメラは起動させず、音声チャットのみにすれば問題は無いはず。そもそも、このエロエロな豊満バストを晒さらしていい相手は一人しかいません。なんて考えながら、卯野原は上層部からの連絡を繫つないだ。

「お疲れ様です」

　あまりキャラではなかったが、卯野原は抑揚を抑えた声音で言った。

　ここからは『ラビリンス』運営委員モードだ。

　すると、画面の向こう側から、やけに上機嫌な声が聞こえてきた。

『〝友情人じん狼ろう〟の報告は見させてもらった。なかなか面白いじゃないか。今回のゲームは我々も期待通りの結果だったと言えよう。卯野原、お前が勝手に仕掛けた〝鬼ごっこ〟も、犬いぬ飼かいのアシストとしては良いい余興だったぞ』

「……お叱りにはならないのですか？」

　卯野原は訝いぶかしげに問うた。

　想定していた反応とは、まったく異なる印象だったからだ。

『叱る？　まさか。まるで想定しないハプニングがあり、それをアドリブでどう乗り切るのか。それもデスゲーム運営の力量というもの。あまつさえ犬飼は、咄とっ嗟さの判断で〝人狼〟を騙だますトリックに利用までした。これだけの結果を引き出した行動のどこに責める要素があるというのか』

「そうですか。なら、いいのですが」

　上層部の男は心底愉快そうに笑った。

『これで、犬飼与よ一いちはＤランクとして正式に昇格させることが決まった。上への通達は既に済んでいる。卯野原、お前は引き続き犬飼に不審な動きが無いか監視を続けろ』

「えっ、Ｄランクに昇格、ですか……!?」

『ああ。そうだが？』

「待ってください。犬飼与一はＤランクへの昇格を辞退したと、私から報告を上げていたはずです。それなのに、何故なぜ……」

　Ｄランクを辞退するという代償を支払う代わりに、翠すいの父親の会社に手を出すな、と。

　犬飼の交渉は既に上へ報告されており、承諾もされていると卯野原は聞かされていた。

　卯野原は疑問を口にするが、男はさして興味も無さそうに答えを返した。

『犬飼が辞退したことなど、我々にとってはどうでもいい事だ。犬飼にはＤランクへ上がる以上の実力がある。その事実に変わりは無いだろう』

「では、緑みどり門かど商会の処遇は……？」

『緑門商会？』

「昨日、併せてご報告を申し上げていたかと思いますが」

　卯野原が言うと、男は思い出したように言葉を続けた。

『ああ、〝人狼〟の駒を用意する為ために脅しをかけていた企業だったか。確か、犬飼からＤランクを辞退する代わりに、手を出すなと要求されたとか。その件は昨日も話したが、我々にとってあの程度の企業がどうなろうとどうでもいいこと。除名の取り消しくらいであれば、追加報酬をくれてやっても構わん。そこに変更はない』

「そう、でしたか。承知しました」

　取るに足りない有象無象の人生など、ゲームのギミック程度にしか使えない。

　そんな男の言葉を、卯野原は嚙かみ締める。

　実際、この男の気まぐれで、多くの企業が泣かされてきたのだった。

『それにしても、やはり犬飼の実力には目を瞠みはるものがある。ククク。やつの才能が完全に開花するまで、じっくり楽しめそうじゃないか。きっと、犬飼は我々の優秀な手駒になってくれることだろう。ただし、飼い犬に手を嚙まれないよう、リードは握っておかねばな』

　男は尊大に笑ってみせた。その余裕を誇示するように。

　しかし、男の態度を見た卯野原の脳裏には、大きな疑問が浮かんでいた。

「一つ、よろしいでしょうか？」

『何だ？　言ってみろ』

「上層部は犬飼与一を特別扱いしているように思えます。それは、何故なのでしょうか？」

『そんなことか。お前には関係のないことだ』

　卯野原が疑問を口にすると、男は機嫌を悪くしたのか、荒っぽい口調で切り返した。

　それでも、卯野原は続ける。

「犬飼与一は、いずれ必ず組織を裏切ります。放置していては危険なのでは？」

『たとえ犬飼が我々を裏切ったとしても、こちらには人質がいる。犬飼の裏切りなど恐れるに足りん』

「で、ですが──」

『身の程を弁わきまえろ。お前は黙って組織の命令に従っていればいい。そうだろう？』

「……心得ています。失礼しました」

　怒気を孕はらんだ男の声を聞き、卯野原は素直に身を引くことにする。

　今、この件を深掘りするのは危険だ。そう、直感が告げていた。

『そもそも、犬飼の首についているリードの役目がお前だ。犬飼が暴走した際、それを止める為にお前が必要なのだ』

「重々承知しております。日々の監視に抜かりはありません」

　卯野原がそう言葉を返すと、男は一変して愉快そうに笑った。

　その含み笑いの真意が分からず、卯野原は首を傾かしげるのだった。

『さて、次のゲームを始めよう。詳細は追って連絡する』

　音声チャットの通話が一方的に切断された。

　暗転する画面に、一人の女の子の顔が反射して映し出される。




　──特殊メイクを落とした卯野原の顔。

　それはかつてのデスゲームで与一と共闘し、死んでいったはずのプレイヤー、白しら崎さき厘りんの顔をしていた。










あとがき







　初めまして、進しん九く郎ろうと申します。第33回ファンタジア大賞にて、『デスゲ脳のうなヒロインにラブコメは無む理りゲーですか？』という作品で入選をいただきました。本作は、この応募作品の内容を改かい稿こうし、タイトルを変えたものになります。どこかに名残がありますね。

　いやー、ここまでホントに長かったです。

　思えば、ラノベを書いてみようと思ったのは、今から五〜六年前のこと。当時は僕も大学生でしたね。

　その当時から今回の入選までのことを振り返ってみれば、狂ったように物語を書かき綴つづる日々でした。いや、実際に狂っていたのでしょう。

　物語の中のキャラクターたちを動かすというのは人生の何よりも楽しく、ついつい大学の講義をサボり、卒業研究をサボり、就職活動なんかそっちのけでラノベの原稿を書き続けていました。

　まあ、そんなんだから内定ゼロで大学を卒業することになったんですけどね。今となっては良い思い出……でもねぇな。

「これから社会人になるキミたちへ」と、そんな贈る言葉を無表情で受け流す卒業式の虚むなしさは忘れられません。先生たちが何を言っていたかは忘れましたが。しかし、それでも卒業パーティーで口にした鶏とり肉にくと皮ひ肉にくの味は、今でもはっきり覚えています。

　かくして、そんな人生という名のデスゲームをプレイしてきた僕が、まさかラブコメを書くことになろうとは。

　とはいえ、陰キャで真っ暗な学生時代を過ごし、すっかり捻ひねくれてしまった僕が純粋なイチャイチャラブコメなど書けるはずもなく、どこか毒のあるキャラクターたちが物騒だったり、偽善めいていたり、騙だまし合ったりしながら楽しく学園生活を過ごすラブコメになりました。……ホントにラブコメの説明か、これ？

　こんな性格の悪いヒロインたちで良いいのかな、と思いつつも、これが作者やキャラクターたちの個性であり魅力だと割り切って、読者の皆様にお届けしました。

　良い面だけでなく悪い面もある。それが人間らしさというものだと思います。だからこそ、彼女たちは作者の手を離れて、生き生きと自然に物語の道を進んでくれたのだと思います。何なら、僕よりもずっと〝生きている〟気がします。

　そんな彼女たちが本当に可か愛わいくて、愛おしくて仕方がありません。僕の技術で、それがしっかり伝わっているといいなぁ……

　さて、途中でどうでもいい話を突っ込んだことにより、やっとページが埋まりそうです。いざ「あとがき」を書くとなると、意外と内容が思いつかないものですね。

　では、謝辞の方を。

　ＰｉｎｋｉＯ様。月並みではありますが、超最高究極美麗神イラストをありがとうございました。質感の表現が好きです。初めてキャラデザのラフを見た際、「お前ら、そんな姿だったんだな！」と感動した記憶は一生の宝物です。未み来らいたちを創ってくれて、本当にありがとうございます！　バニーガール可か愛わいいです！

　担当Ｋ様。お世話になり過ぎて、どの件からお礼を述べたらいいのやら。感謝することが多過ぎるので、二つピックアップします。まず、タイトルについて。デスゲームという不穏な単語を使いつつ、ラブコメ作品であることもしっかり伝わる素敵なタイトルを付けてくださってありがとうございました！　あと、与よ一いちと未来を同どう棲せいさせようというアイデアは天才的でした。ラブコメ関連のサポートが手て厚あつ過ぎて感謝しかありません！

　そして最後に、本作に関わってくださった全ての方々、ここまで読んでくださった読者の皆様へ最大限の圧倒的感謝を！

　それでは、また二巻で皆様とお会いできることを、心から本気で祈っております。
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